
[image: ]


東方妖遊記


めぐる縁えにしと第七の挑戦









村田　栞








[image: ]


角川ビーンズ文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　東方妖遊記　めぐる縁えにしと第七の挑戦







序


一　沈みゆく上弦の月


二　戦神の遺物


三　眼差しの行方


四　夜と昼のはざまに


五　決別


六　炎えん招しよう戈かを継ぐもの


終


あとがき


東方妖遊紀行
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本文イラスト／伊藤明十






　序







　楓ふう香こう樹じゆの葉は、秋になると紅の色に染まる。古いにしえの時、黄こう帝ていによって討とう伐ばつされた戦神の血を吸ったためだと言い伝えられている。





　かつて、長ちよう江こうの流域には三さん苗びようと呼ばれる部族が住んでいた。縦横に流れる川や数多あまたの湖、緑豊かな山々の恵めぐみを得て、彼らは強大な勢力を持った。巨きよ大だいな都城を築き、川や湖に船を走らせて街の間を往来した。


　五帝時代、三苗族は水神共きよう工こうに従い、度たび々たび中原に攻せめ入った。黄こう河がが溢あふれ、中原の民たみの暮らしが脅おびやかされると、黄帝は当時帝てい舜しゆんの臣下であった禹うに炎えん招しよう戈かを授さずけた。禹は水すい妖ようの王、化か蛇だの助けを得て共工の軍を討うち破り、三苗族を平らげる。


　栄えい華がを極きわめた三苗族だったが、国は滅ほろび、民は遠い南の海岸や西の山中に逃のがれ、三苗族の文明は長江から姿を消した。


　三苗族が、なぜ神々の戦いくさに加わったのか明らかではない。ただ今も、三苗族は楓香樹をおのれの祖先神として祀まつっているという。




　一　沈みゆく上弦の月







　黒々とした滑なめらかな湖の水面に、上じよう弦げんの月つき影かげが揺ゆれていた。


　湖水を望む高台に、一いつ軒けんの小さな庵いおりがあった。人里を離はなれ、庵の背後は枯かれ落ちた雑木林である。


　その庵の窓辺に、一人の女が端たん座ざし、中天に輝かがやく月を眺ながめていた。女は、藍あい染ぞめの袷あわせに毛織りの肩かた掛かけという質素な身なりだったが、庶しよ人じんにしてはどこか高こう貴きな雰ふん囲い気きをまとっていた。長い髪かみもきれいに結ゆい上げて、小さな簪かんざしが挿さしてある。歳は四十に届くと思われ、眦まなじりには相応の翳かげりがあったが、頰ほおの線も口元も、上品な美しさを十分に留とどめていた。


　女の薄うすく紅を引いた唇くちびるから、切なげな吐と息いきが漏もれた。


（庚こう……）


　子を産んだのも、そしてその子を手放したあの夜も、やはり空には上弦の月があった。あれから間もなく十七年になる。庚日に生まれたので、庚と呼んでいるが、赤子はまだ名づけの儀ぎも済んでいなかった。


　黄河に流したあの子は、無事に生き延びることができたのだろうか。


　黒目勝ちな大きな眼めに涙なみだが溜たまる。今はもう、取り乱すことはなくなったが、身を切られるような悲しみが癒いえたわけではなかった。


　会いたい。会ってあの子の無事を確かめたい──。


　こみ上げる思いを、女は胸の底に封ふうじ込める。自分が庚の行方ゆくえを捜さがせば、追っ手の目に触ふれる。我が子を危険にさらすことはできない。


（河か伯はく様、どうか庚をお守りください）


　自分にできることは、ただ黄河の神に加護を祈いのり続けることしかなかった。


「杏きよう玲れい様。お床とこを延べましょう」


　飽あかず月を眺めていた女は、呼びかけられてハッと我に返った。


「ありがとう、茜せん。お願いするわ」


　知らず頰を伝っていた涙を、急いで衣ころもの袖そでで拭ぬぐう。


「まあまあ、そのように窓を開け放っては、お風邪かぜを召めしますよ」


　茜と呼ばれた小こ柄がらな初老の女が、せかせかと部屋へ入って来た。帳とばりを下ろそうとして、杏玲が眺めていたものに気づく。


「……今こ宵よいは上弦の月でございましたね」


　少女の頃ころから杏玲に仕えている茜には、主あるじにとって上弦の月がどんな意味を持つのか、痛いほどわかっていた。


「あのようなことがなければ、今いま頃ごろは……」


　言いかけて、茜は幻げん影えいを払はらうように頭を振ふると、


「いつか時が来ればお会いできましょう。大だい史し令れいもそう仰おつしやっていたではありませんか」


　明るい声でそう言って、せかせかと帳を下ろす。


「ええ、そうね」


　杏玲は微笑ほほえんだ。こういう時、杏玲は茜の明るさに支えられているのだと実感する。二人きりの世捨て人のような暮らしに、よく耐たえてくれていると感謝もしていた。


「お休みになりますか？　それとも、お寝いねの前に御ご酒しゆを召し上がります？」


　茜は櫃ひつから夜具を出し、せっせと床を延べ始める。


「もう、遅おそいわ。今宵は休みましょう」


　杏玲は窓辺から離れ、鑑かんの前に座り直した。髪を解ほどこうと水をのぞき込み、水面が揺れていることに気づいて眉まゆをひそめる。水を張って姿を映すその青銅器は、嫁とつぐ時に実家から持たされた物である。父が抱かかえていた工人、尭ぎようの作品で、悪あしき呪じゆ術じゆつや占せん術じゆつから護まもってくれるという呪具だった。


「茜、来て」


　不安になった杏玲は、揺れる水面に目を凝こらしたまま侍じ女じよを呼んだ。


「いかがなさいました？」


　床を敷しく手を止め、茜も鑑をのぞき込む。


「これはいったい──」


　水面の揺れは次し第だいに激しくなり、鑑がカタカタと震ふるえ始めた。


「きょ、杏玲様……」


　茜は主を抱き、杏玲も茜にすがりついた。おののきながらも、二人の目は水面に釘くぎ付づけになったまま離れない。


　突とつ然ぜん、ピシッと硬かたい音を立てて鑑に亀き裂れつが入った。ひび割れた箇か所しよからザーッと水がこぼれる。


「ひ──」


　二人は抱だき合ったままビクッと身をすくませた。壊こわれるはずのない青銅器がひび割れたことに驚おどろいたのではない。鑑がひび割れてから水がこぼれるまでの刹せつ那な、歪ゆがんだ水面に見知らぬ男が映り、しかもその男が虎とらのような鋭するどい目で杏玲を捉とらえ、不敵な笑えみを浮うかべたからだった。
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「それでは問題です。本物の汪おう李りはどっちでしょう」


　楊ようは部屋を仕切る幕をバッとまくった。


　晄こうと佟とう韋い、楊とともに暮らす子どもたちは、一いつ斉せいに奥の小部屋に視線を集めた。


　小部屋には二人の汪李がいた。たてがみのような長い銀の髪、神と見み紛まがう完かん璧ぺきな美び貌ぼう、肩かたと腕うでの模様も寸すん分ぶん違ちがわない。どちらも床ゆかにあぐらをかき、仏ぶつ頂ちよう面づらでそっぽを向いている。


「わー、そっくり」「わかんねー」


　子どもたちは口々に言い、


「見事な変へん化げですね」


　佟韋も、日ひ頃ごろは静せい謐ひつな眼を見開いている。華か山ざんの嶽がく神しん、西せい岳がく大たい帝ていに仕え、普ふ通つうの人に見えないものが視みえる巫ふ術じゆつ師しの彼にも、二人の違ちがいがわからないのだ。


「晄にはわかりますか？」


　佟韋は晄に視線を移した。


「んー、何となく。でもちょっと自信ない。ね、喋しやべってみて」


　晄は腕を組み、首をひねった。


『何で我が、こんな子どもの遊びにつき合わねばならぬのだ』


　そっぽを向いたまま、向かって右の汪李が言った。


『口ではそう言いつつ、結構いい暇ひまつぶしだと思っているのではないか』


　左の汪李も横を向いたまま、投げやりな口調で言った。二人の声こわ音ねはまったく同じだったが、


「わかった。そっちが汪李でしょ」


　晄はニッと笑って、右の汪李を指差した。


『さすがは陝せん邑ゆう侯こう、見み抜ぬかれましたか』


　左の汪李が、正面を向いて前まえ髪がみを搔かき上げる。彼の左目は本物の汪李と同じく黄こ金がね色いろだったが、右目は紫むらさき色いろだった。


「あーっ、そっちが紫し央おうだったの」


　子どもたちがどよめいた。


「そりゃあね、汪李の声を俺が聞き間ま違ちがえるわけないもの」


　晄が言うと、本物の汪李は仏頂面のままフンと鼻を鳴らしたが、なぜかその頰は赤い。


「でも、紫央の変化はホント凄すごいね。俺も声を聴きくまでは、はっきりわからなかったよ」


　紫央の正体は雍よう和わという妖あやかしである。変化を得意とし、優すぐれた治ち癒ゆ能力を持っている種族だ。


「畏おそれ入ります」


　紫央は笑い、いつもの人ひと形がたに変化した。人形になると、声まで人間と同じ響ひびきだ。


　彼の人形は、二十代半ばの男性で、くっきりとした眉と大きな黒い瞳ひとみの、晄によく似た面おも立だちをしている。晄に似ているのは、彼に人形を与あたえたのが晄の実の祖父、嬉き関かん玲れいだからだ。関玲は紫央を息むす子このように可愛かわいがり、紫央も関玲の息子になりたいと思った。互たがいに思い浮かべた心象が、関玲の娘むすめ、すなわち晄の母だったのである。


「右目の色も変えられたら、今頃は鬼き方ほう人に変化して、関玲様の間かん諜ちようとして戦いくさに出られたのでしょうが……」


　紫央は紫色の右目に青銅の眼帯を着けた。変化と治癒を得意とする雍和は、戦に利用されることが多いという。けれど、紫央は生まれつき右目が紫で、そこだけは色を変えられない。


「右目、紫でよかったじゃん。俺、紫央に戦に行ってほしくないもん」


　馮ひよう夷い城の孤こ児じ集団の頭目、楊は言った。


　陽よう甲こう王の十七祀し、二月。殷いんは北方の敵国、鬼方との戦の最中にあった。


　最前線の黄河では、凍こおった黄河の氷上で今も激しい戦せん闘とうが繰くり広げられているが、晄と佟韋は王都の北東に位置する、この馮夷城の警護を命ぜられていた。鬼方が黄河南岸に上陸すれば、馮夷城に陣じんを構えることが予想され、鬼方に味方する諸しよ侯こうが攻せめて来る恐おそれがあった。


　しかし、今のところ馮夷城周辺は戦火にさらされず、晄と佟韋は、城に住む孤児たちの「変化あて遊び」につきあっているのだった。


「さ、じゃあ次の問題いくよ。さて、本物の鳳ほうはどれでしょう」


　楊は一度下ろした幕をまくった。


　そこへ、「晄はいるか？」という声がして、晄たちは振り返った。慌あわただしげに部屋へ入ってきたのは、甲かつ冑ちゆうを着けたままの楓ふう牙がと累るい焰えんだった。二人とも入って来た時は厳しい表情だったが、奥の小部屋を見た途と端たん、啞あ然ぜんとした顔になる。


　そこには、撥はつ剌らつとした美少年が三人いた。三人とも淡あわい黄色の衣に、紅くれないの帯を締しめ、帯と同じ色の巾きんで髪かみをくくっている。二人は顔も背せ丈たけも体つきもそっくりだったが、一人は、顔も体格もぽちゃっとしていて、背丈も他ほかの二人の腰こしまでしかない。


　小さい鳳の愛らしさに、楓牙は噴ふき出しかけ、「何なんだ？」と晄に視線を移した。


「あ、あの……」


　晄は口ごもった。最前線からやって来た楓牙に、遊んでいたとは言いにくい。


「妖の変化を当てる練習してるんだ。敵が妖の間諜を寄こした時に、見破れないと困るだろ」


　しかし、楊は平然としたものである。


「ふむ──」
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　楓牙はそっくりの二人にじっと目を凝らす。


「そこに紫央がいるということは、二人のうち一人は煒い白はくの変化なのか」


『ふたりじゃないよー。さんにんだよー』


　ぽっちゃり型の鳳が言った。


「左が煒白殿、真ん中の鳳殿が本物でございましょう。陽の気の量が異なりまする」


　目を細めて二人を見比べ、累焰が答えた。


『気の量までは真ま似ねできない』


　左の鳳が蓬ほう髪はつに黒い肌はだの偉い丈じよう夫ふの姿になり、「すげー、あたった」と、子どもたちが感かん嘆たんの声を上げる。


『ぼくはだーれだ』


　ぽっちゃり型の鳳が、自分を指差した。


「はいはい、えーと、君はチャウかな？」


　晄は笑いながら小さい鳳を抱き上げる。


『あたりー、どーしてわかったの？』


　ポンと、鼓つづみを叩たたくような音とともに、その鳳は子犬の姿になった。


「わかるも何も、人に化けてもチャウはチャウだよなー」


　子どもたちは、チャウを囲んではやし立てた。


「妖の変化か──。もしかすると章しよう玄げんの手先が、主上の側近になりすまして、主上をそそのかしたのかもしれない」


　楓牙は思案げに呟つぶやいた。


「どういうこと？」


「晄、すぐに陝邑へ帰れ」


「は？　いきなりなんなの」


「主上が、晄、お前に盤ばん龍りゆう城を救きゆう援えんするよう、王命を下したのだ」


「何ですって──？」


　声を上げたのは、佟韋だった。紫央を含ふくめた四人の妖にも微かすかな動どう揺ようが走る。


「盤龍城？　それってどこ？」


　晄は目を瞬またたいた。








「盤龍城は、遥はるか南、荊けい州しゆうの黄こう国こくにある」


　子どもたちを外へ遊びに行かせると、楓牙は硬い声で言った。


「じゃ、長江の──」


　晄は息を呑のんだ。荊州は長江の中流域一帯を指すからだ。長江に棲すむ水すい妖ようは、すべて共工の傘さん下かにある。特に鳴めい蛇だは、炎えん招しよう戈かの使い手に従った汪李を憎にくんでいた。


「なんでまた急に、王様は俺をそこに行かせようなんて──」


「盤龍城は、銅資源の開発と確保のために置いた南方の拠きよ点てんであると同時に、南なん人じんに対する防衛の要かなめなのだ。最近では王都同様、諸侯の謀む反ほんの動きがあり、再三にわたり盤龍城から援えん軍ぐんの要よう請せいが来ていたのだが──」


　心を病やんだ陽甲王は、政まつりごとを顧かえりみなくなった。ただ寵ちよう姫き梓し羅ら々らを喜ばせることだけに関心を寄せ、諸侯に重税を課し、諫かん言げんする者を容よう赦しやなく罰ばつした。耐たえかねた諸侯が叛乱を起こし、鬼方はその隙すきをついて王都を攻めてきたのである。鬼方との戦を知って、反旗を翻ひるがえす諸侯の数は一層増えた。南方でも不ふ穏おんな空気が流れていることは晄も聞いている。


「おかしいですね」


　佟韋は眉まゆ根ねを寄せた。


「今、南方の城を一つ守ったところで、現在の殷の国力では、荊州はいずれ南人の手に落ちます。冀き州しゆうはすでに鬼方に取られてしまいましたし、黄河の氷が溶とける前に鬼方を引かせることができなければ、殷は、袞えん州しゆう、青せい州しゆうまでも失うことになります。そうなれば、周しゆうが東進を始めるでしょう。南方に関かかわっている場合ではないでしょうに──」


「すごいね──。佟韋には、国の全体が見えているんだ」


　晄は素す直なおに感嘆した。さすがに大国の周や召しようと渡わたり合って、桃とう林りんを守り抜ぬいてきただけのことはある。


「晏あん仲ちゆう殿どのも貞てい人じんも反対したそうだ。しかし、主上は、何としても盤龍城を死守したいと仰おつしやり、晄ならば汪李に乗って千里の道のりも一日で飛んで行けると押し切ったそうだ」


「ああ、それで章玄の手先の妖が、側近になりすましているかもしれないって……」


　陽甲王や宰さい相しようの晏仲、大だい史し令れい利り條じようをはじめとする側近たちは、晄が水妖の王を従えたことを知っている。しかし、陽甲は政どころかこの戦にも興味を示していない。誰だれかが、晄を盤龍城へ行かせるよう、陽甲に吹ふき込んだに違ちがいない。


「主上の身に危険が及およばねばよいが」


　楓牙は唇くちびるを嚙かむ。どれほど暗君であろうと、楓牙にとって陽甲は大切な兄だった。


「でも、楓牙王子、王命に逆らって陝邑に帰ってしまっていいのですか？」


　佟韋は尋たずねた。通常、王命に逆らえば謀反人として罰せられてしまう。


「この件はまだ公おおやけにされていない。明日、王使が王命を持って来る前に、病でも装よそおって陝邑へ帰ってしまえば、大問題にはなるまい。問題視されたところで、水妖の王を従えているお前に、誰も討とう伐ばつ軍を差し向けたりはせぬ」


　楓牙は言った。


「でも──」


　晄は楓牙と佟韋を交こう互ごに見た。


「佟韋、お前も桃林へ帰っても構わぬぞ。王都がこのような有様では、西方の国々の動静が案ぜらせるであろう」


「いいえ。僕は王都に留とどまって、陽甲王の病を治す手立てを探さぐるつもりです。国が荒あれるのも、鬼方との戦も、もともとは王の病が原因ですから。もしも王の側近に章玄の手先が紛まぎれ込んでいるのなら、なおさらのこと、その者を探す手伝いをしたいと思います」


　佟韋は頭かぶりを振ふった。華山の神、西岳大帝に仕える巫ふ術じゆつ師しである佟韋は、共工の核かくが陽甲の体内に潜ひそんでいることも、陽甲の寵姫梓羅々が妖あやかしであることにも気づいていた。利條や累焰との約束で、それを楓牙や晄には告げていないが、彼は晄のために、陽甲から共工の核を祓はらいたかった。


「でも、俺が陝邑へ帰っちゃったら……」


　晄は言いよどむ。


「章玄との決着をつけたいという気持ちはわかりますが、盤龍城へ行けば、叛乱軍や南人とも戦うことになるでしょう。鬼方戦での参さん謀ぼうを務める楓牙王子は、王都を離はなれることができませんし、あなた一人では数多あまたの妖や人間を相手に戦うのは無理です。まずは陽甲王の病を治すか、または退位していただくかして、この戦いくさを終わらせることが先です。章玄との決着は、いずれ水妖の王に有利な黄河沿いでつけましょう」


　佟韋は、静せい謐ひつな眼めで晄を見つめる。


「そうじゃなくて……。それって、南方で叛乱が起きても、盤龍城は見捨てるってこと？」


「やむを得まい。南方の銅が入って来なくなるのは痛いが、佟韋が言ったように、今は盤龍城に関わっている場合ではない」


　楓牙はうなずいた。


「うん……」


　そう返事はしたものの、晄は納なつ得とくできない。


「盤龍城の兵や、周辺に住む民たみのことを案じているのか？」


　そんな晄の様子を見て取り、楓牙は晄の頭をくしゃっと撫なでた。


「盤龍城の兵が無む抵てい抗こうで降こう伏ふくしてくれればいいけど……。どっちにしたって、兵は捕ほ虜りよになるよね。南人は、兵や民の安全を保障してくれるのかな？　ってか、見捨てるってのが何だかね……」


　晄はうつむいた。


「晄。やはり私は、お前に王になってもらいたい」


　楓牙は微笑ほほえんだ。佟韋や紫央も、穏おだやかに笑えんで晄を見ている。


「急にどうしたの？」


　陽甲の退位を望む者が増え始めていた折、王位第一継けい承しよう者だった陽甲王のすぐ下の弟、齊さい牙がが亡なくなった。鬼方との戦で、王位継承問題は棚たな上あげされているが、殷の最大勢力である董とう氏は聡そう牙が、脩しゆう牙がのどちらを王に据すえるかでもめている。水面下では偃えん氏が、勢力回復を狙ねらって、楓牙を王位に就つかせたいと動いていた。そんな中、晄が先代の南なん庚こう王の子であることが明らかになり、晄は楓牙や紫央に、いずれ王になることを望まれていた。


「何度も言ってるけど、俺にはそんな力はないよ。俺と章玄や炅けいの戦いに、民を巻き込むわけにはいかないし──。俺は、楓牙に王になってほしい。楓牙ならきっとうまく殷を治めてくれるもの」


「うまく治める──。私の力はその程度だ。邑ゆうの領主もしくは、参謀としてならうまくやれる。だが、それだけでは私の望む国は作れない。私の望みを叶かなえてくれるのはお前だけだ」


「そんなこと……」


　晄には、楓牙の言う意味が未いまだによくわからない。


「だから、お前には何としても生き延びてもらわなくてはならない。盤龍城の領主、風ふう士し烈れつは黄国の出自ゆえ面識はないが、なかなかの切れ者だと聞く。晄が行かなくても、その者が兵や民の安全を取り計らってくれるだろう。晄、王命を承うけたまわるな。盤龍城へ行ってはならぬ」


　その時、入り口でガタンとけたたましい音がして晄たちは振り返った。見ると、舜しゆんが食材の入った籠かごを手に、蒼そう白はくな顔で立ちすくんでいる。


「ちょっと、お兄ちゃん。急に止まんないでよ。觥さかずきが落ちちゃったじゃない」


　舜の後ろで、彼の背中にぶつかったと思われる莉り由ゆうが、落ちた觥を拾って盆ぼんに戻もどす。


「盤龍城……？」


　しかし、舜の耳には莉由の言葉が届いていないようだった。








「そうですか。晄ちゃんに盤龍城へ行けと……」


　差し入れの夕ゆう餉げを囲みながら、楓牙から王命の件を聞くと、舜はそう呟いたきり黙だまり込んでしまった。


「晄には、陝邑へ帰るように言ったが、舜、どうしたのだ？」


　楓牙は、訝いぶかしげに舜の顔をのぞき込む。


「舜しゆん兄にい、いつもならここで、行っちゃだめです！　とか言って、目を吊つり上げて怒おこるのに」


「そうね。その前に、戦をほっぽってここで何してるんです？　とか、王子の分の食事はありませんよとか、一言二言、王子に毒づくわよね」


　晄と莉由も顔を見合わせた。佟韋や妖三人と一いつ匹ぴき、紫央も夕餉の手を止めて、舜に視線を注ぐ。


「……章玄に先手を打たれてしまいましたね。僕の失態です……」


　彼らの内ない緒しよ話ばなしには気づかなかったらしく、やがて舜は、暗い顔で口を開いた。


「どういうことだ？」


　楓牙は身を乗り出した。累焰も眉根を寄せる。


「これは紫央さんにも、お知らせしておかなくてはなりませんね」


　いきなり名指しされて、「は？」と、紫央は目を瞬またたいた。


「もっと、早くに手を打てばよかったと思います。…………晄ちゃん、実はね……」


　舜は一度深い吐と息いきをつき、辛つらそうに晄を見つめた。


「盤龍城近くに、晄ちゃんの実のお母さんが住んでいるんです」


「え──？」


　晄や楓牙、紫央ばかりでなく、莉由も佟韋も妖たちも愕がく然ぜんと目を見開いた。チャウだけが怪け訝げんな様子で首を傾かしげている。


「……舜兄……今、何て……？」


　晄は声を震ふるわせた。


「晄ちゃんの実のお母さん、先代の王、南庚様のお妃きさきである嬉杏玲様が、盤龍湖のほとりに住んでいるんですよ」


「実の母さん…………？」


　口の中がからからに渇かわき、その言葉は声にならなかった。心臓の音がやけにうるさくこめかみに響ひびき、背中から頭がカッと熱くなってくる。


「生きておられたのか……」


　楓牙は呆ぼう然ぜんとして言った。紫央は言葉もなく、ただ目を瞠みはっている。


　王が死ねば、妃は殉じゆんじるのが殷の定めだ。南庚の葬そう礼れいの際、杏玲は殉葬されたとも、それは替かえ玉だったとも噂うわさされたが、たとえ、殉じなかったとしても、あの王位争いの渦か中ちゆうにあって、生き延びることは不可能だと思われていた。


「朝礼の前日、河伯の使いだというお爺じいさんが、僕にそう教えてくれました。晄ちゃんも何度か会ってますよね、あの人、先代の大史令、隗かい昭しよう明めい様だったんです。……晄ちゃんが自分の身の上を知った時に、打ち明けるべきでしたが……」


　直後に齊牙が亡くなり、鬼方との戦が始まってしまって、話す機会を逸いつしたのだという。


『そういや、泰たい山ざんへ晄の両親のこと聞きに行った時、東とう岳がく大たい帝ていは、杏玲はまだ現世にいるとか言ってたな』


　鳳は汪李や煒白と顔を見合わせた。けれどその時の晄が、自分は誰だれの子なのか確かめるだけで精せい一いつ杯ぱいだったので、鳳たちも杏玲の消息を言げん及きゆうしなかったのだ。


「晄ちゃんに王命が下ったのは、間ま違ちがいなく章玄の差し金です。章玄は、杏玲様を人ひと質じちに使うつもりなのでしょう」


　舜は言った。


「急いで、盤龍城に行かなきゃ──。こうしてる間に、杏玲様があの虎とら男おとこに捕つかまっちゃうかもしれないわ」


　莉由は慌あわてて食器を片づけ始め、『まって～』とチャウは急いで皿の粥かゆを舐なめる。


「焦あせるな、動くのは晄が正式に王命を受け取ってからだ。今は、杏玲殿の存命を知らぬふりをしていた方がいい」


　すでに楓牙は冷静さを取り戻していた。


「章玄は千里眼の占せん術じゆつ師しにございます。こちらが行動を起こせば、章玄はそれに気づいて、わたくしたちの目の届かない場所に杏玲様を移してしまうでしょう」


　累焰もうなずく。


「では、僕はついて行かない方がいいですね。一いつ緒しよに行ってあげたいけど、陽甲王の病を祓いたいと思っている僕が、急に晄に同行したら不自然ですものね……」


　佟韋はひどく心配そうだった。


「それなら、私を連れて行ってください。私が陝邑侯こうに従ったことは、炅けいが見ていますから、私がついて行っても不自然じゃありません」


　紫央が身を乗り出した。


「助かります。治ち癒ゆの力を持つ紫央さんが来てくれれば心強い。万一、お妃様や晄ちゃんが怪け我がしても──」


　舜は、晄に視線を移す。晄は椀わんと匙さじを握にぎったまま、まだ呆然としていた。


『晄？』


　汪李が呼びかけたが、晄には、彼の声が聞こえていなかった。


（俺の、本当の母さんが……盤龍湖のほとりにいる……）


　晄が生まれたことで、氏族間の勢力争いに拍はく車しやがかかり、父南庚王は、晄を立太子しようとして呪じゆ殺さつされたという。晄と杏玲も殺されかかったが、先代の大だい史し令れい隗昭明が晄と杏玲を王城から逃にがし、晄は黄河に流された。受け取ったのが、当時杏玲の生家に仕えていた尭である。


　尭とその妻も晄が十歳の時に呪殺されたが、晄はずっとその二人を実の父母だと思っていた。真実を知ったのは先月、正月の朝礼の直後のことである。


　亡くなった父母が実の両親ではないと知った時の衝しよう撃げきは、まだ晄の心に深い傷を残していた。その時のことを思い出すと、今でも辛くなる。二人が自分の本当の親ではないと知っても、二人が大切な父母であることに変わりはない。父と母と、舜と莉由とともに過ごした幼い日々の思い出は、晄の宝物だ。けれど──。


（会いたい……）


　身を焦こがすほどの熱い思いに、晄は苛さいなまれていた。








「だからって、添そい寝ねも子こ守もり歌うたも要いらないから──」


　晄は、夜具の上に起き上がった。しかし、その肩かたに汪李が手をかけて、


『でも、眠ねむっておかなければ保もたぬぞ』


　と、半ば強ごう引いんに晄を押し倒たおす。


　深夜、馮夷城の一室である。他ほかの兵は馮夷城前に設けられた天幕で宿営しているのだが、晄と佟韋は、子どもたちと一緒に寝起きしていた。佟韋も子どもたちもすでに規則正しい寝息を立てていたが、晄は目が冴さえてなかなか眠れず、見かねた妖あやかしたちが晄を囲んで、無む理り矢や理り寝かしつけようとしているのだった。


『明日には王使が来る上、出立の準備もしなければならぬ。日暮れと同時にここを発たっても、お前たちを振ふり落とさぬ程度の速度で飛ぶなら、盤龍城へ着くのは夜明け近くになる』


『明日は徹てつ夜や。だから、早く寝なければならない』


　煒白は、赤子にするように、晄の腹をポンポンと叩たたいた。


「子ども扱あつかいしないでよ。俺、もうすぐ十七になるんだよ」


　晄はふくれっ面つらをしたが、


『私にとっては、生まれたても同然』


『ぼくのほうが、こーくんよりもとしうえ～』


　と、齢よわい数千年の妖は、人間の発達段階を考こう慮りよしない。


『寝ないと育ちませんよ。わたしも鳳も、この世に人間が満ちる以前に生まれましたが、まだ成鳥になれないのは、昼も夜も起きているからかもしれません』


　鸞らんにまで言われ、晄は仕方なく目をつむる。しかし眠気は一向にやってこない。


『急に母親が心配になったのか？　今までそのようなこと、一言も口にしなかったが』


　汪李が尋たずねた。


「東岳大帝が、俺の産みの母さんが生きてるって言ったの、俺、ちゃんと聞いてなかったみたいなんだ。舜兄から盤龍湖の近くに住んでるって聞いて、びっくりした……」


　晄は、薄うす目めを開けて溜ため息をつく。


「もの凄すごく会いたい……。章玄や炅が人質に使うかもしれないとか思うと、心配で、本当は今すぐにでも行きたい」


『しらないひとなのに、あいたいの？　おかあさんて、そーゆーもの？』


　濡ぬれると殖ふえる息そく壌じようには、親子や兄弟の間に生じる感情が今ひとつ理解できないらしい。


「そりゃあね。捨てられたんなら、こんなふうに思わなかったかもしれないけど」


　晄は目を開け、肩の辺りで丸まっているチャウの頭を撫なでた。


「でも、産んでくれた母さんは、俺を生かすために黄河へ流したんだもの。俺は生きてるよって知らせたいし……。とにかく会いたい。無事かどうか確かめたい」


『黄河沿いの街であれば、すぐにでも我が眷けん族ぞくに探さぐらせるのだがな』


　汪李は闇やみを透すかして南の方角を見つめた。


「明日、小こ化か蛇だは連れて行かないの？」


『いや、念のため連れて行く。杏玲を見つける前に水すい妖よう同士の戦いになってはかなわぬゆえ、長江へは降りずに霍かく山ざんあたりで待機させておくがな』


　その声こわ音ねには苦いものが微かすかに含ふくまれている。


「ごめん……。俺、母さんに会うこととか、章玄との決着をつけることばっかり考えていて、汪李のこと、ちゃんと考えてなかった……。盤龍城へ行ったら、真っ先に狙ねらわれるのは汪李なのに……」


『案ずるな、雑魚ざこ相手に後おくれはとらぬ』


　汪李の口元は軽い笑えみを浮うかべていたが、晄は、彼の黄こ金がね色いろの目に走った翳かげりを見み逃のがさなかった。


「もしかして汪李、長江に行きたくない？」


　彼が鳴めい蛇だを恐おそれるとは思えないが、一応、そう聞いてみた。


『我のことはいい。お前の決めたことに、我は従う』


「でも……」


『いいから早く寝ろ。どうしても眠れぬというのなら、鸞に言って術で眠らせてもらうぞ』


「わ、わかった、寝るってば」


　晄は上うわ掛がけを頭まで被かぶった。その拍ひよう子しにチャウが『あれれ～』と夜具から転げ落ちる。


（汪李、本当に大だい丈じよう夫ぶかな……）


　上掛けの中で、晄は汪李の息づかいを聴きいていた。微かにささくれだっている。


　化蛇は、汪李以外はみな小さいが、鳴蛇はほとんどが汪李と同じぐらいの大きさがある上、汪李の喚よぶ雷らい雲うんを消す力がある。強敵であることには違ちがいない。けれど、それだけではないような気がする。


（汪李は、鳴蛇と戦いたくないのかもしれない）


　鳴蛇は化蛇と近きん縁えんの種族で、以前は、九州全土の河か川せんに、化蛇と鳴蛇は共存していたという。女じよ媧かの御み代よ、水神共工が叛はん乱らんを起こすと、ほとんどの水神や水妖は、共工に従った。しかし、汪李は、禹王と共工の戦いくさの時に炎えん招しよう戈かの使い手に従うよう命ぜられ、以来鳴蛇とは敵同士になったと聞いている。


　かつて、同じ河川でともに暮らした水妖と戦うのは辛つらいだろう。


（汪李と鳴蛇が戦わずに済めばいいけど……、そう簡単にはいかないよな）


　章玄の手が実母に伸のびている。もしかすると、すでに捕とらわれてしまったかもしれない。そのことを考えると、腹の底がチリチリと熱く、眠気がやって来るまでにはかなりの時間がかかった。





『ようやく眠ったようだ』


　煒白は、晄の腹を叩く手を止めた。チャウもいつの間にか小さないびきをかいている。


『いいのですか？』


　晄の枕まくら元もとに端たん座ざしていた鸞が、おもむろに汪李に向き直った。


『何がだ？』


　腕うでを枕まくらにして寝そべったまま、汪李は鸞を見上げた。


『盤龍城へ──、長江を住み処かとする妖たちの所へ行くことです』


　崑こん崙ろんで生まれ育ち、神々の戦を目まの当たりにしている鸞は、水妖や水神の間に生じた軋あつ轢れきを知っている。


『何を今さら──』


　汪李はフンと鼻で笑った。


『私が巨きよ大だいな馬に変へん化げして、盤龍城まで皆みなを乗せて行ってもいい』


　煒白が起き上がった。


『そんな姿で地上を走って、誰だれぞに見られでもしたらなんとする。第一、我は晄のそばを離はなれる気はない』


『共工はまだ蘇よみがえらない。汪李がそばにいなくても──』


『鳴蛇は空を飛ぶのだぞ。お前たちでは晄を守りきれぬであろう』


　言いかける煒白を遮さえぎり、汪李の黄金色の瞳ひとみが、煒白と鸞を睨ねめ付けた。二人は言葉を失い、顔を見合わせる。


　ふと、晄が身じろぎした。


「……母さん」


　閉じたままの瞼まぶたから、一筋の涙なみだが溢あふれ出る。夢見ているのは、亡なくなった育ての母か、それとも盤龍湖のほとりにいるという実の母なのか──。


　汪李はしばらく晄の寝顔を見守っていたが、


『行かねばならぬ……』


　やがて、硬かたい声でそう呟つぶやいた。
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　杏玲は、銅鏡に向かって座していた。彼女の髪かみを茜が結ゆい上げる。今までは、水を入れた鑑かんの前でそれを行っていたが、数日前、鑑はひび割れてしまった。


「呪じゆ具ぐというものは、ひびが入っても力を保っていられるものでございましょうかねぇ」


　主あるじの髪に簪かんざしを挿さしながら茜は言った。


「さあ、どうでしょう」


　杏玲は、銅鏡越ごしに、自分の背後に置いてある鑑に目をやる。鑑は以前と同じ場所に置かれ、白布がかけられている。


「何だか里へ下りるのは不安でございますよ。何もなければよろしいのですが」


　王都を出た時にいくらかの財を携たずさえて来たが、それに頼たよってばかりもいられないので、杏玲と茜は、布を織って生計を立てていた。普ふ段だん、周辺の雑木林で山菜を摘つむ以外、ほとんど庵いおりから出ない二人だが、今日は織った布を里へ届けに行かなければならない。


「怯おびえていてもどうにもなりません。あの後、特に何も起こりませんでしたから、きっと大丈夫でしょう」


　杏玲は唇くちびるを引き結び、織り上げたばかりの布を手にして立ち上がった。


　庵を出ると、盤龍湖を囲む雑木林が、満開の梅の花でほの白く煙けぶって見えた。


　梅の香かが漂ただよう丘おかの小こ径みちを、杏玲は茜とともに湖に向かって下りて行く。


「ここは、春の訪おとずれが早はようございますね。黄河は、まだ氷も溶とけておりませんでしょうに」


　茜が、小径に張り出した梅の枝を見上げた。


「そうね……。わたくしも、毎年、梅が咲さく度たびにそう思うわ」


　懐なつかしむような茜の口調に、杏玲も頭上を見上げてうなずいた。黄河にあの子を流したのも、梅の季節だった。


　もうすぐ十七年目の春が巡めぐってくる。


（大きくなったでしょうね……。もうわたくしの背を越こしたかしら）


　無事に生き延びていると信じ、杏玲は手放した我が子の齢を数える。


　今いま頃ごろ、どこでどのような暮らしをしているのか、顔は、姿は──。


　胸に迫せまる切なさを嚙かみしめ、杏玲は遥はるか北、黄河の方角に思いを馳はせる。


「杏玲様、あそこに人が──」


　茜がそう言って前方を指差したのは、湖こ畔はん沿いの土手へ出た時だった。


　見ると、土手下の梅の根元に、一人の少年が横たわっている。


「行き倒だおれでございましょうか」


　茜は、小走りに少年に近寄った。杏玲も衣ころもの裾すそをたくし上げて茜の後に続く。


　少年は、麻あさの布ほ衣いに羊の裘かわごろもという庶しよ人じんの身なりをしていた。旅の途と中ちゆうらしく、大おお振ぶりの布包みを肩かたにかけている。歳は十六、七ぐらいだろうか、背は杏玲と同じぐらいありそうだが、体の線はしなやかで、手足も細い。鼻筋は細く、頰ほおの線も少年らしい丸みを帯びていた。


「もし──」


　茜は少年の傍かたわらにかがみ込んで、恐る恐る声をかけた。固く閉じていた少年の瞼が、ピクリと動く。


「生きておられます！」


　ホッとした茜は、「大丈夫ですか、もしもし、起きられませ」と、少年の肩に手をかけて揺ゆり動かした。


　少年の目がゆっくりと開いた。


「どうなさいました？　大丈夫ですか？」


　杏玲も、少年の顔をのぞき込む。少年の目が焦しよう点てんを結び、杏玲を捉とらえた。眦まなじりの吊つり上がった、妙みように冷えた目だった。杏玲はその目に禍まが々まがしさを感じて怯ひるんだが、そんな第一印象は一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。


「……母さん……？」


　少年が、ゆるゆると手を伸ばしたのだ。


　杏玲の目に、小こ舟ぶねに乗せた赤子の姿が映る。あの子も、こうやって手を伸ばした。抱かれたいと、離れたくないと泣いて──。


　杏玲は思わずその手を取り、その冷たさに仰ぎよう天てんした。


「この子、凍こごえているわ。茜、手を貸して。庵へ運びましょう」


　杏玲は少年を急いで抱だき起こした。








「すみません……。御ご迷めい惑わくをかけます」


　夜具に横たわり、少年は弱々しい声で言った。


「いいのですよ。女の二人暮らしですもの、気き兼がねはいりません」


　少年の傍らに座し、杏玲は言った。


「見れば旅の途中のようですが、どちらからおいでになったの？」


「青州から……」


「青州！　ま、それじゃ──いえ、あの、黄河下流の街から来たんですか!?」


　囲い炉ろ裏りで粥かゆを温めていた茜が、頓とん狂きような声を上げた。杏玲の生家、嬉氏の所領も青州にある。茜は懐かしさに思わずそれを言いかけたのだが、むやみに人に知らせてはならないことだった。


「お前様、一人旅ですか？　青州からなんでまた、はるばるこんな所まで？」


　茜は興きよう味み津しん々しんといった様子で、囲い炉ろ裏り端ばたから声をかける。


「母を捜さがしに……。育ての親が亡くなって、いまわの際きわに、盤龍湖のほとりに実の母が住んでいると……」


「まあ──」


　杏玲は衣の袂たもとで、口を覆おおった。


「名前もわからないし、見つかるわけないんですが……。でも、他ほかに行く当てもないし……」


　少年は寂さびしげに言った。


「お気の毒に……。何か他に手がかりは？」


　茜は尋たずねた。


「特に何も……」


　少年は頭かぶりを振ふった。


「僕を包んでいたおくるみは上等なものだったそうですが、名前も記されず……。乗っていた小舟にも、持ち主を示すような手がかりはなかったそうです」


「小舟？」


「僕は、小舟に乗せられて黄河を流れて来たところを、青州で拾われたんです」


「黄河を流れて、青州で……」


　杏玲の心臓がドクンと大きく鳴った。


「あの、あなた……、お歳は？」


　杏玲は膝ひざを乗り出した。


「多分、十七になると思います。養父は、十七年前の春に僕を拾って、その時の僕はまだ頸くびが据すわっていなかったと言ってましたから」


（もしや、この子は、庚では……）


　杏玲は高鳴る胸を押さえた。


「あなたを拾ったのは、どなた……？」


　黄河に流した我が子は、嬉氏に仕えていた呪具作り、尭に届くはずだった。


「占せん術じゆつを生業なりわいとしている老ろう爺やです」


　しかし、少年はそう答え、杏玲は肩を落とす。つい、この少年が庚ではないかと期待したが、考えてみればそんな偶ぐう然ぜんがあるはずはない。第一、自分が盤龍湖に逃のがれたことは、父の関玲にも尭にも知らせていない。自分たちに盤龍湖に隠かくれ住むように指示したのは大だい史し令れい隗昭明だが、その彼も、あの夜に黄河に身を投じて、河伯の供く物もつとなっている。


「あら、でも、お前様は黄河に流されたというのに、なぜ母はは御ごが盤龍湖にいるとわかったんです？」


　茜が温めた粥を運んで来た。


「養父が占うらなってくれました。でも、実母は呪じゆ術じゆつで護まもられているらしく、詳くわしいことはわからなかったんです」


　杏玲と茜は顔を見合わせた。自分たちも呪術で護られている。尭の作った護りの珮はいや簪かんざしを常に身につけ、庵の四方にも鉞まさかりや剣けんなどの呪具を配している。鑑かんは壊こわれてしまったが──。


「と、とにかく召めし上がれ。食べれば元気も出ましょう」


　気を取り直し、茜は少年の前に膳ぜんを置いた。


「ありがとうございます」


　少年は身を起こし、「これは？」と珍めずらしげに椀わんの中に目を落とす。


「米のお粥ですよ。米が初めてということは、お前様、こっちには着いたばかりなんですね」


　茜は言った。黄河沿いでは米は穫とれない。粟あわや黍きびが主食だ。


「……おいしい」


　彼は匙さじで粥をすくって口に運び、そこで初めて笑えみを見せた。少年らしい無む邪じや気きな笑顔だ。最初に感じた禍々しさは、気のせいだったかもしれない。


　うつむき加減で粥をすする少年を、杏玲はじっと見つめる。


（盤龍湖の畔ほとりに住み、呪術で護られている者が、わたくし以外にもいるのでしょうか……）


　杏玲は、この少年が庚だという期待を捨てきれない。


（黄河に流した後、尭のもとに届く前に、占術師の老爺に拾われたのでは……。いいえ、そんな馬ば鹿かな──。あの昭明が、命と引き替かえに術を施ほどこしたのですもの。あの子は、尭が受け取ったはず……。でも……）
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　杏玲は思い惑まどう。


「ごちそうさまでした。米も初めてだけど、お腹なかいっぱい食べたのも生まれて初めてだ……」


　匙を置いた少年は、ぽつりとそう言った。


（いったい、これまでどんな暮らしを……）


　杏玲の胸がギュッと痛む。


「行く当てがないのでしたら、しばらくここにいてかまわないのですよ」


　思わず言葉が口をついて出た。


「いいんですか？」


　少年は、目を瞠みはった。


「杏玲様──」


　茜が、咎とがめるような視線を杏玲に送る。自分たちの身の上を知られるわけにはいかないと、この地へ来てから、極力人との交わりを避さけてきたのだ。


　けれど杏玲には、我が子かもしれないこの憐あわれな少年を放ほうってはおけなかった。


「このように弱っていては、お母様を捜すことも、仕事に就つくこともできませんでしょう」


「まあ、そうですけど……」


　茜も渋しぶ々しぶといった様子で承知した。


「ありがとうございます。助かります」


　少年は目を潤うるませる。


「そうと決まれば、茜、里へ参りましょう。この子の着る物を購あがなわなければ──」


「はいはい。食材も買い足さなければなりませんものね。ああ、急がなければ。日暮れまでに戻もどれなくなってしまいます」


　杏玲と茜は、里へ届ける予定だった布を抱かかえ、慌あわただしげに立ち上がる。


「そう言えば、まだ名前を訊きいていなかったわ。わたくしは杏玲。こちらは茜。あなたは？」


　戸口を出かかった杏玲は、ふと思いついて振り返った。


「僕は、炅といいます。本当の名はわかりませんが、養父がそうつけてくれました」


「では、炅さん。ゆっくり休んでいるのですよ。すぐに戻って参りますからね」


　杏玲は、慈いつくしむような笑みを投げかける。


「はい──。お心こころ遣づかい、ありがとうございます」


　炅は深々と叩こう頭とうした。


　杏玲は茜を伴ともなって部屋を出た。だからその時、炅の唇くちびるの端はしがニッと吊つり上がり、その目に禍まが々まがしい光が点ともっていたことに、二人とも気づかなかった。




　二　戦神の遺物







「すごい数の湖だね」


　汪李のたてがみを握にぎり、晄は身を乗り出して地上を見下ろした。


　眼下には、広大な平野が黒々と広がっていた。昇のぼったばかりの月が、平野の中を縦じゆう横おう無む尽じんに走る川や、窪くぼ地ちに点在する無数の湖をおぼろに照らす。


『以前とは、湖の数や形が異なるような気がする』


　翼つばさを広げ、北風に身を任せたまま、汪李は遥はるかな地平を見はるかす。曖昧な記憶を掘り起こしてみても黄河の南、淮わい水すいの下流は、汪李の知っている地形ではなかった。


『汪李が眠ねむっている間に、何度も黄河が溢あふれたからだろう』


　煒白は言った。彼は、小さな駮はくの姿で汪李の首の辺りに乗っている。煒白が言うには、黄河が氾はん濫らんする度たびに、淮水が黄河に呑のまれ、洪こう水ずいが収まっても黄河の方が高いために、行き場を失った水が湖になるのだそうだ。


「共工が天を支える不ふ周しゆう山ざんにぶつかった時に、大地も傾かたむいて東南が低くなったといいますが、こうして上から見るとなるほどと思いますね」


　莉由を支えながら地上を見下ろし、舜は感かん慨がい深ぶかげに言った。


『……何もかも、あの時から始まったのです』


　ひよこ姿で晄の頭に留まっている鸞が、遠い目をして呟つぶやく。


　木もく徳とくの神、女媧の後を継つぐのは火か徳とくの神しん農のうであることが決まっていた。しかし、水神共工は天界の覇は権けんを握ろうと女媧に戦いを挑いどんだ。共工は火神祝しゆく融ゆうと戦って敗れ、不周山にぶつかって天が裂さけた。煒白が天から墜おちたのはその時である。


「人間の王位争いもそうだけど、多くの命が犠ぎ牲せいになるのがわかってるのに、戦いくさを起こしてまで権力の頂点に立ちたいっていう気持ちが、あたしにはわからないのよ。それって、やっぱり男の発想なのかしら」


　莉由は首を傾げる。


「俺は男だけど、共工の気持ちはわからないよ。民たみに食べさせる粟がなくて、謀む反ほんを起こす領主の気持ちならわかるけど……」


　晄は、民が幸せに暮らせる世の中にしたいとは思うが、自分が王になりたいとは思わない。


『女媧様は、御自分がお創りになった人間に地上の支配を委ねようとしましたが、共工はそれが許せなかったようです。共工は、天も地も神が治め、人間も他の獣や妖と同じように、自然の理ことわりの中で生きるべきだと考えていましたから』


「確かに人間だけが特別扱いされるのは不公平かも……。でも、強いものが弱いものを支配する世界がいい世界とか、俺には思えない」


『女媧様や西王母様も、晄と同じことを仰っていましたよ』


　鸞は微笑んだ。


『そう言えば、最初に共工が叛はん乱らんを起こした時、数多あまたの水神や水すい妖ようは共工に従いましたが、化か蛇だの王は、戦に加わらなかったと聞きます。何か思うところがあったのですか？』


　鸞は、汪李に問いかける。


『別に──。面めん倒どうなことに関かかわりたくなかっただけだ』


　汪李はフンと鼻を鳴らす。苦く笑しようだったのか溜ため息だったのか、汪李自身にもわからない。


「汪李って、割に面めん倒どくさがりよね」


「でも、莉りー姉ねえが洗せん濯たく物ものを飛ばしちゃった時とか、頼たのめば渋々でも取りに行ってくれるでしょ」


　姉弟きようだいの会話を聞いて、「化蛇の王がそんなことを──」と、紫央は目を丸くする。


『うちでは、りーねーのほうが、おーりよりつよいー』


　チャウは子犬の姿で、汪李のたてがみにしがみついている。


『断ることすら面倒なのかも、で、炎えん招しよう戈かの使い手に従うことになったんじゃねーの？　と、鳳が言っています』


　言いにくそうに鸞が言った。


『お前たちな──』


　汪李は渋じゆう面めんを作ったが、反論するのも面倒だった。


（そうだ、面倒だったのだ。戦うことも、策を巡めぐらすことも──）


　汪李は記憶をたぐり寄せる。


　共工についた水妖たちは、化蛇の参戦を願ったが、最初の戦を汪李は傍ぼう観かんしていた。水妖最強といわれてはいたが、汪李は戦が嫌きらいだった。誰だれが天界を治めようと、どうでもよかった。


　今思えば、形だけでも共工の傘さん下かに入ればよかったのかもしれない。しかし、汪李にはそんな器用な立ち回りはできなかったし、当時はそんな気もなかった。河伯が女媧に与くみしていたことも、汪李が共工につかなかった理由の一つだ。汪李は、身を隠かくしてくれる黄河の濁だく流りゆうが気に入っていた。


（あの時、共工に従っていれば……）


　神農から地上の支配を譲ゆずり受けたのは黄帝だった。黄帝と共工が刃やいばを交えることはなかったが、彼が神となって崑崙に住まうようになると、共工は再び姿を現し、女媧や伏ふつ義きが祝福する人の世を脅おびやかした。憂うれえた黄帝は、共工をも滅ほろぼす強大な武器、炎招戈を作った。黄帝は、炎招戈を禹に授さずけると、汪李に禹に仕えるよう命じた。炎招戈が招く炎は人間が扱あつかうには危険すぎ、一度放たれれば、地上のすべてのものを焼き尽つくしてしまう。その炎を消せるのは化蛇の王しかいないと言われた。


　もちろん初めは、汪李は黄帝の命令など無視した。他ほかの水神水妖と戦うつもりはなかった。けれど、禹という男を知るにつれ、汪李は希望を抱いだいた。この男なら、共工を止めてくれるのではないかと──。


　結局、汪李は禹に従った。他の水妖が怒いかり、汪李を憎にくんだのは言うまでもない。


　汪李が共工に味方していれば、黄帝は炎招戈を作ることなど思いつかなかっただろう。


（禹や成せい湯とう、そして晄が、神々の戦に巻き込まれることもなかったのだ）


　汪李は苦い思いを嚙かみしめる。


　やがて、前方に円い湖が見えてきた。湖の形はやはり汪李が知っているものとは若じやつ干かん異なっていたが、湖の向こうの山に見覚えがあった。


（巣そう湖こか──）


　最後に共工と戦った場所である。


　その時、共工は夏かの桀けつ王に取り憑ついていた。禹とともに築いた夏王朝が、共工に乗っ取られたことに大した怒りは感じなかったが、禹が憐あわれだとは思った。


　炎招戈は、当時夏の諸しよ侯こうの一人だった成湯に授けられた。二度と人間には仕えぬと心に決めていた汪李だったが、結局成湯に忠誠を誓ちかった。世の安あん寧ねいを願い、果たせぬまま死んでいった禹の望みを、今度こそ叶かなえたいと思った。同時に、成湯という個人に惹ひかれたからだ。


　成湯は桀を討うつために挙兵し、崑崙からも数多くの戦神や妖あやかしが遣つかわされた。


　共工に取り憑かれた桀が、決戦の場に選んだのが、この巣湖と淮水の間に横たわる大平原、南なん巣そうだ。南巣の川や湖は、すべて長江に水を注ぐ。長江は共工に従った水妖の住み処かだった。


　この地で、汪李は数多くの水妖を滅ぼした。


（あのような戦をするために、炎招戈の使い手に従ったのではないのだがな）


　かつて、同じ河か川せんで泳いでいた妖たちを、汪李は滅ぼしたくなかった。自分が産まれたばかりの頃ころのように、すべての水が穏おだやかで、その内に棲すむ妖も自然の理の中で暮らせることを願っていたというのに──。


（戦うことを厭いとった罰ばつか……）


　汪李は自じ嘲ちようする。


　共工を鎮しずめたい、お前の戦いを終わらせてやりたい──。


　禹も成湯もそう言っていた。


　汪李もまた、神々の戦に巻き込まれた二人を解放してやりたかった。


　しかし、禹も成湯も、汪李も、それぞれの望みを果たせなかった。


　汪李は、黄こ金がね色いろの眼めだけを動かして、おのれの背に乗っている晄を見やる。


　禹も成湯も王になり、人の世の権力と名声とを得た。けれど、汪李には彼らの生しよう涯がいが幸福だったとは思えない。せめて晄には幸せな人の生を送らせてやりたい。


　そのために自分ができることは、戦うことだけだ。


　──我が眷けん族ぞくよ。


　汪李は顔を上げ、北西から飛来する銀ぎん鱗りんに呼びかけた。数千に及およぶ小化蛇が汪李を追って来ていた。この先は長江に棲む妖の領域だ。小化蛇を潜ひそませておかなくてはならない。


　──我が命ずるまで、霍かく山の北ほく麓ろくにて待機せよ。長江の水妖に決して気取られるな。だが、敵の水妖が、晄やその母親に災わざわいを及ぼすようであれば、我の命を待つ必要はない。そやつらを滅ぼせ。


　──我ガ王ノ意ノママニ。


　答える小化蛇たちの声こわ音ねには、僅わずかな躊ちゆう躇ちよと諦てい念ねんの響ひびきがあった。本音では長江の水妖と戦いたくはないのだ。


　汪李の胸に微かすかな痛みが走る。一族の孤こ立りつを招いたのは自分だ。


　小化蛇たちの気配が遠のいていった。霍山へ行く小化蛇たちとは反対に、汪李は巣湖の上空を通過して盤龍城へ向かう。


　眼下の湖こ沼しよう地帯では、水底の水妖たちがざわめき始めた。汪李の飛来に気づいたのだ。


　煒白や鸞に緊きん張ちようが走る。


『鳴めい蛇だがいる』


　煒白が巣湖を見下ろした。何百という青緑色の蛇へびが、湖底に身を横たえている。


　ぴりぴりと突つき刺ささるような憎ぞう悪おが汪李にも届いていたが、鳴蛇は動かず、ただ目だけがこちらを追っていた。


（来るならば来い──。晄には指一本触ふれさせぬ）


　ザッと風を切り、汪李は大きく翼つばさを羽ばたかせた。








「あれが長江──」


　東の空が白み始めた頃、前方に蕩とう蕩とうと流れる大河を見つけ、晄は目を瞠みはった。この辺りは河口から遠いというが、陝邑や亳はく邑ゆう付近の黄河に比べれば、川かわ幅はばは広く流れは遥はるかに穏やかだ。黄土で濁にごった黄河とは異なり、その水は清く、空を映して濃のう紺こんの色をしている。


　大地の色も、中原とは異なっていた。黄河沿岸は黄土が積もり、今の季節は木々も葉を落として、わずかな松の緑以外は一面黄おう褐かつ色しよくに見える。しかし、長江の南に広がる平原は黒っぽい土の上に、すでに草が芽め吹ぶいているのか緑が鮮あざやかだ。所々に白や薄うす紅べに色いろに煙けぶって見える木は、花開いた梅だろうか。


『降りるぞ』


　汪李の声は硬かたかった。あの大河には、共工の復活を望む水すい妖ようが潜んでいるのだ。煒白は汪李の首の上で身構え、鸞が人ひと形がたに変へん化げして、幻げん術じゆつを紡つむぐ光の球を手の中に作る。晄も炎招戈の柄つかを握にぎり締しめて、じっと長江の水面に目を注ぐ。


　やがて、長江の手前、湖にせり出した小高い丘おかの上に、森を切り開いて城じよう壁へきで囲った街が見えてきた。北東には二棟むねの大きな堂があった。規模は小さいが、中原の邑ゆうの造りによく似ている。盤龍城だ。


　外城の東西は湖に面し、南には川が流れている。府ふ河かだろう。唯ゆい一いつ陸地に接している北側は山だ。内城の周囲には幅はば広びろの濠ほりが掘ほられ、橋がかかっている。


「堅けん固ごな城ですね。攻せめ入る隙すきがない」


　汪李の背から城を見下ろし、舜は呟つぶやいた。


『人間の戦いくさならばな』


　汪李は冷れい笑しようする。城を囲む湖は府河とつながり、府河は長江に注いでいる。水妖の往来は自在だ。


　空が次し第だいに明るくなってきた。外城の楼ろう閣かくに歩ほ哨しようの姿が見えたが、空を飛ぶ白銀の化か蛇だには気づいていない様子だった。湖も静まり返り、水妖が襲おそって来る気配もない。


　汪李は城の北側の山に回ると、人ひと気けのないことを確かめ、雑木林の一角に降りた。晄たちが背から下りると、汪李は小蛇に変化して、気配を消す。


「取りあえず無事に着いてよかったけど……」


　晄は辺りを見回した。林の奥から目覚めたばかりの獣けものや鳥、小さな妖の声が聞こえて来る。ごく当たり前の、早朝の林だ。


「何も起こらないと、かえって不気味ですね」


　舜も、いつものほんわり笑えみを消している。


「いいわよ。何にも起こらなくて」


　莉由はぶるっと身み震ぶるいして、裘かわごろもの胸むな元もとをかき合わせた。


　油断なく気配を探さぐりながら晄たちは山を下る。しばらくすると雑木林が開け、盤龍城とその先の湖が眺ちよう望ぼうできる場所に出た。


　明け始めた空に、湖を囲む木々が黒い影かげとなって浮うかび上がって見えた。濃紺の湖面が、空の色に呼応して白く光っている。湖の中なか程ほどにはこんもりと木々を茂しげらせた島があった。


　島のこちら側、岸辺の一角の木々が刈かり取られて、広場になっている。船着き場だろうか。


「何か柱みたいなのが立ってるね」


　広場の奥に枝を落とした杉すぎのような物が一本立っていた。頂に何かが載のっているのが小さく見える。


『蘆ろ笙しよう柱ちゆう……』


　晄の腕うでに巻きついていた汪李が呟いた。


「え？」


　晄が訊きき返した丁度その時、湖の反対側、東の地平から朝日が昇のぼった。


　逆光に呑のまれ、島は黒く塗ぬりつぶされる。


「蘆笙柱ってなに？　中原じゃ聞いたことないね」


『三苗族のものだ』


　煒白が言った。


「三苗族？」


『戦神、蚩し尤ゆうの末まつ裔えいだと言われている』


「え？　それじゃ──」


　蚩尤を滅ほろぼしたのは黄帝だという。先月の半ばに、晄は馮夷城の地下で、蚩尤の生き残りの戦神と戦ったが、その神は黄帝が作った炎えん招しよう戈かにひどく執しゆう着ちやくしていた。


「蚩尤の血を引く人間がいるって──」


　晄は言いかけたが、


『さ、急ごうぜ。こんなとこでもたもたしていて鳴蛇に襲われちゃかなわねーぞ』


　朝日が昇ると同時に、鸞から成り代わった鳳が晄の背中を押した。


「では、私は湖の周辺を探ってきます」


　紫央が、旅の薬売り風の老人に変化した。右目の青銅の眼帯を外し、代わりに布を当てる。気配まで人間を装よそおえる紫央なら、長江の水妖に気づかれることはないだろうと、彼が杏玲を捜さがすことになっていた。


「うん。頼たのむね」


　急坂を下りて湖こ畔はんへ向かう紫央を見送り、晄たちは城に向かう。


（……どうか無事でいて）


　晄はすでに母のことで頭がいっぱいになっていたので、右みぎ腕うでに巻きついている小蛇姿の汪李が、いつまでも蘆ろ笙しよう柱ちゆうを見つめていることに気づかなかった。








『だからー。おれら、間ま違ちがいなく王都から派は遣けんされたんだってば！』


　鳳は、番兵に食ってかかった。


　盤龍城の警備は、晄の予想以上に厳重だった。分厚い外城は高さ二丈じよう近くにも及び、門は堅かたく閉とざされ、数人の兵が守っていた。


　晄は番兵に名と身分を告げ、城主への取り次ぎを請こうたが、王の使者が、女連れで徒かちで山を越こえて来るわけがないと、門もん扉ぴを開けてもらえなかったのである。


『歩いて来ようが、飛んで来ようがどうだっていいだろ』


「王都からならば、揚よう州しゆうから舟ふねで長江を遡さかのぼるはずだ。第一、殷王がこのような子どもを寄こすはずはない」


　番兵たちはうさんくさそうに晄たちを眺ながめ回す。晄は一応甲かつ冑ちゆうをつけていたが、鳳はいつもの黄色い衣ころもに紅くれないの帯。舜も工こう房ぼうで着ている仕事着の上に裘を羽織っただけだし、煒白に至っては髪かみも結ゆわず、洗いざらしの布ほ衣いを着て大きな布包みを背負っている。莉由は略礼服の上に裘を着ていたが、いずれにしろ旅装ではない。チャウは問題外だ。言われてみれば、確かに王命を受けて盤龍城の警護に来たようには見えない。


「この通り、王直筆の簡も持っています。どうか開門を──」


　晄は懐ふところから竹簡を出した。汪李や煒白がいれば、門を跳とび越えるのは簡単だが、白昼堂々とそんな真ま似ねはできない。


　番兵たちは竹簡の表書きを一いち瞥べつし、「どうせ偽にせ物ものだろう」と、取り合わない。


「宰さい相しようの曹そう晏仲様も亳邑の楓牙王子も、盤龍城などうっちゃっとけと仰おつしやったんですがねぇ」


　そこへ、舜がいかにも残念そうな顔で言った。


「こちらの陝邑侯こうは、どうしても盤龍城を見捨てられないと言って、こうして少ない伴ともを連れて飛んで来たわけですが、信用していただけないなら仕方ありません。さ、帰りましょう。鬼方が王都に攻め入ってきたというのに、こんな所で時間を潰つぶしている場合じゃありません」


　舜は晄を促うながし、踵きびすを返す。


「鬼方が王都を？」


　番兵たちはギョッとして顔を見合わせた。


「盤龍城だってこの有様だ。鬼方が王都を攻めてもおかしくはない」


　彼らはざわざわと話し始め、


「ま、待ってくれ。すぐに将軍に取り次ぐゆえ──」


　やがて一人の番兵が慌あわてて引き留めた。


『舜は、やはり策士だ』


　バタバタと門を開ける兵を見やりながら、煒白は感心して言った。


「僕は、一言も噓うそは言ってませんよ」


　舜はほんわり笑う。


　ほどなくして、城から数人の兵が駆かけつけた。


「まあ、熊くま──」


　先頭を切ってドスドスと小走りに駆けてくる兵を見て、莉由が呟いた。将と思われるその男は、巨きよ漢かんの煒白よりもさらに頭半分ぐらい背が高く、身み幅はばが煒白の三倍もあったからだ。顔も体たい軀く相応にいかついが、小さな丸い目は思いの外愛らしい。


「王の使者とはそなたたちか！」


　息を切らせながら彼は言った。冬だというのに額には汗あせが浮いている。その小さな目がふと、莉由に留まった。


「これは……何と美しい」


　ふらふらと引き寄せられるように近づく男に、


「ちょっと──、そばに来ないでよっ」


　莉由はきっちり五尺の間かん隔かくが空くように後あと退ずさり、容よう赦しやなくいつもの罵ば声せいを浴びせる。


「あ、あの、俺が王都から遣つかわされた者ですが、あなたは？」


　晄は慌てて、呆ぼう然ぜんと小さな目を瞬またたかせる男と柳りゆう眉びを吊つり上げている莉由の間に割って入った。


「某それがしは熊ゆう嵩すう純じゆんと申す者。この城の副将を務めておる」


　男はゴホンと咳せき払ばらいし、気を取り直してそう名乗った。


「やっぱり、熊──」と、莉由が納なつ得とくしたように呟く。


「それで、援えん軍ぐんはいつ来るのだ？」


　嵩純は急せき込んで尋たずねた。


「俺たちが、その援軍と言えば援軍なんですけど」


　晄が答えると、嵩純は「何だと!?」と小さな目を愕がく然ぜんと見開いた。


　晄は、王使に持たされた竹簡を嵩純に渡わたした。竹簡には、陝邑侯に盤龍城の救きゆう援えんを申しつける旨むねが書かれているのだが、彼はそれを焦あせった様子で黙もく読どくし、やがてがっくりと肩かたを落とす。


「王が心の病に罹かかっているとは聞いていたが、このような小こ童わつぱを──」


『おれたちじゃ不服だってのかよ』


　嵩純の呟つぶやきに、鳳はまたもや食ってかかったが、


「仕方ないよ。普ふ通つう、援軍ってのは軍隊を寄こすことだもの」


　晄は苦く笑しようして鳳を止めた。汪李や煒白、鳳の戦せん闘とう力は、殷の全軍を合わせたよりも上だが、それは言えない。


「……城の方へおいでなされ」


　はああ～、と溜ため息をついて、嵩純はとぼとぼと歩き出した。








「こちらで待たれよ。城主、風ふう士し烈れつ将軍を呼んで参るゆえ」


　嵩純は、晄たちを盤龍城南堂の一室に案内した。


「十六、七の孺子こぞうを寄こして来るとはな」


　回かい廊ろうから、嵩純と一いつ緒しよにいた兵や、新たにのぞき見に来た歩ほ哨しようたちが、ひそひそと話している声が聞こえて来る。


「陝邑侯だというが、衛え士じすら連れていないのはどういうことだ？　とさか頭の少年と青年二人がそうなのか？」


「とさか頭の少年は華はな々ばなしいばかりで、武芸に秀ひいでているようには見えぬし、色黒の大男はでかいだけで、総身に知ち恵えが回ってはいないだろう」


「工人風の青年は茫ぼう洋ようとしておったしな。みな、顔はいいのだが、戦いくさでは役にたちそうもない。一番強そうなのは娘むすめだった」


　兵の陰かげ口ぐちに、晄たちはそれぞれ顔を見合わせた。


「援軍を待っていたのに、来たのが僕たちだったので、がっかりしたのでしょうねぇ」


　兵たちの落らく胆たんぶりをうかがい、舜は申し訳なさそうな笑えみを浮うかべる。


　やがて戸が開き、嵩純に先立って、風将軍と思われる青年が現れた。


（あれ？）


　晄はその青年を見て、何となく雰ふん囲い気きが汪李に似ているように思った。


　きめの細かい肌はだの質感が汪李によく似ているせいかもしれない。その青年の肌は、汪李の肌よりもさらに白く、光の加減によっては青くさえ見えた。眦の切れ上がった眼めは細く、眉まゆは薄うすく、冷厳さを備えた美び貌ぼうの持ち主で、嵩純が隣となりにいるせいで小こ柄がらに見えるが、身長も汪李と同じぐらいはありそうだ。


　彼は将軍にふさわしく、青銅の身甲こうを身につけていた。楓牙が黄国の出自だと言っていたが、一族の風習なのか、それとも個人の好みなのか、彼は癖くせのない黒くろ髪かみを短く刈かり上げていた。


「盤龍城主、風士烈だ。遠路はるばる、御ご苦く労ろうであった」


　内心では彼も落胆したのかもしれないが、士烈の青白い顔からは、ほとんど感情が読み取れなかった。


「陝邑領主、晄と申します」


　晄は正式に拝礼し、王使に持たされた竹簡を士烈に渡す。


「正月の朝礼の翌日、王おう太たい弟てい、齊牙様が亡なくなられ、その直後に鬼方が攻せめて参りました」


　晄が、開戦までの経けい緯いや、陽甲の病状などを告げると、


「それほどまでに殷が危機に陥おちいっていたとは……」


　士烈は薄い眉を寄せた。彼も配下の者を王都に送り、定期的に報告は受けていたが、齊牙の死や開戦の報はまだ届いていないとのことである。


「しかし、王都から盤龍城までは、最速の方法をとってもひと月はかかるというのに、どうやって来たのだ？」


「えーと、まあその……。そこが、王様から盤龍城の警護を仰おおせつかった直接の理由というか、兄の舜は呪具作りに長たけていますし、鳳も煒白も人にはない力を持つので……」


「連れの者は望ぼう乗じようだったのか。それで馬や舟を操あやつって来たのだな」


　望乗とは情報を収集したり、戦に勝つための術を施ほどこしたりする呪じゆ術じゆつ師しの尖せん兵ぺいである。苦くるし紛まぎれの言い訳を、士烈は都合よく解かい釈しやくしてくれたが、嵩純は胡う乱ろんげな視線を舜たちに向ける。


「そんなわけで、王都には援軍を寄こす余力はありませんが、俺たちにできることなら何でもします。遠えん慮りよなく申しつけてください」


　晄が、戦を避さけたいことや、民たみや兵の安全を確保したい旨を告げると、


「小童に何ができる」


　嵩純が小声で呟いた。


「嵩純、そなた、此こ度たびの殷王の采さい配はいがよほど気に入らないようだな」


　士烈は表情も変えず、おのれの副将に目を向ける。


「この緊きん急きゆう時、我らに必要なのは、反旗を翻ひるがえした近きん隣りん諸しよ侯こうを抑おさえられる大軍にござる。なのにやって来たのは陝邑侯と望乗だけとは──。そもそも、盤龍城が南の要かなめなら陝邑は西の要。なぜ王族でもない少年が封ほうぜられたのか、某には得心がゆき申さぬ」


　嵩純は苦々しい口調で言った。晄は小童扱あつかいに慣れっこになっていたし、舜や莉由は晄を政まつりごとの表おもて舞ぶ台たいに出したくなかったので「まったくです」とうなずいた。


　しかし鳳はムッとして、『せっかく来てやったのに、何だよ』と、またまた食ってかかった。


「来てやっただと？　無礼な──」


　小さな目を三角にする嵩純を、士烈は「むきになるな」と止めに入った。


「王族ではない者が所領を得るとしたら、戦功を上げるより他ほかにない。陝邑侯は武芸に秀でているのだろう」


『戦で功を上げたわけじゃねーけど、晄は強いぜ』


　鼻息も荒あらく、鳳は言い放つ。


「ならば、一つ手合わせを願いたい」


　嵩純はずいと晄の前に進み出た。


「は？」


　晄はびっくりして、士烈に視線で助けを求める。


「そうだな。私も陝邑侯こうの力量を知りたい」


　しかし、晄の期待に反して士烈はうなずいた。彼も本音では、王命を受けて盤龍城の救援に来た少年に不ふ審しんを抱いだいていたのかもしれない。


『止やめた方がいいと思うが──』


　煒白は気の毒そうな視線を嵩純に向ける。


　莉由は「これだから男って──」と柳眉を逆立て、


「まあ、晄ちゃんは僕の作った鎧よろいを着けてますし、河伯の加護もありますから……」


　と、舜は自らをなだめるように呟いた。





　試合は、南堂前の庭で行われることになった。


　晄と嵩純が庭に降りると、兵たちがわらわらと集まって来る。


「熊殿どのも無体なことを──」


「いくら援軍が来なかったことに腹立ったにしても、あの少年に罪はなかろうに」


　話し声から察するに、この嵩純という副将はかなりの使い手らしい。


「あの……、真しん剣けんでやるんですか？」


　腰こしの剣に手をやった嵩純に、晄は恐おそる恐る尋ねた。妖あやかし相手に戦った経験は豊富だが、人間と刃やいばを交えたことはほとんどない。


「ここは小童が通う稽けい古こ場ばではないぞ。刃を潰つぶした練習用の剣など置いてあるわけがなかろう。お前も、その慣れた得物で向かってくるがいい」


　嵩純は晄の腰の炎えん招しよう戈かに目をやる。


「陝邑侯、手加減は無用だぞ。嵩純は最前線で幾いくたびも南人と戦い、腕うで一本で歩兵から副将にまでのし上がってきた強つわ者ものだ。首を刎はねるつもりでかかって構わない」


　ほとんど表情のない顔で、士烈が言った。


「はあ、……ではお願いします」


　白い砂が敷しき詰つめられた南庭で、それぞれの武器を構え、晄と嵩純は向き合った。


「可か哀わい想そうに……」


　成長途と上じようの少年と、熊のような巨きよ漢かんの対たい峙じは、兵たちの憐れん憫びんを誘さそった。あまりにも体格に差がありすぎる。


　そこへ、ザワリと晄の周囲を闘とう気きが取り巻いた。


　晄の手には、炎招戈の柄つかを伝って、かつての持ち主、禹王と湯王の気配が伝わっていた。それに加えて、腕うで輪わのふりをしている汪李の闘気が混じる。


　正面で剣を構える嵩純ばかりか、回廊で見守っている兵たちまでもが、ギョッと目を剝むいた。呪じゆ力りよくはなくとも、武人の彼らは直感的に晄を取り巻く闘気の量と質を見み抜ぬいたらしい。それまで無表情だった士烈も目を瞠みはっている。鳳はニヤニヤと愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべ、煒白は呆あきれていた。


（ちょ、ちょっと、本気にならないでよ……）


　晄は心の中で汪李に呼びかけたが、彼は（晄を侮あなどったことを後こう悔かいさせてやる）と、取り合ってくれない。


　冬だというのに、嵩純の額に汗あせが浮き始めた。しかし、剣の切っ先はぴたりと晄に向けられ、微び動どうだにしないのはさすがである。


　緊きん張ちように耐たえかねたのか、まったく隙すきのない晄に向かって、嵩純は裂れつ帛ぱくの気合いとともに踏ふみ込んできた。巨きよ体たいに似合わず、意外なほど素す早ばやい動きだった。


　キン！　と火花を散らし、嵩純の剣を晄は炎招戈で受け止めた。嵩純の眉が跳はね上がる。華きや奢しやな少年の体は、この一いち撃げきで戈ほこごと吹ふっ飛ぶはずだった。一度飛び退った嵩純は、間かん髪はつを容いれずに再び剣を振ふり下ろした。二合三合と打ち合い、四合目に晄は嵩純の剣をはね上げた。剣はくるくると回転しながら宙を飛ぶ。


　しかし嵩純は怯ひるまず、素す手でで晄につかみかかる。伸のびてきた嵩純の腕を、晄は左手でつかんだ。嵩純の勢いを利用して、彼の腕をつかんだまま身をひねる。
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　嵩純の巨体が一いつ瞬しゆん宙に浮うき、ズンと鈍にぶい音を立てて、彼は背中から地面に落ちた。その喉のど元もとに、晄は炎招戈の切っ先を突つきつける。


「そこまで！」


　士烈が声をかけた。


「ま、参りました……」


　嵩純の声は掠かすれていた。


「驚おどろいたな──」


　士烈はまだ目を丸くしていた。兵士たちは啞あ然ぜんとして声もない。


（俺の力じゃないんだけどね）


　炎招戈を振るっていたのは半ば禹王湯王であり、嵩純の巨体を投げたのは汪李の力である。晄の本来の力量は、彼の足元にも及およばないだろう。


「あたたた……」


　嵩純が腰をさすりながら起き上がった。晄は炎招戈を鞘さやに収め、彼に手を差し伸べる。右手ではとても彼を立たせられないので、汪李が絡からまっている左手だ。汪李は（思い知ったか）と、上じよう機き嫌げんで力を貸してくれた。


「剣の技わざにその膂りよ力りよく──。陝邑を任されるだけのことはある。いや、御ご無礼を申した」


　嵩純は、苦い笑えみを浮かべてボリボリと頭を搔かいた。


「ただの孺子こぞうだと思っていたが……殷は我らを見捨てたのではなかったのだな」


　兵たちのささやきが耳に届く。騙だましたようで、晄は何だか居たたまれない気持ちがしたが、取りあえず兵たちを安心させることはできたようだ。


「試ためすような真ま似ねをして悪かった。だが、これほどの腕の持ち主ならば──」


　士烈は、戻もどって来る嵩純と晄をしばらく見つめていたが、やがてうなずいた。





「実は昨日、銅の運うん搬ぱん船が黄国に奪うばわれたのだ」


　部屋に戻った晄たちに、士烈はそう告げた。


「それは大変──」


　晄の次に青銅器を愛する舜は、愕がく然ぜんと目を剝く。


「盤龍城が黄国の所領であることは知っていると思うが、昨年末、ついに黄国も殷に背そむき、盤龍城は完全に孤こ立りつしてしまった。王都に援えん軍ぐんを要よう請せいしたのはそのためだ」


　殷は、邑ゆうという都市国家の集合体だ。黄河沿いの大きな邑は、王族が領主を務めているため、領地を殷の一部と考えるが、佟韋の治める桃林がそうであったように、辺境の小国は殷への帰属意識が薄うすい。しかし、盤龍城は銅資源の開発と同時に、それら諸国を統とう括かつするための軍事的拠きよ点てんとして設けられた殷の直ちよつ轄かつ地である。


「黄国からは、幾たびも降こう伏ふく勧かん告こくを受けたが、我らは殷を裏切るわけにはいかぬ」


「中原ではほとんど銅が採れませんからねぇ。盤龍城から銅が来なくなったら困りますもの」


　舜が相づちを打つ。


「業ごうを煮にやした黄国は、銅の運搬船を奪い、全面降こう伏ふくを迫せまって来た」


　盤龍城の南東二百里ほどのところに、銅どう緑りよく山ざんという銅山があり、そこで採れた銅鉱石を黄こう石せき港こうで船積みし、長江下流の京けい口こうへ運んでいるのだそうだ。しかし昨日、五隻せきの運搬船が、黄石港を発たつ直前に、艪ろ漕こぎの奴ぬ婢ひや水軍兵ごと黄国に奪われてしまったという。


「嵩純が苛いら立だっていたのも、城の門を閉とざし、番兵がそなたたちの入城を拒こばんだのも、昨日、そのような事件があったゆえのことだ。許されよ」


「いいえ、そんなこと──」


　晄は頭かぶりを振った。


「そなたらが訪おとずれるまで、私は降伏するつもりだったのだ。水軍兵や奴婢たちの命には替かえられぬからな」


　しかし全面降伏すれば、処しよ刑けいされる将もいるだろうし、城内の財も食しよく糧りようも黄国に略りやく奪だつされてしまう。民たみが奴ど隷れいにされる恐れもある。


「だが、そなたなら運搬船を取り戻せる。黄国の降伏勧告を蹴け飛とばす形になるが、盤龍城は守りやすく攻せめにくい城だ。一いつ旦たん籠ろう城じようして、せめて民の暮らしだけでも保障されるよう黄国と交こう渉しようしたい。頼たのまれてくれるか？」


「もちろんです。船も銅も兵も、必ず無事に取り戻してみせます」


　士烈の冷厳な美び貌ぼうの中に、意外な温かみを知って晄は思わず微笑ほほえんだ。








　城下の東、盤龍湖を望む兵舎の一角に、晄たちは居室を与あたえられ、そこで日暮れを待った。ここが黄河なら、小こ化か蛇だに頼んでさっさと運搬船を取り戻すのだが、そうもいかないので、取りあえず、暗くなったら黄石港の様子を探さぐることになったのだ。


　黄国は、士烈に三日の猶ゆう予よを与えたという。軍議で全面降伏を兵に周知させ、盤龍城に住む民にくまなくふれを出すまでの時間だそうだ。


『おそらく罠わなだ。あまりにも時じ宜ぎにかない過ぎている』


　晄の腕に巻きついたまま、小こ蛇へび姿の汪李は言った。


「そうですねぇ。昨日、晄ちゃんが王命を受けると同時に、こっちでは銅の運搬船が乗っ取られるなんて──。三日の猶予ってのは、晄ちゃんを長江に引っ張り出すための余よ裕ゆうをみたんじゃないですか」


　舜もほんわり笑みを消して、難しい顔をする。


「罠は承知してる。でも運搬船を取り戻せるのは俺たちしかいないし──。俺が行かなかったら、章玄や炅はきっと杏玲母さんを人ひと質じちにして俺を誘い出すに決まってるもの」


　どうあがいても戦いは避さけられない。


「でも、晄ちゃん。長江で戦うってことは、水の上ってことなのよ。万一、落ちたら──」


「ひ～、莉姉、それ言わないで。せっかく忘れかけてたのに」


　晄は耳をふさぐ。黄河ならば、落ちても河伯の使いのお爺じいさんが助けてくれるだろうが、長江ではそうはいかないだろう。


「杏玲様は無事でしょうか」


　舜がぽつりと呟つぶやいた。


「うん……」


　晄もそれが心配だった。運搬船の乗っ取りが罠なら、それに合わせて杏玲にも章玄たちの手が伸びているはずだ。


　晄は窓の外の盤龍湖に目をやる。この湖の近くに母がいるはずだ。しかし、彼女を捜さがしに行った紫央はまだ戻って来ない。


　昼下がりの盤龍湖は、冬の日を浴びて、青い湖面に穏おだやかな白い波なみ頭がしらを輝かがやかせていた。


　島に立つあの柱が自然と目に入る。よく見ると船着き場の奥に方形の土の壇だんが築かれ、柱はその上に立っていた。柱の中なか程ほどには何か尖とがった物がくくりつけられている。柱を螺ら旋せん状に黒いものが取り巻き、頂には一羽わの鳥が留まっていた。


「あれ？　あの鳥、偽にせ物もの？」


　こちらに背を向けたまま鳥はまったく動かない。


『あの鳥は木き彫ぼりだ。水牛の角は本物だが』


　煒白が答えた。尖っている物は水牛の角だったらしい。


「柱に巻きついている黒いのは？」


『木彫りの黒こく龍りゆうだ』


「三苗族って、蚩尤の末まつ裔えいだって言ってたよね。あの蚩尤に子孫がいるっていうのもびっくりだけど、なんで鳥や黒龍や水牛を祀まつるんだろ」


　蚩尤は戦神である。その子孫なら武器や防具を祀りそうだ。


『祖先神を祀る時に使うと聞いているが、米作りとも関係があるのではないか。その昔、三苗族は鳥から稲いな穂ほを授さずかったという』


　黒龍は水の恵めぐみに関係があるし、水牛は田を耕す大切な家か畜ちくだと煒白は言う。


『そういや、昔、おれらの仲間が女媧様の使いで地上に稲穂を届けたんだ。あの鳥は鳳皇を象かたどってるのかも』


　鳳も蘆ろ笙しよう柱ちゆうの鳥に目を凝らす。


　汪李も首をもたげて蘆笙柱にじっと見入っていた。黄こ金がね色いろの目が何だか険しい。


「汪李、蘆笙柱に何か嫌いやな思い出でもあるの？」


『いや、そういうわけではないが──』


　彼は言いかけたが、突とつ然ぜんするっと晄の腕うでに巻き戻り、腕うで輪わの振ふりをした。兵舎の回かい廊ろうに人の気配がしたからだ。


「黄石港付近の地図を持って参った」


　戸が開き、嵩純が巨きよ大だいな体をかがめて戸をくぐって来る。


　晄たちが蘆笙柱を見ていたことに気づくと、「まったく困ったものだ」と嵩純はいかつい顔をさらに強こわばらせた。


「あの島には、代々の盤龍城主の墓があるのだが、つい先さき頃ごろ、誰だれぞが無断で壇を築き、蘆笙柱を立ておったのだ。やたらに取り除いて祟たたられてはかなわぬゆえ、そのままにしてあるが」


「盤龍城の人や、近くの民が立てたんじゃなくて？」


「三苗族は、もうこの辺りにはおらんはずだ。大昔は長江のほとりに大国を築いていたらしいが、中原からやって来た禹王と化蛇の王に追われ、南へ逃にげたという言い伝えが残っておる」


「化蛇の王……？」


　晄は思わず、左腕の汪李に目をやった。舜や莉由、煒白、鳳も汪李に視線を注ぐ。


「三苗の祖先は蚩尤という戦神だという。あの柱は楓ふう香こう樹じゆという木から作られるのだがな」


　嵩純は、そう言って窓の外の蘆笙柱に目をやった。


「黄帝の蚩尤討とう伐ばつの伝説は知っておるか？」


「蚩尤は戦いくさを好んで武器を作ったから、黄帝が滅ほろぼしたみたいなことぐらいは聞いてるけど」


　晄は、馮夷城の地下で蚩尤と戦った時、佟韋がそう言っていたことを思い出す。


「黄帝は地上の支配を譲ゆずられると、人の世を脅おびやかす妖あやかしや暴政を敷しく諸しよ侯こうを次々と討うち取っていったのだが、蚩尤だけはなかなか倒たおせなかったそうだ」


　蚩尤には八十一人の兄弟がいるのだという。馮夷城で戦った蚩尤は、その生き残りだったらしい。


「黄帝は、神々の力を得てようやく蚩尤を捕とらえ、枷かせをはめたまま首を刎はねたという。その枷が楓香樹となったそうだ。楓香樹の葉が秋になると赤く染まるのは、蚩尤の血を吸ったからだと言い伝えられている」


「枷をはめたまま首を……」


　晄はギョッとした。人の好さそうなあの黄帝が、そんな残ざん虐ぎやくな処刑の仕方をするとは思わなかったからだ。


「不死身の戦神だ。生半可なことでは生き返るかもしれぬと、黄帝は恐おそれたのだ。だから、首と胴どうとは別々に埋うめられたというぞ」


　嵩純は事もなげに言った。


「蚩尤の末裔である三苗族は長江流域に住み着き、大国を築き上げると、水神共工や水すい妖よう鳴めい蛇だとともに中原に戦いを挑いどんだ。三苗族がなぜ神々の戦いに加わったのかはわからんが、ともかく当時の中原の王、帝舜は、禹に討とう伐ばつを命じた。しかし、水神の力は凄すさまじく、人の身では敵かなうはずもない。そこへ、黄帝が禹に炎えん招しよう戈かを授け、水妖化蛇が禹に味方したのだ」


　重々しい声で嵩純は言った。その炎招戈は今、晄の腰こしに下がり、化蛇は晄の左腕で腕輪のふりをしているのだが、それは言えない。


「化蛇の参戦によって勝機を得た禹は、見事共工を打ち倒した。禹は、帝舜より王座を譲り受け九州を平定した。鳴蛇の化蛇に対する怒いかりは凄まじく、この水の豊かな長江流域に、旱ひでりが何年も続いたと伝えられておる。化蛇と鳴蛇は近きん縁えんの種族だが、化蛇は洪こう水ずいを起こし、鳴蛇は旱かん魃ばつを起こす妖なのだ」


『へぇ。縁えん戚せきなのに、化蛇は洪水で鳴蛇は旱魃ねぇ』


　鳳が、さも初めて知ったように驚おどろいてみせた。


「旱が何年も……」


　晄は本当に驚いていた。鳴蛇の汪李に対する憎にくしみが、想像以上だったからだ。


「三苗族は長江のほとりから逃のがれたが、共工に従った水神や水妖は長江とその付近の沼しよう沢たくに留とどまり、今でも裏切った化蛇への復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっているという。あながち、ただの言い伝えではないだろう。三百年前の夏の桀王と殷の湯王との戦では、湯王が化蛇に乗って鳴蛇と戦っておられたというし」


　嵩純は言った。


「中原で南人って呼んでいる民たみが三苗族なんですか？」


「いや、三苗は長江を追われてからは放ほう浪ろうの民となっていると聞いておる。いずれ忘れられた古いにしえの部族だ」


「忘れられた……」


　晄は複雑な思いで呟いた。黄帝は人の世を護まもるために炎招戈を作ったというのに、炎招戈によって国を失った人間がいるのだ。


「何で、禹王は三苗族を長江から追い出したんだろう。和議を結ぶだけじゃだめだったのかな」


　晄は炎招戈の柄つかに手をやる。かつての炎招戈の主あるじは、なぜ人に刃やいばを向けたのだろうか。


「帝舜に三苗族の討伐を命じられたからに決まっておる」


「禹王がそんな理由で、国を滅ぼして、そこに住む民を遠くへ追いやったなんて思えない。何かわけがあったのかな？」


　晄はうっかり腕輪の汪李に向かって問いかけた。


「おぬし、誰に尋たずねておるのだ？」


　嵩純に怪け訝げんな顔をされ、


「いえ、あの……。黄石港の地図を見せにきてくれたんでしたね」


　晄は慌あわてて話をそらした。





「城下は地図を見るよりも、実際に歩いてみた方が早い。案内しよう」


　黄石港までの水路や周辺の地形を説明し終えると、嵩純はそう言って晄たちを誘さそった。莉由は兵舎の厨くりやを借りて夕食の準備をしたいというので、チャウを番犬に残し、晄と舜、煒白、鳳の四人で、嵩純について行く。


「しばらく前までは、ここももっと賑にぎやかだったのだがな。黄国が殷に背そむいたという知らせを聞いて、かなりの工人や商人が出てしまった」


　兵舎を出て、内城の壁かべづたいに歩きながら、彼は城下の街並みを見み渡わたす。


　街のつくりは中原の邑ゆうと同じだが、城じよう郭かくの縦横とも二里に満たない。大路に立てば端はしから端まで見渡せた。


　幅はば広びろの大路は人通りも少なく、空き家も多そうだった。それでも、道ばたでは子どもが遊んでいるし、家の軒のき先さきにつながれた牛や馬はよく太っている。


　街路樹や庭の木々が芽め吹ぶき始め、満開の梅が彩いろどりを添そえていた。


『王都に比べればずっとましだぜ』


　鳳が言うと、「そうかもしれぬ」と、嵩純は苦い笑えみを浮うかべた。正月は参朝しなかったが、秋の評議の時には、士烈の代理で王都を訪おとずれたのだそうだ。


　外城の東門からは湖こ畔はんへ続く石の階段があった。岸辺に打ち寄せる穏おだやかな波の音が耳に届く。湖岸は所々に黒土の堤つつみが築かれ、堤の側面から梅の木が生えていて、湖面に花の影かげを映していた。


「王都へ行った時、南庚王が生きておいでだったらとしみじみ思った」


　その石の階段を下りながら嵩純は溜ため息をついた。


「な、南庚王を御ご存ぞんじなんですか……」


　いきなり実の父の名が出てきて、晄はドキッとした。


「直接お目にかかったことはないがな。某それがしは、おぬしぐらいの歳まで王都におったのだ」


　武官を目指していたが、身分が低かったので三師では出世できないと考え、盤龍城へ仕官し直したという。


「なかなかの賢けん王おうであったぞ。傍ぼう系けいの王だったゆえ、氏族間の勢力争いに利用されていた感はあるが、御自身は国や民のことをよく考えておられた。御み子こがもう少し早く生まれていれば、王太子は御子に決まり、あのような亡なくなり方をされずに済んだであろうに……」


「そ、そうですか……」


　自分にはどうにもならないことだが、晄は何だか切ない気持ちになる。


「秋の評議では、唯ゆい一いつ、楓牙王子が陽甲王に意見しておいでだったな。勇ゆう猛もう果か敢かんな王子だとは聞いていたが、見識のあるお方だ。御子が即そく位いしておられれば、宰さい相しようは楓牙王子だったと聞く。そうなっておれば、殷はここまで堕おちず、盤龍城の船が奪うばわれるようなこともなかったろう」


　外城の南側の船着き場を案内しながら、嵩純はブツブツと愚ぐ痴ちをこぼす。


　船着き場には二隻せきの楼ろう船せんと、数隻の艇ていという小型の船、何十もの丸まる木き舟ぶねが係留されていた。


　甲かつ冑ちゆうに身を固めた水軍兵に交じって、漕こぎ手と思われる奴ぬ婢ひが船の手入れをしている。いつでも出しゆつ撃げきできるように準備をしているのだろう。盤龍城が置かれている立場が想像できるような緊きん張ちよう感かんがみなぎっている。


「楓牙王子が王になればいいと、俺は思ってますけど……」


　晄は言った。


「妾しよう腹ふくの楓牙王子では、陽甲王の氏族、董とう氏が納なつ得とくしまい。かといって聡牙王子は王の器うつわではないと聞くし、脩牙王子が兄王子を越こえて王になるわけにもいくまい。誰だれもが納得するのは、先王の嫡ちやく子しである御子が即位なさることだ」


　嵩純はきっぱりと言った。「もちろん、生きておいでであればの話だが」と、つけ加える。


「生きていたとしても、父王ほど賢かしこくないかもしれないし、政まつりごとのまの字も知らない甘ったれの小こ童わつぱかもしれませんよ」


　晄は軽い調子で反論した。自分で言いながら、それが事実だとあらためて思い知り、情けなくなってくる。


「夢を見ておるだけだ」


　嵩純は笑った。


「某は臣ゆえ、どんな王でも仕えねばならん。だからこそ殷がこのような事態に陥おちいり、病の王に代わる者も定まらぬと聞けば、夢見ずにはいられぬ。もしも御子が生きておられれば、その御子が父王のような資質を備えておいでになればと──」


「王の後こう継けい者しやが決まらないのは問題ですよねぇ。たとえ御子が生きていたとしても、そんな風に期待されたら困るでしょうに」


　ほんわりと笑みを浮かべ、舜が晄の心の内を代弁する。


「国が荒あれておるからだ。某ばかりではない。民は、優すぐれた知徳を持つ王の登場を待ち望んでいる」


　桟さん橋ばしに立ち、島に立つ蘆ろ笙しよう柱ちゆうを見つめながら嵩純は呟つぶやいた。


「それこそ、黄帝や禹王湯王のように、荒あらぶる神々や妖あやかしと戦ってまで人の世を護ってくれる聖王のな──」
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「おやおや、御飯ばっかり食べて──。炅さん、お野菜も食べないといけませんよ」


「だって、今まで野菜ばっかりさんざん食べてきたんですよ。もう、一生分の野菜を食べたと思います」


　杏玲の世話焼きに、炅は口を尖とがらせ、「一生分なんて、大げさですねえ」と、茜が笑う。


　盤龍湖のほとり、杏玲の住む庵いおりの居間で、炅は杏玲や茜と夕ゆう餉げを囲んでいた。


「お魚も手をつけてないのね。炅さんは、魚料理は嫌きらい？」


「好きですけど、骨を取るのが面めん倒どうで……」


「まあ、しょうのない。わたくしが取ってさしあげるから、ちゃんと食べるのですよ」


　杏玲は炅の器を手元に寄せ、魚の身をほぐしながら骨を取り始めた。


（すっかり母親気取りだな）


　炅は、そんな杏玲の所作を見ながらほくそ笑む。


「何か？」


　炅の視線に気づき、杏玲が顔を上げた。


「いいえ、別に──。小さい時だって、こんなことしてもらったことなかったから……」


　炅は慌てて首を振ふった。


「ごめんなさいね、つい──。もう大きいのですもの、子ども扱あつかいされたら嫌いやよね」


　杏玲は困ったような笑みを浮かべる。


「そんなこと……。嫌だと思ってるわけじゃなくて……」


　これは事実だった。杏玲に子ども扱いされ、世話を焼いてもらうのは、むしろ心ここ地ちよかった。


　心地よいと思っている自分が不思議だった。


　炅を育てた暗殺集団には女がいなかった。当然、炅の母親代わりになる者もいなかった。死と隣となり合わせの日々は、仲間との間にそれなりの絆きずなを生じさせたが、親子や兄弟の結びつきとはほど遠かった。依い頼らいされた殺人が首しゆ尾びよくいって当たり前、失敗すれば何日も食事抜ぬきの仕置きが日常だった。従って、女から世話を焼かれることも初めてだったが、人との関かかわりの中で心地よさを感じたことも初めてだったのだ。


（まあいい。食べる物と寝ねる場所に不自由しない生活を、一度味わってみたかったんだ。せいぜい楽をさせてもらう）


　炅はこの不可思議な感覚の正体について、深く考えないことにした。


「わたくしは、子どもを育てたことがないので、もしも子がいたらと、つい母親のまねごとをしたくなってしまうのですよ」


　杏玲は少し寂さびしそうに言った。


「僕も、養父と義兄たちと、男ばかりの中で育ったので、こんなふうに親切にしてもらったことがなくて……。お母さんて、こんな感じなのかなって……」


　炅は、わざと消え入るような声でそう言い、


「すみません、失礼ですよね。僕みたいな賤いやしい者が、杏玲様を母のように思うなんて」


　と、大げさに畏おそれ入ってみせる。


「いえ、構いません。炅さん……。もしも、お母様が見つからなかったら……」


　杏玲の瞳ひとみが揺ゆれる。彼女はしばし逡しゆん巡じゆんし、やがて炅を正面から見つめた。


「実は、わたくしには十七年前に手放した子が──」


「杏玲様！」


　言いかける杏玲を茜が止めた。忠義な侍じ女じよは、炅が杏玲の子であるという確証がつかめるまでは、真実を打ち明けるべきではないと判断したのだろう。もしも、王都に杏玲の存命が伝われば、刺し客かくの手が伸のびるかもしれないからだ。


（十分だ）


　炅は内心でせせら笑った。要は、杏玲の心に隙すきを作ることだ。彼女に真実を告げさせることが目的ではない。


　その時、「申もうし──」と、表口で老人の声がした。


「こんな時刻に、誰でしょう」


　茜が席を立つ。炅も後について行った。老人らしき気配が近づいて来ることにはしばらく前から気づいていて、あの忌いま々いましい駮はくの変へん化げかもしれないと思ったからである。


「旅の薬売りですが、道に迷ってしまいまして──」


　老人は言った。薬箱を背負い、埃ほこりだらけの布ほ衣いに、すり切れたような裘かわごろもを着ている。目を病やんでいるのか、右目に布の眼帯を当てていた。


（駮ではないな）


　老人が発する気配は完全に人間のものだった。駮は変化に長たけているが、共工の力を得た炅の目をごまかせるほどではない。


「もう真っ暗ですよ。どこへ行かれるつもりだったんです？」


「へえ、盤龍城へ行こうと思っておりました。ですが、林の中で道を見失ってしまいまして……。松明たいまつを一本貸していただけないでしょうか」


「杏玲様、薬売りのご老人が松明を借りたいと言っておりますが──」


　茜が居間に向かって声をかけると、杏玲もやって来た。


「夜道は危ないですよ。よろしかったら、泊とまっておいでなさい」


　杏玲は言ったが、


「お心こころ遣づかいありがとうございます。けれど、盤龍城には連れが待っておりますので」


「でも、獣けものに襲おそわれるかもしれませんし」


　杏玲は薬売りを引き留めたが、彼は滅めつ相そうもないと固辞し、結局杏玲は松明を一本渡わたすと、盤龍城までの道順を教えて薬売りを送り出した。


（まさかとは思うけど）


　炅は、雑木林の小こ径みちを去って行く老人の背を見つめる。


　晄に王命が下ったのは昨日のはずだ。こちらの目もく論ろ見み通りなら、今朝早くには盤龍城に到とう着ちやくしただろう。今日という日に限って、滅めつ多たに人が訪おとずれないこの庵に偶ぐう然ぜん薬売りが来るとは思えない。晄が老兵を使って探さぐりに来たのかもしれない。


「炅さん、どうしたのです？」


　いつまでも老人の背を見送っている炅に、杏玲が声をかけた。


「いいえ、別に」


　炅はにっこり微笑んで肩越しに振り返る。


　呪じゆ具ぐに護まもられている晄は、章玄の占せん術じゆつでも占みえないので、何とも言えないが、ばれたところで、計画を変へん更こうする必要もない。


　彼は、再び薬売りの消えた山道に視線を戻し、


（晄、母親を取り返しに来る？　けど、杏玲はもう僕のものだよ）


　と、禍々しい笑みを浮かべた。




　三　眼差しの行方







『嵩純は、南庚王の御み子こが生き延びて、炎えん招しよう戈かの使い手になったことを知っているのだろうか』


　煒白は誰だれにともなく尋たずねた。彼は馬に変化し、夕ゆう闇やみが深くなった長江沿いの堤つつみを、黄石港へ向かって走っていた。


　煒白の背には晄と舜が乗っていた。鸞はひよこ姿で晄の頭に留まっている。汪李は気配を消して腕うで輪わのふりをしていた。チャウは連れてきていない。万一水に落ちたら長江が埋うまってしまうかもしれないからだ。


「まさか──。あの人は、王子様たちがもたもたしていて王様を野放しにしておくものだから、あれこれ妄もう想そうして、苛いら々いらを解消しているんでしょう」


　舜は言った。ほんわり笑えみを浮うかべてはいるが、内容は辛しん辣らつだ。晄が王位争いに巻き込まれることを恐おそれている舜としては、嵩純の抱いだく夢が気に入らないのだろう。


「嵩純様の気持ちはわかるけどね。国がこんなんじゃ、何もかもババンと解決してくれる人がいたらいいなって、俺だって思うもの」


　晄は苦い笑みを浮かべる。


（でも、俺には無理だ……）


　章玄や炅と決着をつけなくてはならないし、禹王や湯王のように人の上に立つ力量もない。それ以前に晄は、黄帝と蚩尤との戦いくさの顚てん末まつや、禹王が三苗族の国を滅ほろぼした話に衝しよう撃げきを受けていた。嵩純との試合では、命を奪うばうことにならないとわかっていたから何とか立ち向かえたが、実際に人を斬きるなど考えられない。


「どんな思いで、黄帝は蚩尤を処しよ刑けいし、禹王は三苗族を長江から追放したんだろうね……」


　そんな呟つぶやきが、知らず口をついて出る。


『黄帝は、最善の結果を求めます。御ご自分の思いはどうあれ──。あの方が崑崙にいらっしゃったのは、蚩尤との戦のずっと後のことなのでよくわかりませんが』


　鸞は少し切なそうに言った。


「禹王は、何で三苗族の国を滅ぼしたの？」


　晄は、聞きそびれていた疑問を汪李に投げかける。


『我にもわからぬ。異界で眠っている間に忘れてしまったのか、知らされなかったのか……。禹らしくないやり口だと我も思う。だが、禹は何を優先させねばならぬかよく知っている男だ。おのれの思いに囚とらわれて、判断を誤ることはない』


　汪李はそう言って、再び目を閉じた。


（思いに囚われず、やらなきゃならないことはやり遂とげる──）


　晄は、鸞や汪李の言葉を反はん芻すうする。ふと、自分と同じく共工の気に取り憑つかれた少年の姿が脳のう裏りをよぎった。


（もしも炅から共工を祓はらえなかったら、共工ごと彼を滅ぼすしかないんだろうか）


　蚩尤を処刑した黄帝や、三苗族を追放した禹王のように──。


　炎招戈で彼の胸を突つく自分の姿を想像して、晄は鳥とり肌はだを立てた。


（大だい丈じよう夫ぶ、絶対にそんなことにならない。舜兄が呪具を作ってくれるし、累焰か佟韋が何か手立てを考えてくれる）


　晄は幻げん影えいから逃にげるように、頭を振ふった。


　やがて煒白は堤を下り、水際で足を止めた。


『対岸が黄石港だ』


　ここから先は、舟ふねで長江を渡わたらなければならない。汪李に乗って行ければいいのだが、下手へたに鳴めい蛇だを刺し激げきしては、囚われた水軍兵たちに危険が及およぶ。


「う～。何か、舟に乗る前から具合悪くなりそう」


　晄は渋しぶ々しぶ煒白から下りた。舜も鞍くらから下り、鸞は人ひと形がたに変化すると、手の中に光の球を作って、水すい妖ようの襲しゆう来らいに備える。


『この舟を借りる』


　人形に変化した煒白は、近くに繫つないであった丸まる木き舟ぶねの綱つなをたぐり寄せると、その舟を担かついで晄の前にドンと置く。


『いきなり水の上は大変だから、陸で乗ってみよう』


「う、うん」


「大丈夫ですよ、晄ちゃん。僕がついてます」


　舜が晄の手を取り、煒白は舟が揺ゆれないように船ふな縁べりをつかんで押さえる。汪李はじっと腕輪のふりをしているが、心配でたまらないらしく、気配がじわじわと漏もれている。


　晄は舜の手につかまりながら、恐る恐る陸の上の舟に足を踏ふみ入れた。それだけで背中に汗あせが伝う。


『腰こしを下ろす。そして、両手で船縁をつかむ』


「そうそう上手、ほら、怖こわくないでしょう」


　無事、舟ふな底ぞこに座った晄に、「『がんばった』」と、煒白と舜は、ぱちぱちと拍はく手しゆした。


　やはり、聖王への道は果てしなく遠い気がする。


『水に浮かべる。覚かく悟ごはいいか』


　舜と鸞が舟に乗ると、煒白は丸木舟をズンと押した。


「うわ──」


　水に浮かんだ感かん触しよくが舟底から伝わった途と端たんに、全身から汗が噴ふき出した。目め眩まいまでしてくる。


　煒白が丸木舟に跳とび乗った。ぐらりと舟が揺れる。


「ぎゃ～、もうダメ。下ろして、俺には無理、絶対無理」


　舟から下りて川岸に戻もどりたいが、腰が抜ぬけて立てない。


「すぐに着きますよ。しばらくの辛しん抱ぼうです。晄ちゃん、がんばって」


　舜が、後ろから晄を抱だきすくめる。彼はそのための要員だ。


　煒白は艪ろを取り、ぐっと水を搔かいた。丸木舟が滑すべるように黒い川かわ面もを進む。


「ひ～、ひ～」


　鳴蛇たちの襲来に備えて、汪李たち妖あやかしは油断なく川面に目を凝こらしていたが、晄はそれどころではない。


「やっぱり、晄ちゃんの水みず嫌ぎらいは、赤ちゃんの時に黄河に流されたのが原因でしょうかねぇ」


　舜は、ほぅと溜ため息をついた。


「そ、そうなのかな──っ」


「お父さんと僕とで迎むかえに行ったんです。これよりも小さな舟に乗っていて──。その時にはもう、共工と河伯の戦いは終わっていたんでしょうね、小こ舟ぶねは柔やわらかな光の粒つぶに囲まれていました」


　舜は、晄を見つけた時の様子を静かに語って聞かせる。


　青州の黄河は、今いる黄石港付近の長江よりも河かわ幅はばが広く、闇やみの中で赤子の乗った舟を見つけるのは無理だと思ったという。


「でも、意外に簡単に見つかりましたよ。だって、もの凄すごい泣き声でしたもの」


「……やだなぁ」


「僕が抱っこすると、ピタッと泣き止やみましてね。大きな目で僕を見て、僕の指を握にぎって……。ほんと、可愛かわいかったんですよ。つい、昨日のことのようなのに、いつの間にこんなに大きくなっちゃったんでしょ」


　舜はほんわり笑顔で、晄を抱きしめる。舜の温ぬくもりを背中に感じ、晄は少しずつ落ち着きを取り戻してきた。おそらく、赤子だった自分も、今のように舜に抱かれて安心したのだろう。


（見つけてくれて、育ててくれて……ありがとう……）


　口に出して言うと、また泣けてきそうなので、心の中でそう呟く。


（俺を拾ったせいで、嬉氏の館やかたを出なくちゃならなくて、刺し客かくに見つからないように、あちこちの邑ゆうを転々として、それでも俺を実の子と同じように育ててくれて……）


　色々な思いが、切なさを伴ともなって蘇よみがえってくる。


「……炅の泣き声は聞こえなかったの？」


　同じ時、炅も黄河の河岸にいて、共工に取り憑かれたのだ。彼は刺客に拾われ、家族の温もりも知らず、ただ、殺しの技わざだけを叩たたき込まれて育った。晄の育ての父母を殺したのは炅だ。


　彼も父と兄に拾われ、自分と一いつ緒しよに育っていたら──と、そう思わずにはいられない。


「残念ながら」


　舜は小さく頭を振った。


「僕が炅君も見つけていたら、今いま頃ごろはどこか小さな里で、お父さんとお母さんと、みんなで賑にぎやかに暮らしていたかもしれませんね」


　取り返しのつかない過去を惜おしんでも仕方がない。たとえ炅を一緒に拾ったとしても、刺客は南庚の御み子こを狙ねらい、章玄は共工を蘇らせるために謀はかりごとを巡めぐらせただろう。状じよう況きようは今と大して変わらず、父母が生き延びたかどうかもわからない。


（でも、少なくとも晄ちゃんがあの子の生おい立ちを思って、心を痛めることはなかったのでしょうね）


　舜は晄を不ふ憫びんに思ったが、口には出さなかった。








「……やっぱ、俺は陸地が好きだ……」


　舜や煒白に抱かかえられながら、晄は青あお息いき吐と息いきで舟から下りた。しばらく、ぜいぜいと荒あらい息をつき、やがて「よし、復活！」と顔を上げる。


「何にも襲おそって来なかったね」


　月明かりを頼たよりに黒い川面に目を凝らすが、長江は静まり返り妖の息づかい一つ聞こえない。


「こんなに静かだと、かえって不気味ですねぇ」


　桟さん橋ばしを足早に歩きながら、舜も辺りを見回す。


　黄石港には、巨きよ大だいな楼ろう船せんから小さな丸木舟まで、何隻せきもの船が係留してあった。商船らしき船の船せん橋きようには、荷物の見張りを務めているのか、奴婢の影かげも見えたが、それ以外に人の気配はない。


『あれが運うん搬ぱん船だと思う』


　やがて、煒白が前方の船着き場を指差した。晄にはちらちらと松明たいまつの明かりが見えるだけだが、彼には、船の形状も積み荷も昼と同じように見えるし、船内の人の話し声も聞こえるのだ。


　晄たちは、物陰に身を隠かくしながら、少しずつその明かりに近づいた。川岸に半ば乗り上げている小舟の陰から、周辺の様子を窺うかがう。


　船着き場に、五隻の大型船が等とう間かん隔かくに並んでいた。船腹から出ている艪は片かた舷げん十本ある。


　船と船は太い綱で結ばれているようだ。船着き場にも船内にも松明を持った兵が立ち、油断なく周囲に目を配っている。


『各船とも奴ぬ婢ひ、盤龍城の兵らしき人間が三十名、船内に閉じこめられている。見張りの黄国兵は船内に八人。外に五人』


　煒白が耳をそばだてて、船の気配を探さぐる。


「見張りの兵は何とかなりそうだけど」


　問題は移動手段だ。嵩純の話では、銅を積んだ船を黄石港から盤龍城まで遡さかのぼらせるには、通常は丸二日はかかるという。


「鳴蛇に幻げん術じゆつをかけて船を引っ張らせるとか、でなきゃ、鳴蛇を眠ねむらせて、汪李に船を引っ張ってもらうとか。汪李は鸞の術に耐たえられるでしょ？」


『長江中の水妖に術をかけるのは無理です。術がかかるのはこの光が届く場所に限られますから。たとえ、やって来る水妖に次々と術をかけたにしても、おそらく鳴蛇の王には効かないでしょうし』


　鸞は手の上の小さな月に目を落とす。


「鳴蛇の王──。鳴蛇にも王がいるんだ」


『鳴めい蛇だは化か蛇だと違ちがってみな同じ大きさをしていますが、やはり並外れた力を持つものが王になるそうです』


「そうなの……。知らなかった」


　晄は、汪李に目をやった。彼は気配を消してひっそりと腕うで輪わのふりをしている。


『やはり、人間が漕こぐしかない。暗くなると同時に鸞の幻術で敵兵を操あやつり、交こう替たいで奴婢とともに兵にも全力で船を漕がせて、一晩で盤龍城へ戻る。これだけ人数がいれば間に合う』


　煒白が言った。


「万が一、途と中ちゆうで夜が明ける場合のことを想定しなくてはなりませんね」


　舜は不安そうだ。


『昼でもわたしの術が効いていればいいのですが』


　鸞は済まなそうに目を伏ふせる。


「前に、陝邑が瘴しよう気きに覆おおわれた時、鳳は幻術が使えたよね」


『瘴気は陰いんの気が凝ったものですから、あの時は時刻は昼でも、気は夜に近かったのです』


「昼に陰の気ですか……。さて、どうしたもんでしょうかねぇ」


　舜は腕を組んで、「ふーむ」と唸うなった。








「陝邑侯こう──」


　夜明け前、煒白に乗って盤龍城の西の雑木林に戻もどると、薬売りの老人が駆かけ寄って来た。


「紫央!?」


　晄は急いで汪李の背から下りる。


「どうだった？　杏玲母さんは見つかった？」


「それをお知らせしようと、お待ちしておりました」


　急せき込んで言いながら、紫央はいつもの青年の姿に変へん化げした。


「杏玲様を見つけました。湖の対岸、ここから二刻ほど歩いた所に庵いおりを結んでいらっしゃいましたが──」


　一いつ瞬しゆん、歓かん声せいを上げかけた晄たちだったが、紫央の険しい表情にハッと息を呑のむ。


「無事じゃなかったの？　病気とか？」


　晄の心臓が早はや鐘がねのように鳴る。


「いいえ、お元気でいらっしゃいます。けれど、炅が──馮夷城の地下で水を操っていた少年が一緒にいました」


「噓うそ──!?」


　顔から血の気が引いていくのが自分でもわかった。


「けれど、囚とらわれているわけではありません。一緒に暮らしているような雰ふん囲い気きでした。おおかた炅が杏玲様に取り入ったのでしょうが──」


「お妃きさき様に自覚はなくても、実質的には人ひと質じちに取られたも同じです」


　舜はそう言って唇くちびるを嚙かむ。


『長江の水すい妖ようがなりを潜ひそめているわけです。きっと杏玲様を切り札に、何かを仕し掛かける作戦があるのでしょう』


　鸞は手の中の月を消し、湖の方角に目を向ける。


「助けなきゃ──」


　駆け出しそうになった晄を、『慌あわてるな』と、小蛇姿の汪李が止めた。


『どうやって助け出すつもりだ。あやつはそうやってお前が懐ふところに飛び込んで来るのを待っているのかもしれぬぞ』


「下手へたに行動を起こせば、かえってお妃様を危険にさらすことになりますよ」


　舜もうなずいた。


　半ば共工の分身となった炅は、号令一つで鳴蛇を動かせるし、水を自在に操り武器とすることもできる。杏玲の命は炅の手の中だ。


「でも……」


　一目でいいから会いたい。顔を見たい、声を聞きたい。このまま、炅が仕掛けて来るまでおとなしく待ってなんかいられない。


「様子を探るだけでいいんだ。お願い、紫央、案内して」


　震ふるえる拳こぶしを握にぎり、晄は顔を上げた。








「あの庵です」


　枝いっぱいに花をつけた梅に半ば隠れるようにして、紫央は前方の家を指差した。湖こ畔はんを巡る間に夜が明け、簡素だがよく手入れの行き届いている茅かや葺ぶきの屋根を、昇のぼったばかりの朝日が照らしている。


『炅以外に女が二人──。一人は厨くりやで食事の支し度たくをしている。その者が茜という侍じ女じよだろう。杏玲は炅と談だん笑しようしている』


　煒白が庵の中の物音に耳を澄すます。


『杏玲も侍女も、炅の正体をまったく疑ってねーのか……ま、しょーがねえけどさ。彼女たちが警けい戒かいしてるのは、王都から差し向けられる刺し客かくだもんな。我が子が共工の気に取り憑つかれてることも、炅が晄の命を狙ってることも知らねーんだし』


　鳳が言った。


「炅君をおびき寄せて、隙すきを見て杏玲様たちを救い出せればいいんですが、いろいろ装備が足りませんね」


　舜は、懐に隠し持って来た珮はいや銅鏡などの呪じゆ具ぐに手をやる。


『水底に、鳴蛇が数匹ひき、庵を見張っている。我らの接近にも気づいているようだ。襲おそって来るつもりはないようだが──』


　小こ蛇へび姿で晄の腕に巻きついている汪李が、首をもたげて盤龍湖を眺ながめた。


『チャウを先に突とつ入にゆうさせて、杏玲たちの盾たてになってもらうか？　でも、炅に水の蛇をぶつけられちまうかなー』


「いずれにしても、黄石港に囚われている方々を先に助け出した方がいいでしょうね。でないと、今度はあの人たちが人質にされてしまいます」


　舜と妖あやかしたちは、杏玲を救出する手立てを相談し始めたが、晄には彼らの会話に加わる余よ裕ゆうがなかった。


（杏玲母さん……）


　高鳴る心臓をなだめながら、杏玲が出て来ないかと、じっと庵を見つめていた。


　一方、庵では──。


「炅さん、どうかしましたか？」


　それまで他愛たわいのない話に興じていた炅が、突とつ然ぜん黙だまってしまったのを見て、杏玲は訝いぶかった。


「獣けものが数匹、近くをうろうろしてるみたいです。蛇と馬と鳥と……」


　炅は窓の外を見やり、クスクス笑うと「ちょっと見てきます」と、立ち上がる。


『気づかれた』


　煒白が晄を背にして身構えた。


　やがて表口に炅の姿が現れる。彼は薄うすい笑えみを浮うかべたまま、まっすぐに晄を見つめ、躊ちゆう躇ちよなく近づいて来た。


「炅……」


　固かた唾ずを呑んで、晄は彼を見つめ返す。


「来たね。夕べの薬売りは、やっぱり君の手下だったんだ。人間だとばっかり思ってたけど」


　炅は、煒白との間合いを十分に取って立ち止まると、紫央にちらりと視線を走らせる。彼の変化は完かん璧ぺきだが、右目の眼帯だけはごまかしようがない。


「杏玲母さんを、どうするつもりだ」


　晄は、冷静でいようと努力したが、絞しぼり出した声は震えていた。


「母さんね……」


　クス──と、炅は小さく笑い、


「決まってるじゃない。君と戦う時に取り引きの材料にさせてもらうよ。言うことをきかなけりゃ、杏玲を殺すぞってね。まあ、それが今でも構わないんだけど」


　炅は片方の手を高く掲かかげた。途と端たんに、盤龍湖の湖面がザワリとうごめく。湖から、鳴蛇の殺気が痛いほど叩たたきつけてきた。一言命令を下すだけで、付近の水妖が杏玲にも晄にも一いつ斉せいに襲いかかると、炅は無言で脅おどしているのだ。


「けど、今は止やめといてあげる。僕が一人で楽しんじゃうと、鳴蛇王が怒おこるから──」


　彼は掲げた手を下ろした。すっと盤龍湖の水面が静まった。同時に鳴蛇の殺気も消える。


『鳴蛇王？』


　腕に巻きついていた汪李が、ピクリと身じろぎした。


「そうだよ。鳴蛇王は共工が蘇よみがえることを心待ちにしてるけど、化か蛇だを自分の手で倒たおすのも楽しみにしてるんだ。彼の方が、僕よりもずっと共工とのつき合いが長いからね。その気持ちは大事にしてあげなくちゃ」


　炅はそう言って肩かたをすくめた。


「それにね、僕もこの家の暮らしが結構気に入っててね、今ここで終わらせるのはもったいないと思ってるんだ」


　彼は意味ありげに笑ってみせた。


「杏玲母さんに、何かしたのか」


　晄は思わず一歩踏ふみ出る。


「別にまだ何もしてやしないよ。ただ、あの女、僕のことを黄河に流した我が子だと思っているらしいんだ」


「え──？」


　晄が愕がく然ぜんと目を瞠みはるのを見て、炅は嬉うれしそうな笑みを浮かべた。


「別に、僕が騙だましたわけじゃないよ。ただ、十七年前に黄河で拾われたって言っただけさ。そしたら、彼女の方からずっとここにいていいって」


「そんな……」


　晄の頭がカッと熱くなった。腹の底に熱い塊かたまりが生まれ、どろどろと渦うず巻まいてせり上がって来る。衝しよう動どう的に炅につかみかかりたくなるのを、晄は必死で抑おさえた。


「母親っていいもんだね。僕は、男ばかりの中で育ったから、女の人に面めん倒どう見てもらったことなくてさ。怪け我がしたって、具合が悪くたって、優やさしい声一つかけてもらったことなかった。でも、彼女、ほんといい感じ。おっとりとして穏おだやかだし、優しいし、細々と世話を焼いてくるけど、それって、僕のこと心配して言ってくれるんだよね。野菜も食べなさいとか、夕べは、僕が魚は食べにくいって言ったら、骨を取ってくれたよ」


　晄は目を見開いたまま声もなく、炅はそんな晄の様子を愉ゆ快かいそうに見ながら語った。


『この──』


　鳳がギリッと歯がみする。


「共工を復活させるのも面おも白しろそうだけど、このままここでのんびり暮らすのも悪くないかな」


　炅は真ま面じ目めな顔を作り、大おお仰ぎように首を傾かしげてみせたが、次の瞬しゆん間かんには「なんてね」と、意地悪そうな笑顔に戻もどる。


「そんなわけで、今日のところは見み逃のがしてあげる。だから早く行きなよ。こんなとこ彼女に見つかって一波乱巻き起こったら、彼女を殺さなきゃならないからね」


　炅は、杏玲が外へ出て来る気配に気づいてそう言ったのだが、晄は気づかない。


「杏玲母さんに手を出したら……許さない」


　晄は絞るような声で言った。その時──。


「炅さん」


　と、杏玲が表口に姿を現した。


　晄はハッと彼女に視線を移す。途端にドクンと心臓が大きく鳴った。


「どうしたのです？　なかなか戻って来ないので──」


　杏玲は、炅と対たい峙じする晄たちに気づき、「そちらの方々は？」と訝しげな視線を投げかける。


　晄は答えることができなかった。口がからからに渇かわき、声が出せなかった。ドクドクと鼓こ動どうがうるさく、ひどく暑かった。


　彼女は、豊かな黒くろ髪かみを結ゆい上げ、萌もえ葱ぎ色の袿うちぎを着ていた。紫央が晄に似ているのは、杏玲に似た顔の人ひと形がたを得たからだと言っていたが、確かに彼女は自分に似ているかもしれない。


（母さん──！）


　大声で呼んで駆かけ寄りたかった。けれど、それをすれば彼女の命が危あやうくなる。


「こちらは陝邑侯こうにございます。この度たび、盤龍城の警護を命ぜられ、付近を見回っているところです」


　代わりに答えたのは舜だった。何でもないように、いつものほんわりとした笑みを杏玲に向ける。


「…………それは、御ご苦く労ろう様さまです」


　杏玲は大きな目を瞬またたいた。


「お邪じや魔ましました。さ、行きましょう」


　舜は晄を促うながし、踵きびすを返す。


　その背に、「あの──」と杏玲が声をかけた。


「何か？」


　舜は肩かた越ごしに振ふり返った。


　しばらく杏玲は舜を見つめていたが、


「いいえ、何でも」


　やがてそう言って拝礼し、晄たちを見送る。


　舜に背中を押され、重い足を踏み出した晄だが、とうとう耐たえきれずに後ろを振り向いた。


　杏玲と炅とが、寄り添そうようにして庵いおりの戸口をくぐるところだった。


　炅は、それまで見たことのないような、穏やかな微び笑しようを浮かべていた。その笑みに応こたえるように杏玲もまた笑っている。


（母さん──）


　晄の心臓がギュッと縮み、腹の底の塊が痛みを伴ともなって、喉のど元もとに迫せまって来た。


（俺だよ、母さん。黄河に流したのは炅じゃなくて、この俺なんだよ！）


　心の中で叫さけぶ。けれど、その声が杏玲に届くはずもない。彼女は晄の視線に気づかず、そのまま炅とともに庵の中に入ってしまった。


（……あなたが産んだのは、俺なのに……）


　胸がちぎれるような思いで、晄は彼女が消えた戸口から視線を引き離はなした。足が鉛なまりのように重かった。目の奥が熱く、呼吸が苦しかった。


「よく我が慢まんしましたね……」


　隣となりを歩きながら、舜が晄の肩を抱だいて引き寄せた。


　途端に、両眼からどっと涙なみだが溢あふれてきた。


（母さん、母さん、母さん………）


　なぜ、こんなにも悲しいのか、晄には自分の涙の理由がわからなかった。人ひと質じちにされた杏玲が心配でならないし、炅が自分になりすましていることにも憤いきどおっていた。けれど、そんなことで泣くはずはない。


　晄は、わけのわからない感情に振り回されてどうすることもできず、時折拳こぶしで頰ほおを拭ぬぐいながら、とぼとぼと盤龍城へ戻った。





「さっきの人たちの中に、知ってる人がいたんですか？」


　居間に戻った炅は、杏玲に尋たずねた。


「いいえ。なぜ？」


　杏玲は、怪け訝げんそうな笑えみを浮かべて問い返す。


「だって……、のっぽの工人風の男に声をかけたから」


「昔の知り合いに似ているような気がしたのですよ。でも、そんなことあり得ませんもの。きっと、わたくしの勘かん違ちがいでしょう」


　彼女はそう言って、少し寂さびしげな笑みを浮かべ、窓の外に目をやった。そこには湖こ畔はん沿いの道を歩く晄たちの小さな後ろ姿があった。


（まさか、気づいたのか──？）


　炅は眉まゆを寄せて、杏玲の表情を窺うかがう。


　晄と杏玲は面おも立だちがよく似ている。杏玲は、晄が我が子だと気づいて、それを舜に確かめようとしたのではないだろうか。


　晄と自分が生まれた時に、舜は六歳で、それまでは嬉氏の館やかたにいたという。杏玲が南庚に嫁とついでからも、度たび々たび里帰りしていれば、彼女と舜とは顔を合わせる機会があっただろう。あるいは、舜の中に我が子を拾った尭の面おも影かげを見つけたのかもしれない。


（何を心配しているんだ、僕は……）


　妙みような不安にかられている自分に気がついて、炅は、一層眉み間けんの皺しわを深くした。


（我が子だと気づいたところで、今さらどうってことないじゃないか）


　計画に一いつ切さいの支障はない。だから、昨夜の隻せき眼がんの薬売りを見逃したのだ。


（この女が僕から逃にげようとしたら、計画を実行に移せばいいんだから）


　と、自分に言い聞かせるが、不安と焦あせりで炅は惑わく乱らんする。


　その時、「朝あさ餉げができましたよ」と、茜が膳ぜんを運んで来た。膳には米の飯に青菜の和あえ物、焼き魚が載のっている。


「あらあら、また炅さんの苦手な魚ですね」


　杏玲は席に座り直すと、炅が何も言わない先から器うつわを取って、骨を取り始めた。


「お野菜もちゃんと食べるのですよ」


　魚の器を差し出した杏玲は、今までと同じ優しげな笑みを浮うかべていた。その笑顔を見て、炅の肩かたからすっと力が抜ぬけた。なぜこんなことで安あん堵どするのか、それもまた炅には不思議でならなかった。








「遅おそかったじゃないの！　明るくなっても戻って来ないから、すごーく心配してたのよ！」


　盤龍城の兵舎に戻ると、莉由が部屋から駆け出して来て、晄に飛びついた。


「鳴めい蛇だとか襲おそって来なかった？　舟ふねは怖こわくなかった？　危ない目に遭あわなかった？　まさか、溺おぼれたりしなかったでしょうね」


　矢や継つぎ早にそう尋ね、「濡ぬれてもいないし、怪我もないようね」と、晄の身体からだをくまなく確かめる。


「どうしたの？　何かあった？」


　暗い表情で、されるがままに突つっ立っている晄を見て、莉由は柳りゆう眉びをひそめた。


「実は、杏玲様に会ったんですけどね──」


　莉由が兵舎の厨くりやを借りて作ったという朝食を食べながら、舜は今朝のできごとを語った。


「まあ、そんなことが……」


　莉由は痛ましげに晄を見つめる。


「元気出して、晄ちゃん。炅は杏玲様には手を出さないわよ、大事な人質なんだもの。運うん搬ぱん船の件が片付いたら、助けに行って、俺が南庚の子だって名乗ればいいのよ」


「うん……」


　莉由の言う通りだとわかってはいるが、晄の腹の中の熱い塊かたまりはなかなか消えない。


「少しは食べて。食べないと力も出ないわよ。お魚の骨、取ってあげようか？」


　匙さじを持ったままうつむく晄に、莉由は細々と世話を焼く。


（杏玲母さんも、炅のために魚の骨を取ってあげたって言ってたっけ……）


　せっせと魚の骨を外す莉由を、晄はぼんやりと見つめた。我が家では当たり前になっているが、普ふ通つうは母親が幼い子どものためにすることだ。


　莉由の姿に杏玲を重ね、晄は一層切なくなる。


「薺なずなのお汁しるよ。あったかいうちに召めし上がれ。晄ちゃん、好きでしょう？」


　食しよく欲よくはまったくなかったが、莉由が心配げな顔で勧すすめるので、晄は仕方なく椀わんを口に運んだ。


「おいしい──」


　途と端たんに、自分がひどく空腹だったことに気づく。寒さで凍こごえていた体に温かさが浸しみた。


「母さんもよくこれを作ってくれたよね……」


　汁の味が、育ての母を思い出させた。腹の中で渦うず巻まいていた塊が少しだけほぐれた。


「御ご飯はん食べたら、お兄ちゃんと一いつ緒しよに少し眠ねむったら？　どうせ、今夜も寝ねられないんでしょ」


　莉由は言った。


「そうですね、今日は久しぶりに僕が添い寝してあげますよ」


　舜が嬉うれしそうに微笑み、『そ、それは我が──』と、小こ蛇へび姿の汪李がガバッと首を上げた。しかし、「何か文句でも？」と、莉由に睨にらまれ、汪李はすごすごと首を引っ込める。


　食事が済むと、莉由が夜具を延べて、晄と舜は枕まくらを並べて横になった。チャウも『ぼくもねんねー』と、一緒に丸くなる。汪李は晄の腹の上でとぐろを巻いた。何だか不ふ機き嫌げんそうだ。


「お母さんがよく歌ってた子こ守もり歌うた、晄ちゃん、覚えてる？」


　莉由が晄の枕まくら元もとに座り、柔やわらかな旋せん律りつを口ずさんだ。


「うん……。俺、かなり大きくなるまで、母さんに添い寝されてたもんね」


　──母親っていいもんだね。


　懐なつかしい子守歌に耳を傾かたむけながら、晄は炅の言葉を思い出す。


　──怪け我がしたって、具合が悪くたって、優やさしい声一つかけてもらったことなかった。


　晄が母親の子守歌を聞いていた時、炅は膝ひざを抱かかえて独りで眠ったのだろう。晄が父や兄の真ま似ねをして泥どろ団子をこねて遊んでいた時に、彼は人を殺す技わざを教えられ、晄が母と花を摘つんで香かおりを楽しんでいた時に、炅は血の臭においを嗅かいでいたに違ちがいない。


（俺は我が儘ままだ。父さんと母さんに育てられて、舜兄と莉姉がいて、まだ杏玲母さんを独どく占せんしたがってる）


　別れ際ぎわの炅は、本当に穏おだやかな顔をしていた。


（杏玲母さんと暮らすことで、炅の気持ちが少しでも安らぐなら……）


　胸がチリ──と痛んだ。腹の底に押し込めた塊がまた熱を持ち始める。


　炅を救いたいと、ずっと思っていた。共工を祓はらうだけではなく、人として当たり前の暮らしをさせてやりたいと願っていた。その気持ちは今でも変わらない。


（炅が俺を憎にくむことを止やめて、共工の復活を望まなくなれば、それが一番いいんだから、今は俺が我慢しなきゃ……）


　晄は繰くり返し自分自身に言い聞かせるが、腹の底の熱い塊はなかなか収まってくれなかった。








『湖を探さぐってくる』


　晄がまどろみ始めると、汪李は小さな化か蛇だの姿をとった。鳴蛇王の所在が気になっていた。


『はやまるんじゃねーよ』


　鳳の声を背中で聞きながら、汪李は兵舎の窓を飛び立った。


　黄国の降こう伏ふく勧かん告こくのせいか、湖には漁師の網あみも仕し掛かけられず、湖畔の畑にも人の姿はなかった。


　手前の船着き場で盤龍城の兵が軍船の整備をしていたが、日に向かって飛ぶ小さな化蛇は目に入らない様子だ。


　汪李は遥はるか上空から湖を見下ろしながら、鳴蛇の気配を探る。彼らは湖底に身を潜ひそめ、目だけで汪李を追っていた。


　汪李は、鳴蛇の群れの中に目を凝こらし、王を捜さがした。しかし、彼の気配はない。鳴蛇の成体はみな同じ大きさをしているが、かつて分身のようにともに暮らした彼の気配を汪李が捉とらえ損そこなうはずはなかった。


（どこにいて、何を企たくらんでいる）


　今朝、炅があの場で決戦に臨のぞまなかったのも、今、水底にいる鳴蛇が襲って来ないのも、汪李を確実に仕留めるために、鳴蛇王が何か策略を巡めぐらしているということだ。


　彼は、平素は沈ちん着ちやく冷静だが、一度怒いかり出せば一切の容よう赦しやをしない。また彼は、鳴蛇の中でも絶大な膂りよ力りよくと飛ひ翔しよう速度を誇ほこり、一呼吸で十里四方の大地を涸からす灼しやく熱ねつの呼気を持つ。彼と盤龍城内で戦うことはできない。


　汪李は湖を一周して鳴蛇王の不在を確かめると、代々の盤龍城主が葬ほうむられているという島に降りた。人ひと形がたに変へん化げし、雑木林の中を歩いてみる。驚おどろいた小動物や雑ぞう妖ようが足元から飛び出して逃げていったが、島には凶きよう暴ぼうな獣けものも化蛇に敵意を持つ妖あやかしも棲すんでいないようだ。


　周囲十五里ほどの島の探たん索さくを終えると、汪李は人形のまま島の西岸、蘆ろ笙しよう柱ちゆうの立つ壇だんの前に出た。湖を隔へだてて正面には兵舎があり、外城の楼ろう台だいには歩ほ哨しようの姿も見えたが、雑木林の中の汪李には気づいていない。


　汪李は、蘆笙柱の頂に留まる木き彫ぼりの鳥を見上げた。


　蘆笙柱の鳥は、なぜか禹の最さい期ごを思い出させた。


　汪李は曖昧な記憶をたぐり寄せる。


　三苗族の民たみは鳥を崇あがめていると煒白や鳳が言っていた。蚩尤の処しよ刑けいの後、神々が和わ睦ぼくの証あかしとして鳥を遣つかわし、蚩尤の末まつ裔えいである三苗族に稲いな穂ほを与あたえたのだ。蘆笙柱の鳥が朝日が昇のぼる方を向いているのは、稲いねを育てる力の源を太陽に求めたのだろう。


　けれど、三苗族は再び共工に与くみし、和議の申し入れにも応じなかった。


　天の恵めぐみを得た三苗族が、なぜ逆臣である共工についたのか、あの禹がなぜ三苗族の追放を決意したのか、汪李にはわからない。


　ただ、禹は死の間際まで、三苗族の民の行く末を案じていたことだけは憶えている。


（世の変転を見守るには、人の命は短すぎる）


　彼を看み取とった時のことを思い出して、汪李は蘆笙柱を見上げたまま、浅い溜ため息をついた。


　ふと、艪ろを漕こぐ水音を聞き、汪李は湖面に視線を移した。盤龍城から一艘そうの小こ舟ぶねが近づいて来る。乗っているのは士烈だった。


　汪李は身を隠かくそうと思って止めた。士烈が、汪李の姿を認めてもさほど動どう揺ようした様子を見せなかったからだ。自分の正体を知っているのなら、いつ誰だれからそれを聞いたのか突き止めなければならない。


「美しいな」


　舟を下り、綱つなを杭くいに絡からませた士烈は、汪李の前に立つと表情も変えずに一言そう言った。


『この銀の髪かみと黄こ金がね色いろの眼めを見て、なぜ驚かぬ』


　汪李は尋たずねた。


「いや、かなり驚いている。神の化け身しんにしては品がないな。妖の変化か？」


　士烈は、舐なめるように汪李を眺ながめ回した。彼は、汪李の正体を知っていたわけではなく、単に感情が表に出にくいだけだったらしい。
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『下品で悪かったな』


　さっさと逃にげればよかったと、汪李は悔くやんだ。人間と話をするのは面めん倒どうくさい。


「そなた、なぜここにいる。我が先祖の墓に何か用でもあるのか？」


『別に、墓に用事があるわけではない。お前こそ、何をしに来た？』


「蘆笙柱を見に来たのだが──。そなた、もしや鳴めい蛇だか？」


『いや、そうではないが……』


　汪李は言葉を濁にごす。どうせ明日の夜、運搬船の奪だつ還かんの時には、正体をさらすことになるのだろうが、今ここで安易に打ち明けるのは躊躇ためらわれた。


「この辺りには数多くの鳴蛇が棲んでいるのだが、鳴蛇は鳥が嫌きらいなのだ。知っていたか？」


　蘆笙柱を見上げ、彼はそう言った。


『いや、初めて聞いた』


　汪李は軽く瞠どう目もくした。鳴蛇とは何千年もともに過ごしたが、鳥が嫌いだったろうか。


「禹王が亡なくなった時、その死を悼いたんだ神々は、天界の鳥を遣わして田を耕させたという」


　士烈のその言葉で、汪李の失われた記憶が徐々に蘇ってくる。禹が三苗族との和解を望み、果たせずして死んだことを神々は憐あわれに思い、稲穂を授けた時と同じく鳳皇を遣わして、三苗族の懐柔を図ったのだ。


「鳥は三苗族の神の象しよう徴ちようだ。その鳥が自分たちの国を滅ほろぼした禹王の死を悼むのを見て、三苗族は戦うことを止め、ある者は夏に従い、ある者は土地を捨てたのだそうだ」


　士烈は汪李に視線を移した。感情の読めない細い眼が、汪李をじっと見つめる。


「共工が女媧に戦いを挑いどんだ時、鳴蛇王は化蛇の王に参戦を願ったそうだ。しかし、化蛇の王は面倒だと、空そら寝ねを決め込んだという。よくよく化蛇の王は怠たい惰だな性分だったらしい」


『ほう──』


　汪李は初耳だというようなふりをして、士烈に相づちを打った。


「鳴蛇の王は、化蛇の王が争いを好まないことを知っていたのか、その後の五帝時代に共工が戦いくさを起こした時にも、化蛇の空寝を黙もく認にんしていたそうだ。ともに戦わなくとも、鳴蛇は化蛇を信じていたのだな」


　汪李は、かつての自分と鳴蛇王との関かかわりを思い起こす。


　鳴蛇王とは、この世に生を得た時からともに在った。同じ河か川せんで泳ぎ、同じ水底で眠ねむった。雨を降らせる化蛇と旱ひでりを起こす鳴蛇は、そばにいることで自然界の均きん衡こうを保っていた。


　汪李は鳴蛇に対して、仲間だとか近きん縁えんの種族だとかそんな認にん識しきはしていなかった。もっと本質的なところで結びついていたように思う。


「しかし、化蛇の王は、突とつ然ぜん敵将の禹王に従った。化蛇が禹王についたために、共工は戦に負けた。黄帝の時代からともに戦ってきた三苗族も禹王に屈くつし、鳥が彼の死を悼むのを見て国を捨てた。残されたのは鳴蛇だ。鳴蛇が鳥を嫌うのも無理はあるまい」


　士烈は再び蘆笙柱の鳥を見上げた。


「争いを好まぬはずの化蛇は、なぜ、禹王に従ったのだろうか」


　目を鳥に据すえたまま、士烈は独り言のように呟つぶやいた。


『断れぬ事情があったのではないか』


　戦が嫌いだったからこそ──と、汪李は思い出す。早くこの馬ば鹿か馬鹿しい騒そう動どうが収まればいいと思っていた。戦を終わらせるには、炎えん招しよう戈かを禹に託たくすしかなく、その炎を消せるのは化蛇の王しかいないと、黄帝にしつこく口説かれた。


　渋しぶ々しぶ禹に会って、そして、断れなくなってしまった。


　成湯に会った時も、晄に会った時もそうだった。この三人はよく似ている。同じ魂たましいが還かえって炎招戈の使い手になると言っていた火神祝融の言葉は、あながち噓うそではないかもしれない。


「鳴蛇よりも、禹王が大切だと思ったのか？」


　士烈の問いに、汪李は眉まゆをひそめた。


『なぜ、お前がそれを我に訊きくのだ』


「我が家は代々の盤龍城主だ。鳴蛇の棲むこの湖の畔ほとりに住み、鳴蛇と化か蛇だの言い伝えを子こ守もり歌うた代わりに聞いて育った。幼い頃ころから、不思議でならなかったのだ。心こころ惹ひかれる人間に出会ったからといって、同どう胞ほうを裏切れるものだろうかと……。鳴蛇の王は、化蛇の王を信しん頼らいしていたのに──」


　士烈の言葉が、汪李の心に突つき刺ささる。


『我がそのようなことを知るか』


　耐たえきれず、汪李は士烈から視線をそらした。


「妖は人間と心を交かわすことで人形に変化できるようになると聞く。人形を得たお前なら、化蛇の気持ちがわかるのではないかと思って尋ねたが、気を悪くしたのなら謝ろう」


　士烈は薄うすい笑えみを浮うかべると、「おや、もう午ひるだ」と日を仰あおぎ、舟ふねに乗り込んだ。


「また会おう」


　彼はそう言って、艪をこぎ始めたが、汪李は返事をしなかった。


　──鳴蛇よりも、禹王が大切だと思ったのか？


　去って行く士烈の背を見送りながら、汪李は彼の言葉を反はん芻すうする。


（どちらが大切かなど、そんなことを比べて禹を選んだのではない……）


　自分でなければ、禹を護まもれなかったからだ。


　共工を倒たおせば、河川に平和が戻もどる。いつかまた、化蛇と鳴蛇がともに在る日が来るだろうと、僅わずかな希望を抱いだいて禹に仕えることを決断した。けれど、禹は共工を倒せなかった。そして、成湯もまた──。南巣では、数多くの鳴蛇を手にかけた。もう鳴蛇との溝みぞは埋うまらないだろう。


（鳴蛇は鳥を嫌うか……。我もこの鳥は好かぬがな）


　汪李は蘆笙柱を見上げた。蘆笙柱の鳥は汪李に禹の死を思い起こさせ、鳴蛇にとっては裏切りの象徴だ。三苗族にとっては、天の恵みを得た証であると同時に、国を失う契けい機きにもなっている。


（禹も、三苗族も、神々の戦になど関わらねばよかったのだ）


　稲穂を授さずかった時点で、三苗族は祖先神の怨うらみを忘れるべきだった。なぜ、天の恵みを得ておきながら、共工に与したのか──。


　汪李は、やるせない思いで、蚩尤の血を吸ったという楓ふう香こう樹じゆの柱に指を這はわせた。ふと、微かすかな痛みを感じて手を離はなす。楓香樹に触ふれた指に、小さな棘とげが刺さっていた。


（妙みようだな）


　強きよう靭じんな化蛇の肌はだを傷つけられるのは、炎招戈の刃やいば以外にはないはずだった。


（蚩尤の怨おん念ねんか？）


　フンと汪李は冷れい笑しようし、小さな化蛇の姿をとると、晄の待つ盤龍城へと戻って行った。




　四　夜と昼のはざまに







「舜兄、これは？」


　晄は、目を瞬またたいた。


　人ひと形がたの鳳が、青銅の鎖くさりを胴どうに巻いて座っていた。鎖の両りよう端たんには、拳こぶし大の錘おもりがついている。錘は人の頭部の形をしているが、いつものびっくりまなこの意い匠しようではなく、目を伏ふせ、口はへの字に曲がっていて、何とも物もの寂さびしい表情をしていた。


「陰いんの気増ぞう幅ふく装置です」


　舜はほんわりと笑い、二つの錘を人形の汪李に持たせる。


「以前、桃林で蜂はち鳥どりを眠らせる時に、簋きを使って汪李さんが発する陰の気を増幅したの、憶えてます？　あれの改良版で、鎖形の物を作ってみたんですよ。たまたま鎖と錘を持ってきていたので、盤龍城の工こう房ぼうを借りて即そつ行こうでつなげてみました。うまくいけば、運うん搬ぱん船を奪うばい返す時に夜が明けてしまっても、鳳君が幻げん術じゆつを使えるでしょう？」


『何で、わざわざ鎖形なんだ。簋で十分じゃないか』


「簋だと、ひよこ姿でなければ乗っていられないでしょ。ひよこじゃ幻まぼろしを紡つむぐ月が作れないじゃないですか」


『いや、できるから。ひよこのまんまでも、おれは槍やりを出せるし、鸞は幻術が使えるんだよ』


「ええっ。そうだったんですか!?」


　それには舜ばかりでなく、晄や莉由、煒白、鐘を持っている汪李も驚おどろいた。


「知らなかった……」


　しかし、あの姿では、槍を投げてもどれだけの飛ひ距きよ離りが出るのか──。


「それに、こちらの方が増幅率が高いんです。とにかくやってみてください」


『鸞、いいか？』


　鳳は自分の中にいる、もう一人の妖あやかしに呼びかけ、手の平を向き合わせた。その手の中に、淡あわく輝かがやく小さな月が生まれる。月から光の粒つぶがこぼれ、兵舎の狭せまい部屋に満ちた。


『ねむ～』


　チャウが前ぜん肢しを伸のばして大きなあくびをしたかと思うと、ことんと床ゆかに突っ伏ぷして眠ってしまった。


「やった──」


　晄は目を輝かせた。


『いや、だめだ。眠らせるんじゃなくて、おれの命令を何でも聞くような術をかけたつもりなんだ』


　鳳は険しい顔で手の上の月に目を落とす。


「陰の気が足りないんでしょう。縛られている時間がもう少し長ければきっとできますよ」


　舜はほんわり笑って慰なぐさめたが、


『だが実際には、我はおとなしく鐘を持っていられぬ。おそらく、運搬船奪だつ還かんの最中に、鳴めい蛇だの王が襲おそって来る』


　汪李は頭かぶりを振ふった。


「その場合には、汪李さんは、何とか隙すきを見て雨を降らせてください。雨は陰の気が含ふくまれます。思いっ切り雲を厚くして、日光を遮さえぎればさらに効率よく陰の気が増幅されます」


「鳴蛇が雲を消さなきゃいいけど……」


　莉由は不安そうだ。


『おれが自力で幻術が使えるようになりゃ、一番いいんだよな』


　鳳はポリポリと頭を搔かいた。


「崑崙の鳳ほう皇おうと鸞らん鳥ちようの場合、普ふ通つうはどうなの？　鸞鳥は昼間は、眠ねむっててどうしても起きてられないもの？」


　晄は尋たずねた。


『別にそんなことはねーよ。昼でも夜でも、起きていようと思えば起きていられるぜ。力は半減するみたいだけどさ。人間が暗くなっても眠らずにいられるのと同じだ』


『鳳鸞の場合、体が一つしかないために、陰いん陽ようの交こう替たいが昼夜に対応してしまったが、理り屈くつだけ言えば、一つの体の中に陰陽の両方を内包しているのだから、昼夜を問わずに、鳳皇と鸞鳥の力を両方使うことができるはずだ』


　煒白が言葉を継つぐ。


『要は、陰陽の切り替かえがおれらの意思でできりゃいいってことだな』


　鳳は、うーむと唸うなり、


『よし、とにかく特訓あるのみ。根こん性じようだけならおれも鸞も誰だれにも負けねー。今日中にそれができるようにしてやる。汪李、つき合ってくれ』


　と、月を作る練習を始めた。


「問題は、夜が明ける時、鸞ちゃんから鳳君に入れ替わる時間です」


　鳳の特訓を見守りながら、舜は腕うでを組んだ。その時刻は彼らの体内で陰陽の均きん衡こうが釣つり合ってしまい、どちらの技わざも使えなくなる。炅が仕し掛かけて来るとしたら多分その時だ。


「夜明け前に盤龍城に到とう着ちやくできればいいんだけど」


　下船してしまえば戦いようはあるが、船の上にいる間に襲われたら、兵や奴ぬ婢ひたちを巻き込んでしまう。


（炅はきっと、杏玲母さんを使う──）


　どんな形で攻せめてくるのか見当もつかないが、いずれにしても、杏玲が炅の切り札であることは間ま違ちがいない。


　杏玲の住む庵いおりには、すでに紫央が向かっていた。彼なら、鼠ねずみか何かに変へん化げすれば、炅にも気づかれずに杏玲に近づくことができるからだ。治ち癒ゆの力を持つ紫央がそばにいれば、何かあっても杏玲が命を落とすことはない。


（必ず助けに行くから、それまで待ってて）


　晄は窓の外に目を移し、湖の対岸にいる母の姿を思い浮うかべた。








「で、どうなの？　鳳君は鸞ちゃんの技を出せるようになった？」


　夕刻、晄に鎧よろいを着せながら、莉由は鳳に尋ねた。


『それが、汪李が一緒なら何とかなるんだけどさ』


　鳳は胴に鎖を巻いたまま答えた。その鎖の端はしを汪李が握にぎっている。この状態なら幻術を使えるのだが、汪李が鎖から手を離した途と端たんに、月が作れなくなってしまうのだそうだ。


「ひたすら急ぐしかないね」


　盤龍城の水軍が盤龍湖の入り口で待機していてくれることになっていた。夜明け前に府河を抜ぬけられれば、幻術を使わなくても何とかなる。


「気をつけてね」


　心配そうな莉由に送り出され、晄たちは日暮れ前に盤龍城を発たった。


　昨日と同様、晄たちは馬に変化した煒白の背に乗り、途と中ちゆうで丸まる木き舟ぶねを使って対岸へ渡わたった。今さら、汪李の気配を隠かくしても意味はないのだが、無む駄だに長江の水すい妖ようを刺し激げきしたくなかったからだ。晄の乗った小舟が漕こぎ出しても、水妖たちの動く気配はなかった。炅の命令を待っているのだろう。


『晄、大変だ。盤龍城の兵と奴婢が別の船に乗せられている』


　川岸を走っていた煒白が、切せつ羽ぱ詰つまった声でそう言ったのは、黄石港に係留してある船せん影えいが微かすかに見えてきた時だった。


「何だって──!?」


『沖おきに一隻せきだけ停てい泊はくしている楼ろう船せんだ。盤龍城の兵と奴婢の百五十名。みな縛られている』


　奴婢と味方の兵が別の船に囚とらわれているのでは、彼らを救い出し、運搬船に分乗させる時間が加算されてしまう。


「楼船を乗っ取って、先に奴婢と兵だけでも盤龍城へ連れて行こう」


　晄は言ったが、


『艪ろの数が少ない。一晩では盤龍城へ戻もどれない』


　あの型の楼船は、百五十人も乗せたら速力が出ないという。


「今さらどうしようもありません。手はず通りいきましょう。とにかく急いで」


　舜は言った。


　船着き場では、昨夜と同様、黄国の兵が松明たいまつを手に見張りを務めていた。


　鸞は人形に変化すると、手の平を向かい合わせ、淡い光を放つ小さな月を作る。鸞はその月を片手に載のせて高く掲かかげた。月から光の粒がこぼれ始める。光の粒は風に流れる霧きりのように、広がりながらゆっくりと兵たちを取り巻いていった。


　不可思議な光の粒に、兵たちはハッと辺りを見回したが、声は上げなかった。その前に術に陥おちいったからだ。


　それを見届けると、煒白は鸞とともに小舟を操あやつり、奴婢たちが囚われている沖合の楼船に近づいた。


　煒白は、月を掲げたままの鸞を抱だきかかえて船へ跳とび乗り、楼の中へ走る。船内にいる者たちに術がかかったらしく、やがて船腹の艪が動き始め、楼船は水上を移動し始めた。


　楼船が船着き場に横付けされると、鸞に先導された奴婢や兵たちが楼から出てきた。一様にぼんやりと焦しよう点てんの定まらない目をして、のろのろと鸞の後を歩く。晄たちは手分けして兵から剣けんを取り上げ、彼らを運うん搬ぱん船に分乗させた。


　漕ぎ手を乗せ終わると、晄は鸞や舜たちとともに、先頭の運搬船の船首に立った。足が震ふるえたが、今は怖こわがっている場合ではない。


　船着き場に残った煒白が、一隻ずつ綱つなを解いては、長江の本流へと押し流す。最後の船の綱を解くと、煒白は運搬船を足場にして跳ちよう躍やくし、晄の隣となりに戻った。


『準備完かん了りようだ』


　運搬船の両りよう舷げんから十本ずつの艪が水面に伸びた。


「行こう」


　晄は川の上流、盤龍城を見み据すえて言った。


　ザッと艪が一いつ斉せいに水を搔き、五隻の運搬船は、長江の水面を全速力で遡さかのぼり始めた。
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　庵の窓の縁ふちに身をもたせかけ、炅は湖に映る下か弦げんの月を眺ながめていた。風はなく、月つき影かげは微かに揺ゆらめきながら儚はかない輝かがやきを放っていた。静かな夜だった。


　満ち足りている──。


　炅はそう思った。茜の作る食事は旨うまいし、暖かい寝ね床どこもある。何よりも杏玲の優やさしい笑えみがささくれだった自分の心を和なごませてくれる。


　このまま、ここでひっそりと朽くちていきたいと、そんな思いが脳のう裏りをかすめる。


（章玄が何て言うかな……）


　許さぬと、激げき昂こうするだろうか。または、共工の気を渡せと殺しにくるかもしれない。


（ま、一対一なら僕の方が勝つけど）


　今の炅は不死身だ。地上の水を自在に操れるし、数多あまたの水妖を従えている。章玄がいかなる呪じゆ術じゆつを使おうと負けることはない。


（となると、やっぱり勝手にしろとか言うだろうな）


　章玄は、総力をあげて晄を殺しにかかるだろう。彼は鬼方王と通じ、羌きよう人じんの望ぼう乗じようを抱かかえている。陽甲の寵ちよう姫き、梓羅々を通じて、かつて共工の側近だった妖あやかしたちを集めることもできる。


　晄が死ねば、晄に憑ついている共工の気が、こちらの意思とは無関係にすべて炅に移る。


　自分がここで米を作って暮らそうが、晄を相手に戦おうが、結果は変わらないのだ。


（つまんないの……）


　炅は窓まど枠わくに腕を置き、その上に顎あごを載のせた。


　自分に共工が憑いていることを知った時は、有う頂ちよう天てんになった。共工の力が自分のものになっていくことが、面おも白しろくて仕方なかった。世界が自分のものになったような気がした。晄をどうやって殺そうか、そればかりを考えていた。


　かつて共工の配下だった妖は、自分を軽かろんじたが、いつか共工の力をすべて手に入れたら、それらの妖を平へい伏ふくさせ、水神の化け身しんとして彼らの上に君臨してやろうと思っていた。


　しかし、所しよ詮せんは子どもが見る夢物語だった。自分はただの容いれ物に過ぎない。この湖のほとりで静かに暮らしたいというささやかな望みさえ、自分には叶かなえることができないのだ。


（死にたくたって、死ねないしさ）


　炅は溜ため息をついた。


　ふと、月影が揺れ、黒い湖面に呑のみ込まれた。


　──[image: ]殿。


　人には聞こえない声が、炅の耳に届く。


　月影があった場所に、一いつ匹ぴきの鳴めい蛇だが湖面から顔を出していた。


　──銅の運搬船が黄石港を出航した。鸞らん鳥ちようが人間に術をかけている。孺子こぞうとその兄、化か蛇だ、駮はくは船に乗っているが、雍よう和わの姿はない。


「そう」


　炅は気のない返事をした。自分でも意外なほど、晄と戦う時の高こう揚よう感かんが薄うすれている。


　──やる気がないのなら、引っ込んでいろ。今まで、お前が晄を殺したいと言うからやらせてやっていたのだ。


「へえ、僕にそんな口をきくわけ」


　炅は、手の平をその鳴蛇に向け、唇くちびるの端に薄い笑みを浮かべた。その目に禍まが々まがしい光が点ともる。ザワリと、凄すさまじい殺気が炅の全身から放射された。


　鳴蛇はおののき、後あと退ずさった。


　──予定通り、決行は夜明けだ。その気があるなら来い。


　鳴蛇は吐はき捨てるようにそう言うと、湖面から姿を消した。


「ふん」


　炅は鳴蛇の気配が遠のくのを確かめると、手の平を引っ込めた。愚おろかにも挑ちよう発はつに乗ってしまったと、苦い思いでその手に目を落とす。幼い頃ころから、自分の感情を制せい御ぎよするのは苦手だったが、共工の力が増すとともに、ますますそれが激しくなっている。心までが蝕むしばまれているらしい。


「炅さん……」


　背後から声をかけられ、炅は振ふり返った。青ざめ、震える杏玲が戸口に立っていた。


「どうしたんです？」


　炅は何でもないような笑顔を作った。


「何か、今、炅さんが別の人のように見えて……」


　炅が放った殺気を感じたのだろう、彼女は怯おびえたような目で炅を見つめたが、


「よかった、いつもの炅さんだわ」


　と、いつもの優しい笑みを取り戻す。


「何かいましたの？」


　杏玲は炅の横に立ち、湖を見回した。


「魚が跳はねていたんです。もの凄すごく大きくて、ホントびっくりした」


　先刻の殺気を、炅はそう言ってごまかす。


「この辺りの湖や川には、鳴蛇という翼つばさを持つ蛇へびのような妖がたくさんいるのですよ。それかもしれませんね。わたくしも、水の中を泳いでいる姿を何度か見ました」


「へぇ、そうなんですか。怖いなぁ」


　炅はさも初めて知ったような口ぶりで応じる。


「旱ひでりを起こすのですって。でも、大だい丈じよう夫ぶですよ。ここに住んで十七年になりますが、ひどい旱かん魃ばつもありませんでしたし、鳴蛇に襲おそわれたこともありませんから」


　杏玲は炅の傍かたわらに腰こしを下ろし、湖面に目を落とす。


「きれいな月影ね」


　柔やわらかな声だった。炅の肩かたから力が抜ぬけて、言い知れぬ安あん堵ど感かんが全身に広がる。この感覚は養父と暮らしていた時も、独りでいた時にも味わったことがない。杏玲のそばにいる時だけだ。


　そして、炅はこの感覚がとても好きだった。思わずことりと杏玲の肩に頭を寄りかからせる。


「ま──」


　杏玲は少し驚おどろいたようだったが、拒こばみはしなかった。


「大きいのに、甘えんぼさんね」


　と、小さく笑い、袿うちぎの袖そでで炅を覆おおうようにして抱き寄せた。


（このまま、ずっとこうしていたい……）


　炅は心の中で呟つぶやいた。けれど、夜が明ければ否いや応おうなしに戦いが始まる。戦いに勝って、晄が死ねば、この身は共工のものになる。負ければ、晄が杏玲を迎むかえに来るだろう。


　どちらにしても、ここの暮らしは終わりだ。


（夜明けなんか来なければいい）


　炅は本気でそう思った。





　肩に寄りかかったまま寝ね息いきを立て始めた炅を見て、杏玲は微笑ほほえんだ。


　こうしてみると、まったく普ふ通つうの少年だ。先刻の、別人のような恐おそろしい雰ふん囲い気きが噓うそのようなあどけない寝顔である。


（どんな暮らしをしていたのかしら……）


　先ほどの殺気もそうだが、彼はひどく禍々しい眼まな差ざしをしたり、冷たい笑みを浮うかべることがある。養父に育てられたと言っていたが、盗とう賊ぞくか何か、いずれにしてもあまり幸せな幼少時代ではなかったようだ。


（あなたは多分、庚ではないわね）


　一時はもしやと思い、黄河に流した赤子の面おも差ざしを炅の中に見つけようとしたが、似たところは一つもない。成長すれば顔立ちも変わるだろうが、この子は父の南庚にも自分にも似ていない。けれど、この湖のほとりに住むという母が見つからないのなら、自分が母の代わりになってやりたいと杏玲は思っていた。


　こうして無防備に自分に寄りかかって眠ねむっている姿は、愛いとしくも思えたし、不ふ憫びんでもあった。


　時折見せる禍々しい眼差しが、母を知らずに育ったために備わったものならなおさらである。


「今からでも遅おそくないわ。幸せになりましょう」


　杏玲は炅に囁ささやいた。


　閉じたままの炅の瞼まぶたから涙なみだが滲にじみ、睫まつ毛げを伝って頰を濡ぬらした。


「どうしたの？」


　声をかけてみたが、返事はない。悲しい夢でも見ているのだろうかと、杏玲は衣ころもの袖で、彼の頰ほおをそっと押さえた。
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「急いで!!　もうすぐ夜が明ける!!」


　白み始めた東の空に目をやり、晄は叫さけんだ。


　五隻せきの運うん搬ぱん船は、長江と盤龍湖を結ぶ府河を進んでいた。


　宵よいに黄石港を発たってから今まで、奴ぬ婢ひや盤龍城の水軍兵に加え、黄国の兵を使って全力で艪ろを漕こがせた。通常、丸二日かかる行程である。数刻ごとに交こう替たいさせてはいるが、幻げん術じゆつにかかっていなければとてもこんな速度は出せないだろう。


『盤龍城の水軍が待機している』


　濃のう紺こんに色を変え始めた闇やみの先に目を凝こらし、煒白が言った。


「もう少し──。どうか間に合って」


　晄は水の上にいるという恐きよう怖ふも忘れ、拳こぶしを握にぎって明け行く空を見つめる。


　しかし──。


『すみません。もう……』


　鸞が力なく首を振ったのは、晄たちの乗った先頭の船が盤龍湖に入ったばかりの時だった。


　朝日はまだ昇のぼっていなかったが、東の空は朝焼けに染まり、西の空も濃こい青に変わっていた。


　それまで全速力で進んでいた船が、突とつ然ぜん速度を落とす。


　晄は背後の漕ぎ手たちをバッと振り返った。奴婢と盤龍城の水軍兵、黄国の兵が交じった漕ぎ手たちは、手を止め、目を瞬またたかせて互たがいに顔を見み交かわしていた。術が解けてしまったのだ。


「盤龍城だ──！」


　高台の城じよう郭かくを見上げてそう叫んだのが誰だれかはわからない。けれど、その一言が兵や奴婢たちに火を点つけた。


「何だと!?　なぜこんなところにいる！」


　兵たちも奴婢たちも騒そう然ぜんとなった。


「落ち着いて！　この船は夜の間に黄石港から盤龍城へ移動させたんだ。船を漕いで！　急がないと鳴めい蛇だが来る！」


　晄は叫んだ。しかし、晄の声は彼らの耳に入らず、混乱は治まらない。黄国の兵と盤龍城の水軍兵との間で殴なぐり合いが始まった。


「どうしよう──」


　鸞はまさに鳳に代わろうとしていた。舜が彼に陰いんの気を増ぞう幅ふくさせる鎖くさりを巻いているが、鸞と鳳が完全に交替を終えるにはもうしばらくかかりそうだ。


　その時、『ぼくにまかせて～』と、子犬姿のチャウが突然むくむくと巨きよ大だい化した。茶色い毛を甲かつ冑ちゆうに変化させ、顔は、小さな目のいかめしい武人に似せる。


『みなのもの～。それがしは、ばんりゅーじょー、ふくしょー、ゆーすーじゅんなるぞ～』


　チャウは大だい音おん声じようを発した。兵たちがハッと振り返る。野太い声はやや間延びしていたが、それなりに嵩純に似ていた。彼に変へん化げしたのは大正解だったかもしれない。チャウは何に化けてもぽっちゃりしてしまうので、士烈に変化したらすぐに偽にせ者ものだとばれてしまうが、縦横ともに大きい嵩純ならば、多少ずんぐりむっくりしていても気にならない。


　船首に盤龍城の副将の姿を認め、兵たちは一いつ瞬しゆん静まり返る。


『ぬひのひとたちは、ふねをこげ～。ほかのひとたちは、おりこうにまっているのだ～』


　言い回しは今ひとつだったが、折良く、運搬船の異変に気づいた盤龍城の軍船が近づいて来た。黄国の兵は抵てい抗こうを諦あきらめ、勢いづいた水軍兵が彼らを取り押さえる。奴婢は艪にとりついてこぎ始めた。


「助かった──。チャウ、すごいね」


　晄は小声で言って、偽嵩純の背をポンポンと叩たたく。水を吸って巨大化したのではなく、体表面を伸のばして大きくなったらしく、その背中はかなりすかすかしていた。


「陝邑侯こう！」


　水軍の主しゆ力りよく艦かんらしき楼ろう船せんの艦かん橋きようから、士烈が呼びかけた。本物の嵩純もその隣となりに立っている。


　チャウは急いで子犬の姿に戻もどった。たまたまそれを目もく撃げきした奴婢が、首を傾かしげて自分の頰をつねる。


「礼を言うぞ。よくぞ運搬船を取り戻してくれた」


　士烈が珍めずらしく笑えみを見せたその時──。


　突然、ザーッと盤龍湖の湖面に巨大な水柱が何本も立った。士烈も嵩純も、兵や奴婢たちもギョッとしてそれを見上げる。


　水柱の中から現れたのは、青緑色の大だい蛇じやだった。汪李の本ほん性しようによく似ているが、羽う毛もうのない翼つばさが四枚あった。鳴蛇だ。


　奴婢たちから悲鳴が上がった。


「鳳！　鳴蛇を眠らせて！」


　晄は鳳を振ふり向いた。晄の腕うでから汪李が飛び出し、小こ蛇へび姿のまま陰の気を増幅させる鎖に取りついた。


『だめだ、まだ力が出せねえ！』


　鳳は手を向き合わせて幻術を紡つむぐ月を作ろうとしたが、その手には何も生まれない。まだ、鸞との交替が完かん了りようしていないのだ。


　鳴蛇は宙で旋せん回かいすると、晄に向かって一いつ斉せいに降下した。


　襲おそって来るのは、鳴蛇だけではなかった。水中から、一丈じよう近くもある手足の生えた魚や翼のある魚が、鋭するどい牙きばを剝いて飛びかかってくる。


「みんな伏ふせて!!」


　晄は炎えん招しよう戈かを抜ぬき、身構えながら叫んだ。兵や奴婢が銅鉱石の間に身を伏せる。


　汪李と煒白が本性を現した。突とつ如じよ現れた銀色の化か蛇だと真しん珠じゆ色の馬に、兵たちが目を剝むく。


　煒白は晄を背にして、飛びかかる魚の水すい妖ようを額の一本角でなぎ払はらった。


　汪李は急きゆう上じよう昇しようして、向かって来る鳴蛇の群れに突つっ込み、強きよう靭じんな翼と尾おで鳴蛇の一団をはたき落とす。鳴蛇の陣じんは解けて態勢を崩くずしたが、数匹ひきの鳴蛇が晄をめがけて再び降下した。


　晄は炎招戈を振り上げ、迫せまる鳴蛇を見み据すえる。


「陝邑侯！」


　嵩純が絶ぜつ叫きようした。いくら腕が立つと言っても、人間があの巨大な水妖に敵かなうわけがない。


　しかし、晄が怯ひるむ様子はなかった。戈ほこの柄つかがいきなりぐっと伸びたことに嵩純が驚おどろく間もなく、晄は刃やいばを一いつ閃せんさせる。その一いち撃げきで二匹の鳴蛇が水に落ちた。


「冗じよう談だん……」


　嵩純は啞あ然ぜんとして、王都から派は遣けんされた少年領主を見つめる。


　晄は炎招戈の刃を返し、三匹びき目の鳴蛇の頭を断った。聖なる戈は、妖あやかしを滅ほろぼすことなく力だけを奪うばい、鳴蛇は白目を剝いて水に落ちる。


　しかし、横合いから別の鳴蛇が船に迫っていた。宙で反転した汪李が急降下し、その鳴蛇に体当たりする。


[image: ]


　凄すさまじい風圧で、船がぐらりと傾かたむいた。


「うわっ」


　よろめく晄を、汪李がその背にすくい上げた。晄を乗せて上じよう昇しようする汪李を、鳴蛇が一斉に追った。


「化蛇に乗るだと!?　では、あの戈は──」


　嵩純は呆ぼう然ぜんと晄を見送る。彼は化蛇と鳴蛇の伝説とともに言い伝わる、南巣での夏の桀王と殷の湯王との戦いくさを思い起こしていた。


『くっそー』


　一方、鳳は自分の手の平に目を落として歯がみしていた。鸞との交替は完了したが、汪李なしではどうしても月が作れない。


　鳴蛇は、晄と汪李を追って行ったが、水中から手足のある巨大魚や翼のある魚が跳はね、牙を剝いて運搬船を襲っていた。逃にげ惑まどう兵や奴婢たちに、魚たちが飛びかかり、腕や足の肉を食いちぎっては水に戻る。人間の血の臭においが他ほかの魚を集め、船の周囲は興奮した魚たちでバシャバシャと泡あわ立だった。


　手足のある巨大魚は[image: ]そう魚ぎよ、翼があるのは、[image: ]かつ魚ぎよと[image: 〓]ら魚ぎよだ。[image: ]魚は旱ひでりを起こし、[image: 〓]魚は洪こう水ずいを起こす。皆みな、女媧の時代から共工に従う水妖で、鳴蛇同様、化蛇に怨うらみを抱いだいているが、始末の悪いことには彼らは鳴蛇ほど賢かしこくない。標的が誰なのかもわからず、見境なしに人間を襲っているのだろう。


　士烈や嵩純の乗った楼船は、船ふな縁べりを板で囲ってあるために水妖が船に上がって来る恐おそれはないが、運搬船にはその囲いがない。煒白が水妖たちを蹴け散ちらしているが、水妖の数はあまりにも多すぎ、後続の運搬船にまでは手が回らない。


　一刻も早く水妖を鎮しずめなくては、兵や奴婢の命が危ない。


「汪李さん！　雨を！」


　身を伏せたまま舜が頭上を仰あおいだ。


　汪李が雷らい鳴めいのような声で咆ほう哮こうした。朝焼けの空に厚い黒雲が生まれる。黒雲の間に稲いな妻ずまが走り、大おお粒つぶの雨が落ち始めた。雨は間もなく土ど砂しや降ぶりとなり、陰の気に満ちた雨が、鳳の胴どうに巻かれた鎖を濡ぬらす。鳳の手の平に淡あわい光が凝こり始めた。


　しかしその時、空中の鳴蛇が、金属質な声を発しながら黒雲に向かって熱い息を吹ふきつけた。旱かん魃ばつを起こす鳴蛇の呼気は、雨雲を消す力を持つのだ。


　黒雲が薄うすれ、朝日が鳳を照らすと、彼の手の上の淡い光は溶とけて散ってしまった。


　汪李は再び黒雲を喚よぶが、数多あまたの鳴蛇がそれをすべて払ってしまう。


『ちくしょう、何とかならねーのかよ』


　鳳は拳こぶしを握にぎり、それまで親しんできた青空を睨にらみつけた。
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（始まっちゃった……）


　庵いおりの窓辺に腰こしを下ろし、炅は虚うつろな目で空一面に飛び交かう無数の鳴蛇を眺ながめた。雷鳴とともに黒雲が空を覆おおったかと思えば、その雲が晴れて日が差し込んだりする。


　共工の力を得た彼の目は、遥はるか上空を飛ぶ鳴蛇の群れが、実は化蛇を追っていることをはっきりととらえていた。


　視線を湖に下ろせば、湖と府河の合流地点には五隻せきの銅の運うん搬ぱん船と、それを取り巻く盤龍城の水軍があった。どの船にもおびただしい数の水妖が取りつき、煒白がそれを躍やつ起きになって払っている。さらにその向こう、湖の対岸では、付近の里人が山へ向かって逃げていく姿も見えた。


　以前の自分であれば、化蛇の背に乗って逃げ惑う晄を見て愉ゆ快かいに思ったはずだが、なぜか今は面おも白しろくも何ともない。


「炅さん。起きてらしたのね」


　杏玲が慌あわただしげに部屋に入ってきた。起きたばかりなのだろう、着き替がえは済ませてあったが、髪かみはまだ結ゆわず、背に長く垂らしたままだ。


「わたくしも先ほど目覚めて、驚いたのですよ。いったい何があったのでしょうね」


　彼女は炅の隣に立って、群れ飛ぶ鳴めい蛇だを見上げた。ひどく不安げな表情だったが、取り乱すことはなかった。


　杏玲はふと炅に視線を移し、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。


「どうしたのです？　なぜそのように悲しい顔をしているのです？」


（悲しい？）


　杏玲に言われ、炅は自分が悲しんでいることに初めて気がついた。


「大だい丈じよう夫ぶ、悲しいことも怖こわいこともありませんよ。わたくしがついています。それにこの庵は、尭という腕のよい工人が作った呪じゆ具ぐで護まもられていますから、妖が襲ってくることはありません」


　彼女は無理に笑顔を作り、炅の肩かたに手を置いた。


　炅は、このまま彼女の腕にすがりたいという衝しよう動どうにかられ、辛かろうじて思いとどまる。


（何をやってるんだ僕は……）


　胸に迫る熱い痛みをこらえ、そっと彼女の手を押し返した。


「炅さん？」


　杏玲が心配そうに炅の顔をのぞき込んだ。


（夢の時間は終わったんだ。やらなきゃ……）


　やらなければ、わざわざ遥か長江までやって来た意味がない。


　炅はゆっくりと立ち上がり、杏玲に手の平を向けた。


「……どうなさったの？」


　彼女は訝しげに目を瞬またたいた。


（やらなきゃ……）


　歯を食いしばり、炅は彼女に向けた手の平に、大気に溶けた水を集めた。たかが女一人、大量の水を集める必要はない。


　炅の手の平に水の粒つぶが集まり、徐じよ々じよに膨ふくらんで行くのを見て、杏玲は愕がく然ぜんと瞠どう目もくした。水の塊かたまりは螺ら旋せんを描えがきながら成長し、次し第だいに鋭い牙を持つ蛇の形をとっていく。


「炅さん──」


　青ざめ、杏玲は一歩後あと退ずさる。


　そこへ、一匹ぴきの鼠ねずみが飛び出した。鼠の姿が突とつ然ぜん、隻せき眼がんの青年に変わる。彼は杏玲を抱かかえるようにして戸口へ走った。


（雍よう和わか）


　杏玲を救う者がいてくれたことに、炅は正直ほっとしていた。


　けれど追わなければならない。炅はゆっくりと戸口をくぐった。


　紫央は杏玲を抱え、雑木林の中を走った。


「あなたは……？」


　昨日見た隻眼の青年だ。面おも立だちが自分やあの少年に似ていると思った。


「嬉関玲様に仕えている呪じゆ術じゆつ医いです。人間ではありませんが」


「お父様の!!」


「とても炅から逃げ切れるものではありません。どうか私を信用して、言う通りにしてください」


　湖では戦せん闘とうが始まっている。炅がようやく動き始めたのは、晄をおびき寄せる時じ宜ぎをねらっているからだ。炅が杏玲に何をしようとしてるかは見当がつく。それを多少なりとも軽減しなくてはならない。


「わたくしには、何がどういうことなのか……」


　その時、バリッ！　と凄まじい勢いで水の蛇へびが側方の木にぶつかって破は砕さいした。杏玲が紫央の腕うでの中で身をすくめる。炅は手加減している。すぐには命をうばわないだろう。


　紫央はザッと藪やぶの中に飛び込み、杏玲を下ろすと懐ふところからいくつかの袋ふくろを出した。丸薬を取りだし、組み合わせを考える。


「飲んでください」


　紫央の言葉に杏玲は一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよを見せたが、丸薬を受け取ると思い切って飲み込んだ。見ず知らずの男のいうことを素す直なおに聞いたのは、関玲に仕えているという言葉と、顔が似ているせいだろう。


　ザッと藪をかき分けて炅が姿を現したのはその直後だった。


「逃げ切ってほしかったんだけどね……」


　炅は、絞しぼるような声で一言呟つぶやくと、手の平を紫央たちに向けた。
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　晄は汪李の背に乗って、盤龍湖の上空を凄すさまじい速度で飛んでいた。追いかけて来る鳴蛇たちの殺気が突つき刺ささるようだった。


『逃げずに戦え！　それでも化か蛇だの王か！』


　背後で鳴蛇が罵ば声せいを浴びせる。


　しかし汪李は応じず、一層飛ひ翔しよう速度を速めた。


『おのれ、腰こし抜ぬけの裏切り者めが──』


　鳴蛇たちの口こう腔こうが一いつ斉せいに開いた。耳が痛くなるような金属質な咆哮とともに、呼気が吐はき出される。


　焼けるように熱い風が晄の背に吹きつけた。晄は片手に炎えん招しよう戈かを握り、片手で汪李のたてがみをつかんで身を伏ふせる。


　汪李は翼つばさをかざして呼気の直ちよく撃げきから晄を守りながら急きゆう旋せん回かいした。その後を鳴蛇たちが追う。


「何てすごい息なんだ──」


　晄は汪李のたてがみにしがみついたまま、背後の鳴蛇を振ふり返る。鳴蛇とは桃林でも戦ったが、あの時は妖あやかしの力を削そぐ桃ももが咲さいていたため、鳴蛇本来の力は発揮されていなかったのだろう。今の鳴蛇の呼気の威い力りよくは、桃林の時の数倍はありそうだ。


　河伯に守られた晄は、たいがいのことでは怪け我がもしないし大した痛みも感じないのだが、鳴蛇の呼気がほんの少しかすっただけで、肌はだがひりひりと痛かった。


「船であの息をかけられなくてよかった」


　あんな呼気を普ふ通つうの人間が浴びたら、あっと言う間に干ひからびてしまう。


『仲間の[image: ]かつ魚ぎよや[image: 〓]ら魚ぎよを干し魚にはできぬと考えたのであろう。鳴蛇はあれで結構義ぎ理り堅がたい。だから、禹に従った我が許せぬのだがな』


　フンと、汪李は鼻で笑った。しかし、晄にはその声こわ音ねに苦い物が含ふくまれていることがわかる。


（汪李も、鳴蛇の仲間でいたかった……？）


　本心では、鳴蛇に憎にくまれていることが辛つらいのかもしれない。


「汪李、本当は鳴蛇と戦いたく──」


　言いかける晄を『何をたわけたことを』と、汪李は一いつ笑しようする。


『七百年前、炎招戈の使い手に従うと決めたのは我だ。お前が案ずることではない』


　汪李は、追ってくる鳴蛇との間合いを計りながらそう言うと、


『我が眷けん族ぞくよ──』


　と、北の方角、霍かく山に向かって呼びかけた。


　その間にも鳴蛇は執しつ拗ように汪李を追い、汪李は上下左右に進路をずらしながら鳴蛇の呼気を避さける。汪李の飛翔速度は、鳴蛇を遥はるかに凌しのいだ。


　やがて、青空に黒く浮うかび上がる山並から、おびただしい数の銀の蛇が現れた。小化蛇だ。


　彼らは一直線に盤龍湖を目指して飛んで来る。


　小化蛇は人の腕ほどの大きさしかないが、彼らの飛翔速度も汪李と同じく鳴蛇より速かった。小化蛇たちは盤龍湖上空で三方に展開し、鳴蛇の群れを挟はさむようにして、鳴蛇と汪李との間に割って入る。


　鳴蛇の群れと小化蛇の群れが交こう錯さくした。鳴蛇は小化蛇に熱い呼気を浴びせたが、小化蛇の鱗うろこも、傷つくことはなかった。小化蛇は数匹ひきごとに陣じん形けいを組み、鳴蛇に取りつくと、彼らの鱗に牙きばを立てる。小化蛇と鳴蛇との大だい乱らん闘とうが始まった。


　その隙すきを縫ぬって、汪李は盤龍城主の墓がある島へ降下する。


　盤龍城水軍の楼ろう船せんが一隻せきの銅の運うん搬ぱん船を牽ひいて、島の西岸の船着き場に向かっていた。船を漕こぐどころではない運搬船を、乗っている者たちごと運ぼうとしているらしい。運搬船の銅の山の上には、舜が妖除よけの珮はいを掲かかげ、兵や奴ぬ婢ひたちがその足元に伏していた。水みず飛沫しぶきを浴びたのか、牛ぐらいの大きさになったチャウが覆おおい被かぶさるようにして、水すい妖ようの牙から彼らを守る。


　湖の南側、別の運搬船では時折白い光が閃ひらめいた。鳳が光の槍やりを投げているのだろう。


　船と船の間を跳とび移る煒白の姿も見える。


『鳴めい蛇だを空に留とどめておく。お前はここで待っていろ』


　汪李は、蘆ろ笙しよう柱ちゆうの立つ壇だんの近くで晄を下ろし、空へ戻もどって行く。代わりに十数匹の小化蛇が晄のもとに舞まい降りてきた。


　──我ガ主あるじ。何ナリト御ご命令ヲ。


「お願い、あの楼船とそれに牽かれてる運搬船を岸につけて」


　晄は二隻の船を指差した。


　小化蛇はザッと翼を羽ばたかせると二隻の船にとりついた。魚の妖が食いついたが、小化蛇は全く気にせず、魚に食いつかれたまま船を運ぶ。


「味方なのか……」


　運搬船に乗っていた兵や奴婢たちは目を丸くし、


「晄ちゃん！　よかった、無事だったんですね」


　舜は銅の山の上で手を振った。


　船が接岸すると、晄は小化蛇たちを残りの運搬船に向かわせる。


「みんな急いで船を下りて！　できるだけ水辺から離はなれて！」


　晄は炎招戈をかざし、兵や奴婢に呼びかける。


　盤龍城の兵も黄国の兵も関係なく、歩ける者が傷の深い者に手を貸し、下船が始まった。


　象の大きさにまで膨らんだチャウも、怪我人を背に乗せて運ぶ。その間にも魚の妖は水から跳はねて、人間に食くらいつこうとしたが、舜が妖除けの珮を掲げ、晄が炎招戈を振るってそれを牽けん制せいした。


「陝邑侯こう！」


　楼船から士烈と嵩純が兵を率いて駆かけ下りてきた。妖が彼らにも飛びかかったが、嵩純は肩かたや腕に食いつく魚を素す手ででつかんでは地面に叩たたきつけ、士烈はほとんど無表情で、迫せまる魚を剣けんで叩き斬きる。


　士烈が兵を指揮して、負傷者を蘆笙柱の立つ壇の奥へ避ひ難なんさせた。魚の妖は、陸には長くいられないのだろう。手足のある[image: ]そう魚ぎよもカサカサと船着き場を歩いて水に戻る。


「これはいったいどういうことなのだ……。陝邑侯、おぬしは──」


　荒あらい息をつき、二隻目、三隻目の運搬船を運ぶ小化蛇を見やりながら嵩純は言った。


　それらの運搬船には、鳳と駮はくの姿の煒白が乗り、魚の妖から人を守っている。


「黙だまっててごめんなさい。このことは王都でも王様と晏仲様や利條様とか、限られた人しか知らなくて……」


　晄は済まなそうに首をすくめた。その時──。


『あぶない──！　みんな、ろしょーちゅーからはなれて！』


　突とつ然ぜん、チャウが叫さけんだ。


「え？」


　わけがわからず呆ぼう然ぜんとする晄たちと蘆笙柱の間に飛び込み、チャウはにゅーんと体を伸のばして人間たちを押しやった。


　ドン！　と、地を揺ゆるがすような重低音が響ひびいたのはその直後だった。


　蘆笙柱の立つ壇が、一いつ瞬しゆんにして消失した。壇のあった場所から大量の水が噴ふき上がる。しかしなぜか蘆笙柱はそのまま、噴き上がる水の中を微び動どうだにせず屹きつ立りつしていた。


『に～げ～て～』


　ザーッと滝たきのような水をかぶり、チャウはむくむくと巨きよ大だい化を始めた。


「みんな林の中へ──！」


　晄が青ざめたのは、チャウに押しつぶされることを恐おそれたのではない。噴き上がる水の中に、おびただしい数の蛙かえるや蠑螈いもり、蛭ひるなどの影かげを見たからである。しかも、それらは一いつ匹ぴき一匹が人間の大人ほどの大きさがあった。


　降り注ぐ水とともに、ビシャッと湿しめった音を立てて、それらの妖が地面に降り立った。


　蠑螈いもりと蛙は前ぜん肢しに鷹たかのような鋭するどいかぎ爪づめを持っていた。蛭の口腔には鮫さめのような牙が何列も生えている。妖がじわりと前進を始めた。


「わああ」


　奴婢や兵たちは、それぞれ負傷した仲間を抱かかえてドッと逃にげ出した。


「負傷した者を先に行かせろ！　戦える者は後を守れ！」


　士烈が兵に指示を出す。嵩純を始め、無傷の兵たちが抜ばつ剣けんして妖の襲しゆう撃げきに備える。


　蘆笙柱の根元から溢あふれ出した水に乗って、巨大な蛭の群れが信じられない速度で這はってきた。ガッと開いた口は直径が三尺はあるかもしれない。


　ぬかるんだ土を踏ふみしめ、晄は炎えん招しよう戈かを握にぎり直した。先頭を切って這ってくる蛭の頭部をザッと薙なぐ。刃やいばに力を奪うばわれた巨きよ大だい蛭ひるは、見る間に縮んで人の親指ほどの大きさになった。


　兵も剣を構えて迎むかえ撃うつ。しかし、振り下ろした剣は蛭の体表に浅い傷をつけただけで、致ち命めい傷しようを与あたえるには至らない。


「何だと──!?」


　啞あ然ぜんとしつつ後退する兵に、


「乾かわいた場所まで逃げてください！　この種の水妖は、湿っている間は不死身なんです！」


　舜が、妖除けの珮を振りかざしながら叫んだ。びっくりまなこにニッと歯を剝むき出した奇き抜ばつな意い匠しようの珮にどれだけの力が秘ひめられているのか、蛭の這う速度が落ちる。


　兵たちは蛭に立ち向かうことを諦あきらめ、怪我人を囲うようにして走り始めた。


「うわっ」


　足に傷を負った兵が、彼に肩を貸していた者ともどもつんのめった。バシャンと水飛沫を上げて倒たおれた二人に向かって、数匹の蛙が一いつ斉せいに跳ちよう躍やくした。


「危ない！」


　晄は炎招戈の柄つかを伸ばし、蛙と兵の間に割って入ると、一匹目の蛙の頭に炎招戈を振り下ろした。刃を返し、間かん髪はつを容いれずに二匹目の胴どうを薙ぐ。三匹目は晄の顔に食らいつこうとして、見えない何かに弾はじき飛ばされるようにして地面に落ちた。晄の体を取り巻く清い光──河伯の加護に弾かれたのだろう。蛙は三匹とも白い腹を見せて動かなくなった。


「今のうちに──！」


　四匹目の蛙を斬り上げながら晄は言った。


「かたじけない」


　転んだ二人の兵は、駆け寄って来た嵩純の手を借りながら立ち上がり、再び走り始めた。


　士烈の先導で、兵たちは林の中を駆ける。嵩純は力ちから尽つきた怪け我が人を背負い、舜は妖除けの珮をかざしながら列の後方を走った。晄は列の最さい後こう尾びで追って来る妖あやかしに炎招戈を振ふるう。


　小こ化か蛇だの包ほう囲い網もうを破って数匹の鳴蛇が急降下してきたのは、ようやく晄たちが、水の届かない所までたどり着いた時だった。


　鳴蛇の背後から小化蛇たちが追って来たが、すでに鳴蛇は大きな口こう腔こうを開けていた。


『こーくん！』


　山のように膨ふくらんだチャウが、ニュッと体を伸ばして晄たちを覆ったのとほぼ同時に、鳴蛇が金属質な声で咆ほう哮こうした。


　ザーッと熱い風が林に吹ふきつけた。晄たちはチャウの体の下で身を伏ふせる。痛いほどに熱い大気が、チャウと地面の隙すき間まから吹き込んできた。


　満開の梅の木が黒く焦こげたように変色し、花は瞬しゆん時じに消失した。芽め吹ぶいたばかりの草は黒い塵ちりとなって吹き飛んでいく。


『あ～れ～』


　水分を飛ばされたチャウがシュルシュルと縮んだ。


　一同がハッと頭上を見上げると、鳴蛇が小化蛇に追われて空へ戻って行くところだった。


「助かった……」


　嵩純がドスンと地面に座り込んだ。


『ききいっぱつー』


　いつもの大きさどころか、握り拳こぶし大にまで縮んでしまったチャウが、ぴょんと晄に飛びついた。


「チャウ、ありがとう。よくやったね」


　晄は大きく息をついて、指の先でチャウの頭を撫なでる。


「安心はできぬ。またいつ鳴蛇に襲おそわれるかわからん」


　空を見上げたまま士烈は言った。上空では、汪李、小化蛇と鳴蛇との凄すさまじい乱戦が繰くり広げられている。黒雲が湧わいては消え、降下しようとする鳴蛇を小化蛇が追っている。


　鳴蛇は義ぎ理り堅がたく、仲間がいる場所ではあの熱い息を吐はかないという。鳴蛇の呼気を避さけるなら、先刻の水すい妖ようのいる場所まで戻らなくてはならない。


「どうすればいいんだ」


　晄は、鳴蛇の息を浴びて枯かれ木ばかりになってしまった雑木林を眺ながめた。


　島の西では、未だ蘆笙柱のある付近から水が噴き上がっている。水に乗って多くの妖が運ばれているのだろう。こちらの方が土地が高いので、濡ぬれることはないだろうが、楼ろう船せんへ戻る道をふさがれてしまった。


「僕としたことが……」


　舜は唇くちびるを嚙かむ。


「あの蘆ろ笙しよう柱ちゆうは異界の道を開く呪じゆ具ぐだったんですね。あの水はおそらく長江水系の沼ぬまにつながっているんでしょう。気づいていれば島には上がらず、直接盤龍城へ戻もどってもらったのに」


　けれど、あの時点では、楼船で他ほかの運うん搬ぱん船を迎えに行くことになっていたので、少しでも近いところへ運搬船に乗っていた者を避難させる必要があったのだ。


「何でこんなことが起きるんだ。盤龍湖は呪のろわれているのか。国を失った三苗族に──」


　黄国の兵がおののきながら言った。


「呪いなどであるわけがなかろう。あれが呪具ならば、蘆笙柱を船着き場近くに立て、我々が島に上がるのを見て蘆笙柱の力を解き放った者がいるはずだ」


　士烈は言った。


（多分、章玄だ……）


　晄は炎招戈の柄を握りしめてうつむいた。章玄は異界の道を開ける術に長たけているし、居ながらにして遠くの様子を知る千里眼を持っている。どこか遠くで盤龍湖の様子を視みていて、仕し掛かけておいた術を発動させたに違ちがいない。


「どうすれば異界の道をふさげるのだ？」


　尋たずねたのは嵩純だった。


「蘆笙柱を壊こわせばふさがると思います。本来隔へだたっている異界と現世とを、あの柱がこじ開けているようなものですから」


　舜は言った。


「そんなことだったのか。ならば某それがしが参ろう。早く言ってくれればよいものを」


　嵩純は、いかつい顔に不敵な笑えみを浮うかべて立ち上がった。


「待って──。俺が行く」


　晄は顔を上げた。その場にいた者が一斉に晄に注目する。


「あそこから出てきた妖は、俺でなくちゃ倒せないもの」


「だが──」


　嵩純は心配そうだった。


「みんなを巻き込んでごめん。鳴めい蛇だたち水妖が襲ってきたのは俺のせいなんだ」


「何だと？」


　唐とう突とつな晄の言葉に、兵や奴ぬ婢ひたちは眉まゆをひそめた。


「これは炎招戈なんだ。鳴蛇は俺が死ぬことを望んでる」


　晄は手にした戈ほこに目を落とし、一同は息を呑のむ。鳴蛇が汪李に怨うらみを抱いだいているのは本当だろうが、共工の復活を望んでいる彼らがこの機会を逃のがすはずはない。


「俺がいればまた鳴蛇が襲って来る。俺が蘆笙柱を壊しに行くから、みんなはここで待ってて。舜兄もついて来ちゃだめだよ。鳴蛇の熱風に焼かれたらいくら舜兄でも死んじゃうからね。舜兄はチャウと一いつ緒しよにみんなを守って」


「晄ちゃん……」


　不安げな舜に、


「大だい丈じよう夫ぶ。俺には河伯の加護があるもの」


　晄はニッと笑い、炎招戈を握にぎり直すと蘆笙柱に向かって駆かけ出した。


「あの子は、禹王、湯王の後を継つぐ者なのか。だから化蛇が従っていると？」


「殺されるかもしれないってのに、俺たちのために一人で異界の道をふさぎに……」


　奴婢たちが呆ぼう然ぜんとして囁ささやきかわす。その声には微かすかな賞賛も含ふくまれていた。


　しかし、舜は晄を見送りながら、背筋に鳥とり肌はだを立てる。


（もしや、これこそが章玄が張った罠わなでは──？）


　長江の水妖に囲まれ、いつの間にか汪李や煒白、鳳ばかりかチャウまでもが晄のそばにいられない状じよう況きように追い込まれてしまった。


　舜の脳のう裏りに、炅と、彼の事実上の人ひと質じちになっている杏玲の姿が浮かんでいた。








　一方──。


　汪李は凄まじい速度で飛ひ翔しようし、鳴蛇の群れを攪かく乱らんしていた。


　前方から、まさに熱い呼気を吐こうと口を開けた鳴蛇が迫せまる。熱風を浴びるままに、汪李は身をひねるとその鳴蛇の喉のどに牙きばを立てる。血の尾おを引いて鳴蛇は盤龍湖に墜おちていった。


　翼つばさに喰らいついた別の鳴蛇を振り払はらい、強きよう靭じんな尾ではたき落とす。


（どこにいる……）


　汪李は鳴蛇王の気配を探さぐる。しかし彼の気配はどこにもない。


　周囲では、数匹ひきずつの小化蛇が鳴蛇に喰らいつき翼や喉を嚙みちぎっては鳴蛇を湖に落としていたが、小化蛇の動きは精せい彩さいを欠き始めていた。


　化蛇の鱗うろこは、鳴蛇の呼気ぐらいで傷つくことはない。しかし、化蛇は水の気を活力とする妖である。何度も乾かわいた熱風を浴びれば、若い化蛇は力を落とす。いい加減、決着をつけなければ、小化蛇が保もたない。


　地上では、蘆笙柱の根元から水が噴ふき上がっていた。その水が南巣の沼しよう沢たくから来ていることが汪李にはわかる。かの地の沼には、数多あまたの人を喰くう水妖が棲すんでいるはずだ。


　晄が心配だった。河伯の加護が、長江の水にどれだけ通用するのかわからない。一刻も早く鳴蛇を退かせ、晄のもとに行きたかった。


（なぜ出て来ぬ。鳴蛇王──）


　逸はやる気持ちを抑おさえ、汪李は前方の鳴蛇の群れに飛び込んで行った。





　その頃ころ、煒白は本ほん性しようの駮はくの姿で湖上に取り残された運搬船の上にいた。四隻せきの運搬船は、小化蛇に頼たのんでひとかたまりに並べてあった。


　目の前に鳴蛇が墜ち、水飛沫しぶきを浴びた人間たちが悲鳴を上げる。飛沫が治まった途と端たんに数匹の魚の妖あやかしが飛びかかってきた。煒白は虎とらの爪つめを持つ前ぜん肢しでそれを払う。


「俺たちはどうなるんだ……」


「何とかならないのか？」


　奴婢たちが情けない声で煒白を見上げる。最初は煒白を恐おそれていた彼らだが、真しん珠じゆ色の馬に似た姿はいかにも神こう々ごうしく、小こ化か蛇だと同様、自分たちを守ってくれる存在だと知って、信しん頼らいを寄せるようになったのだ。


『今は陸に上がれない』


　煒白は答えた。


　島の船着き場は、蘆笙柱の根元から出てきた妖で溢あふれ、盤龍城の船着き場も[image: ]かつ魚ぎよや[image: 〓]ら魚ぎよが溢れている。下手へたに小化蛇に飛んでもらって空から入城すれば、鳴蛇の餌え食じきだ。


　小島へ跳とんで舜に妖除よけの珮はいを借りに行けば、その間に魚たちが人間を襲う。


　これも、煒白を船に足止めし、晄の所へ行かせまいとする章玄の策なのだろう。


（晄……）


　煒白の並外れて鋭するどい視覚と聴ちよう覚かくは、単身蘆笙柱へ向かう晄をとらえていた。


『畜ちく生しよう──』


　同じ船上で鳳は拳を握る。何度試ためしてみても幻げん術じゆつを紡つむぐ月が作れなかった。


『おれがあいつらを眠ねむらせれば、何もかも一気に片づくのに──』


　──落ち着いて。きっとできるはずです。


　胸の奥で鸞が呼びかける。


　鸞が鳳の手に力を送っていることは感じる。けれど自分の中の陽の気が、その力を消してしまうのだ。


『おれの気持ちの持ち方だってのはわかってるけどさ……』


　──それはわたしも同じですから。


　鸞が小さな溜ため息をついた。彼も夜の間は光の槍やりが作れない。


『陰いん陽ようの気が自分で制せい御ぎよできねーから、おれらはいつまで経たっても雛ひなのままなんだ』


　鳳は、自分たちの力を支配する太陽を仰あおいだ。黄国が盤龍城に与あたえた猶ゆう予よは今日までだが、こんな事態を知れば戦いくさをしかけては来ないだろう。しかし、日はまだ中天にさしかかってもいない。夜の訪おとずれはあまりにも遠かった。





　同じ時、紫央は雑木林の藪やぶの中に横たわっていた。目は閉じていたが、意識はしばらく前に戻っていた。けれど体が自分のものではないような感覚があって、瞼まぶたを開くことすらできないのだった。


　呪じゆ術じゆつ医いである紫央には、動けない理由がわかっていた。水の蛇へびの直ちよく撃げきを受けて昏こん倒とうし、その間に呪じゆ詛そのかかった水を飲まされたのだ。


（せめて手だけでも動かせれば……）


　紫央はすべての意識を自分の右手に集中する。変へん化げの得意な雍よう和わは、体のつくりが地上の生き物とはかなり異なる。この程度の術がいつまでも効くはずはない。


　右手の指がピクリと動いた。次し第だいに右手の感覚が戻もどってくる。肘ひじまで力が戻ると、彼は右手を自分の腹に当てた。手の平から淡あわい光がこぼれた。まず腹の中に残った水を解げ毒どくする。次に顔に手の平をあてて瞼を開く。


　炅の気配がないことには気づいていたが、杏玲の姿もなかった。


　紫央は急いで残りの部位の呪詛を解くと、庵いおりに戻り彼女を捜さがした。厨くりやで茜が倒たおれていたが、杏玲の姿はどこにもない。紫央は茜を助け起こし、彼女の呪詛を解く。


「あなたは──」


　主あるじによく似た青年の顔を、困こん惑わくした目で見つめる茜に、


「ここで待っていてください。杏玲様は絶対に助け出しますから」


　紫央はそう言い置くと、窓に駆け寄り、窓まど枠わくに足をかけるとそのまま外へ身を投じた。


　湖に落ちる前に鷹たかの姿に変化し、バッと翼を羽ばたかせる。


（晄、杏玲様。どうか無事で──）


　上空では化蛇と鳴蛇が戦い、島の西岸では水柱が上がっている。


　紫央は可能な限りの速さで飛翔し、杏玲の気配を探った。炅が使った水の呪詛は、予想以上に強力なものだった。彼女には丸薬を飲ませておいたが、あの程度では解毒しきれない。


　炅が紫央の予想通りの行動をとったのなら、晄が危なかった。




　五　決別







　晄は、ボトボトと降ってくる水の中を全速力で走った。先刻は気づかなかったが、雨とは異なり、嫌いやな臭においのする水だった。道はぬかるみ、小さな川となって湖こ畔はんへ流れて行く。濡ぬれるのは平気だが、足元が水に覆おおわれていくのはやはり少し怖こわかった。


　前方に、灰はい褐かつ色しよくの蠑螈いもりが群れていた。晄に気づいて首をもたげ、かぎ爪のついた前肢でのろのろと這はってくる。捕ほ食しよくの本能が、殺気となって晄に叩たたきつけてきた。


　晄は走る速度を緩ゆるめず、炎えん招しよう戈かを構えて、蠑螈との間合いを計った。


　バッと、一匹ぴきの蠑螈が泥どろを蹴けって跳ちよう躍やくした。晄は難なくそれを炎招戈で払はらい落とす。泥に墜ちた蠑螈は黒地に赤い斑はん点てん模様の腹を見せて動かなくなった。続いて二匹の蠑螈が同時に飛びかかって来た。左の蠑螈を炎招戈で薙なぎ、右の蠑螈を身をひねってやりすごす。


（つっ──！）


　右みぎ肩かたに鋭い痛みが走った。蠑螈の爪がかすったのだ。


（河伯の加護が弱くなってる……）


　全身がずぶ濡れになったせいかもしれない。走りながら肩に目をやると、衣ころもが焼けてそこから僅わずかに黒こく煙えんが上がっていた。毒があるらしい。肩には小さな傷がついていて、ずきずきとひどく痛んだ。


（あの水を止めるまでは、何とか保って──）


　晄は、蠑螈を薙なぎ払はらいながら、祈いのるような気持ちで水の中を走った。


　蠑螈の群れを抜ぬけると、牛ぐらいの大きさの蟹かにに似た妖が待っていた。巨きよ大だいなはさみを振ふり上げて晄に向かって来る。


　炎招戈を振り上げた途端、右肩がずきっと痛んだ。痛みを堪こらえ、何とか蟹に刃やいばを振り下ろす。


　その間にも、様々な種の妖が水とともにボトボトと落ちてきた。目の前に落ちてきた蛙かえるを、晄は斬きり損そこねた。腕うでが重く、柄つかを握にぎる手が痺しびれてきた。


「くそっ」


　晄は炎招戈を握り直し、再び飛びかかってくる蛙に斬りつけた。


　ようやく蘆ろ笙しよう柱ちゆうにたどり着いた時には、右手は使い物にならず、柄を握っているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。蘆笙柱の周囲は、水圧でえぐれ半径一丈ぐらいの穴が空いていた。そこから大量の水が噴き上がっている。あまりにも水の勢いが強いせいか、蘆笙柱の近くには妖が落ちてこないことが幸いだった。


　晄は、炎招戈の柄を伸のばし、長なが柄えの武器にする。力の入らない右手に左手を重ね、炎招戈を振り上げようとした時、


「誰だれか、助けて──」


　林の方から、女性の叫さけび声がした。


　晄はハッと振り向くと、そこに衣の裾すそをたくし上げて駆かけて来る杏玲の姿があった。その向こうで、炅が薄うすい笑えみを浮うかべて手の平に水を集めていることに気づき、晄は戦せん慄りつした。


「杏玲母さん──！」


　晄はダッと駆け出した。


　炅の手に集まった水は、渦うずを巻きながら次第に蛇の形を取っていく。晄は炎招戈の柄を縮め、それをかざして杏玲を背にかばう。炅はまるでそれを待っていたかのように水の蛇を放った。


　螺ら旋せんを描えがきながら、水の蛇が晄に迫せまる。蛇の口が開いた。異様に鋭い牙きばがのぞく。


　ガキッ！


　水でできているはずの蛇の牙が、炎招戈にぶつかって金属を叩くような音を立てた。蛇はザッと形を崩くずしたが、晄は水圧に負けて杏玲もろとも飛ばされ、泥の中に落ちる。


　晄は急いで身を起こし、杏玲に覆い被かぶさるようにして、バッと炅を振り向いた。


「いいざまだな」


　クスクスと炅は笑っていた。


「何でこんなことを……」


「お前を殺すための人ひと質じちだったんだけどね。途と中ちゆうで逃にげられたんで追いかけてたんだ。そこへお前が登場したってわけ」


　彼は大おお仰ぎように肩をすくめてみせた。


「君は杏玲母さんを、本当の母親のように思ってたんじゃないのか」


　昨日の朝、杏玲と一いつ緒しよにいた時の炅の笑顔は本物だった。


　杏玲が、炅を我が子だと思っていることは辛つらかったが、彼女と暮らすことで炅の心が安らぐのならそれでいいと自分に言い聞かせた。なのに──。


「どうしてそんな勘かん違ちがいができるんだい？」


　炅は心外だと言わんばかりに、冷たい目で晄を見下ろす。


「本当の母親とか言うけどね、それって何？　あれこれ世話を焼いて魚の骨を取ってくれる人のこと？　そんなことは端女はしためでもできるだろ？」


「炅、君は……」


「お前と違ちがって、僕は生憎あいにくと母親がどういうものなのか知らなくてね。本当の母親のように思っていたら殺せないの？　へぇ。そういうもんなの」


　彼は揶や揄ゆするように笑った。


「親子の情とか、師父はそんなこと教えてくれなかったしね。誰かを慈いつくしむとか愛いとおしむとか、そんな甘ったるい感情は生まれつき持ち合わせてないんだ」


　炅の表情がすっと冷えた。手の平が晄に向く。


　晄は杏玲を背にして、炎招戈を握り直した。右肩はずきずきと痛み、柄を握る手には力が入らなかったが、気取られるわけにはいかない。


　ドン！　という重低音とともに、彼の手から水の蛇が放たれた。


　晄は炎招戈を振り上げ、渾こん身しんの力をこめてその頭頂に振り下ろす。刃が水の蛇を左右に割った。水圧で飛ばされそうになるのを、足を踏ふみしめて耐たえる。


「杏玲が吹ふっ飛ばされないような配はい慮りよってわけ。御ご苦く労ろうなことだね」


　炅は一度に三匹びきの水の蛇へびを放った。一匹は正面から、他ほかの二匹は左右に分かれ、弧こを描いて側方から晄を襲おそう。


　晄は左腕を杏玲の腰こしに回し、右手で炎招戈をかざしてダッと後あと退ずさると、正面から来た水の蛇を断たち割る。直後に左右から来た蛇が、それまで晄のいた場所でぶつかり合い、凄すさまじい勢いで飛び散った。


　炎招戈を持つ手が震ふるえていた。同じ量の水が三匹の蛇に分配されたので、何とか斬れたが、右手はこれが限界だった。このまま杏玲を守りながら戦う自信はない。


（どこか杏玲母さんを安全な所へ……）


　晄は蘆笙柱の向こうの船着き場に目をやる。噴ふき上がる水に邪じや魔まされてここからでは見えないが、船着き場には楼ろう船せんが係留されているはずだ。楼船の船橋なら、少なくとも妖あやかしに襲われることはない。


　その時、ドサッと晄の背後に巨大な蛭ひるに似た妖が落ちてきた。晄は炎招戈の柄を伸ばし、刃で蛭を引っかけると、振り向きざまにブンと蛭を炅の方へ放ほうる。炎招戈の力は最小限に抑おさえてあったので、蛭は傷も負わず、炅の前に落ちると彼に向かって飛びかかった。


「今のうちにこっちへ」


　晄はその隙すきに杏玲の手を引き、蘆笙柱を回り込んで船着き場の方へ走った。


「あ──」


　船着き場の光景を見て晄は愕がく然ぜんと声を上げた。楼船は辛かろうじて係留されたままになっていたが、蘆笙柱から噴き上がる水のせいで、船着き場までの道が川のようになっていた。


　この水の中を歩かなければ船には上がれない。


　晄は蘆笙柱の方に視線を走らせる。炅はまだやって来ないが、あんな蛭ではそう長い時間、彼の注意をそらすことはできない。


（恐こわがってる場合じゃない）


　晄はゴクリと喉のどを鳴らし、


「しばらくあの船に乗ってて」


　と、杏玲の手を引いて水の中に足を踏み入れた。


　水は、膝ひざの上の高さぐらいまであった。恐きよう怖ふで背筋に絶え間なく悪お寒かんが走り、こめかみから汗あせが伝った。バクバクと、心臓がもの凄すごい速さで鼓こ動どうする。


　右肩の痛みが増していた。指にも力がはいらない。もう炎招戈を持っていることもできず、晄は柄を縮めて炎招戈を鞘さやに収めた。毒が回ったというよりも、蘆笙柱から出て来た水に浸つかっているせいで、河伯の加護が一層弱くなってしまったのだろう。


（今、炅に襲われたら……）


　そんな不安を振り払うように、晄は足早に水の中を進む。


　ふと、意外な場所から殺気を感じ、晄は咄とつ嗟さに杏玲から手を離はなすと身をひねった。ザッと裼せき衣いの端が切り裂さかれる。


　バッと振り向いて、晄は愕然と瞠どう目もくした。


　杏玲の手に、短刀が握られていた。


「何で──」


　晄は辛うじてそれだけを口にした。


　彼女の目は大きく見開かれ、涙なみだで潤うるんでいた。顔は蒼そう白はくで、唇くちびるが震えている。


「どうして……何で……」


　自分が置かれている状じよう況きようが晄には認にん識しきできなかった。肩かたの痛みすら忘れ、ただ呆ぼう然ぜんと杏玲を見つめる。


　杏玲がバッと短刀を振りかぶった。


「母さん、止やめて！」


　晄は絶ぜつ叫きようした。振り下ろされる短刀を辛うじて避よけ、ザッと後あと退ずさる。


「どうしてこんなことを……」


　杏玲と対たい峙じし、肩で息をしながら晄は言った。自分のその声が涙なみだ声ごえだったことに晄は気づかなかった。


「……に……げて」


　やがて、震える手で短刀を握り締しめたまま、彼女は絞しぼるようにそう言った。


「え──？」


「お願……い。逃げて……」


　うまく動かない唇を無む理り矢や理り動かしているような不自然な喋しやべり方だった。


「わたくしの……庚……。死なせたく……ない」


「こう？」
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　彼女がどんな字を当てたのかわからないが、晄には、杏玲が自分の名を呼んでいることがわかった。


「……庚……生きて……」


　瞬またたきもせず、見開かれたままの杏玲の目から、大おお粒つぶの涙がぽたぽたと落ちた。短刀を握にぎる手がガタガタと震えている。


「母さん……」


「抗あらがえ……ない。……逃げて……殺してしまう」


　杏玲は短刀の切っ先を晄に向け、ダッと前へ踏み出した。


「いったい何があったんだ!?　母さん、気を確かに持って！」


　晄は一度後退り、突つき出された短刀をかわすと、つんのめった彼女の腕うでをつかんで短刀を取り上げようとした。けれど、その右手は力が入らず、杏玲は晄の手を振ふり払はらうと、喉をめがけて刃やいばを薙なぐ。


　その間に、蘆ろ笙しよう柱ちゆうの陰かげから現れた炅が、晄を禍まが々まがしい眼まな差ざしで睨にらみつけながら、手の中に大量の水を集めていたことに、晄は気づかなかった。


「危ない！」


　突とつ然ぜん、上空から紫央の声がした。晄がハッと振り仰あおぐと、一羽わの鷹たかが凄まじい勢いで急降下して来る。


　ドン！　と炅が水の蛇を放ったのはその時だった。


　螺ら旋せんを描えがき、蛇が晄に迫せまる。炎えん招しよう戈かは鞘に収めたままだし、抜ぬいたところで晄の右手はそれを振るう力が残されていない。


　晄は咄嗟に、杏玲を突き飛ばした。


　同時に、鷹が晄と水の蛇の間に割って入る。


　バシッ！


　凄まじい衝しよう撃げきが晄を叩たたいた。鷹もろともに晄は数丈じようも吹っ飛び、楼船の船腹に叩きつけられて船着き場に落ちる。


　背中は痛んだが、動けないほどではなかった。晄は急いで起き上がると、すぐ目の前に倒たおれている紫央を助け起こす。晄をかばって水の蛇の直ちよく撃げきを受けた彼は、雍よう和わの本ほん性しように戻もどってしまっていた。


「紫央！　しっかりして！」


『私は大だい丈じよう夫ぶ。それより杏玲様を……。解毒剤があまり効いてない……呪じゆ詛そを解かなくては』


「呪詛……」


　晄は杏玲を目で捜さがした。彼女はよろめきながら、水をかき分けてこちらへやって来るところだった。


　杏玲のもとへ行こうとした晄に、炅の手の平が向いた。晄はハッと立ちすくむ。


　炅がゆっくりと歩み寄って来た。


「返す返すも邪魔な雍和だね。気配まで変化する上に、やたらしぶとい」


　彼は紫央を見下ろし、憎にくたらしそうに顔をしかめる。


「炅、君が杏玲母さんに呪詛を──」


「使えない女だ。水を飲ませて呪詛をかけるっていう技わざを章玄に教わったんだけどさ、雍和に解毒剤を飲まされてた上に、お前が自分の子だって気づくなんてね。ほんと面おも白しろくない」


　さも忌いま々いましそうな口調だったが、その表情は少し寂さびしげだった。


「ま、いいけどね。君が殺せるなら、方法はどうだって」


　彼は、手の平に水を集める。


「炅さん……」


　その時、杏玲が切ない声で呼びかけた。炅はハッとして彼女を振り向いた。


　杏玲はおぼつかない足取りで、晄ではなく炅に近づいていた。ハラハラと涙を落とす彼女の目も、じっと炅に注がれている。


　炅の瞳ひとみが揺ゆれた。手の平に集めた水がザッと落ちる。


　彼の躊ちゆう躇ちよを晄は見み逃のがさなかった。炎招戈を抜き、両手で握り締めると炅に向かって突とつ進しんする。


「止やめて！」


　晄の行く手に、杏玲が立ちふさがった。


「……炅さんを……殺さないで……」


　哀あい願がんするその声は、呪詛によるものではなかった。彼女の本当の気持ちなのだ。


「母さん……」


　もとより晄は炅を殺す気はない。けれど、杏玲が炅をかばったことに衝撃を受けすぎて、それを説明することに思い至らなかった。


「炅さんが、わたくしに呪詛をかけて……あなたを殺させようとしたのはわかっています……けれど……それでもわたくしは……炅さんを見殺しにはできません……」


　杏玲は炅を背にかばい、晄を見つめる。


「庚はわたくしの大事な子……。けれど、わたくしは炅さんも愛いとおしいのです……」


　晄は杏玲を見つめて、立ち尽つくした。炅もまた彼女の背を見つめていた。


　晄の心の中にひどく切ないものが広がってきて、自然と涙が溢あふれてきた。炅も同じ思いだったのかもしれない。彼の頰ほおにも一筋の涙が伝っていた。


「炅……」


　晄は杏玲から炅に視線を移し、呼びかけた。


「何も言うな──」


　彼は拳こぶしで頰を拭ぬぐい、そっぽを向く。


「戦いはまだ終わっていない。その女を巻き込みたくないなら、さっさと楼ろう船せんに乗せちまえ」


「炅!!」


　晄は言い募つのろうとして、ふと背中が泡あわ立だつような恐おそろしい気配を感じて、バッと振り返った。


　気配の源は蘆笙柱だった。


　蘆笙柱の根元から噴ふき上がっていた水がいきなり止まった。蘆笙柱の周囲の穴には水が溜たまり、黒い沼ぬまと化した。


　ザワリと、蘆笙柱に巻きついている黒こく龍りゆうが身じろぎした。


　晄は瞠目した。あの龍はたしか木き彫ぼりだったはずだ。


　黒龍は蘆笙柱に沿って螺旋状に下り、やがて蘆笙柱の根元の沼を泳いで渡わたると、島の中心に向かって這はっていった。


「いったいどこへ……？」


　島の真ん中には舜たちがいる。晄は言い知れぬ不安におののきながら黒龍を見送った。


「気にすることはないよ。七百年前にやりそこねた一いつ騎き打うちを、ここでやり直すだけのこと。お前が化か蛇だの王に乗って、僕が鳴めい蛇だの王に乗ればかなり再現性は高いんだけどね、鳴蛇王には何か思い入れがあるらしくて、今回ばかりは一人でやりたいんだって。だから君も好きにさせてやりなよ」


「鳴蛇王!?」


「さ、僕たちも続きをやろうか」


　炅は向き直ると、手の平を晄に向けた。
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（この気配は──）


　湖の上空で鳴蛇の群れと戦っていた汪李は、蘆ろ笙しよう柱ちゆうから新たな気配が立ち昇のぼっていることに気づいて、眼下に目をやる。彼はこの気配を知っていた。黄帝と戦った戦神蚩尤と、七百年前、禹と戦った三苗族の王の気配だ。


（まさかな）


　いくら蚩尤の血を引いているとはいえ、三苗族は普ふ通つうの人間だ。当然、七百年もの間、生きていられるわけがなく、気配を残すこともできないはずだ。


　蘆笙柱の水が止まり、黒龍が動いたのはその時だった。


（黒龍がなぜ）


　三苗族が祀まつる黒龍は、蚩尤を象かたどっているという。木彫りの龍が動くわけがないので、別の何かが木彫りのふりをしていたのかもしれない。


　蚩尤と三苗族の気配は、その黒龍から発せられていた。まるで自分の位置を誇こ示じするように、黒龍は気配をまき散らしながら島の中央へ這っていく。


（我を誘さそっているのか？）


　この場にいる者で、蚩尤と三苗族に関かかわっているのは自分と鳴蛇だけだ。鳴蛇王が自分を招いているのかもしれない。晄は船着き場で炅と対たい峙じしている。心配だったが、紫央が近くにいる。鳴蛇王と決着をつけなければ、戦いは終わらず、鳴蛇王が黒龍を使って誘っているのなら、黒龍をあのままにしておくのはかえって危険だ。


　汪李は柱で旋せん回かいすると、這っていく黒龍の後を追った。思った通り鳴蛇は追って来なかった。


　黒龍が、下草の茂しげる雑木林に入ったところで、汪李は人ひと形がたになった。化蛇の姿のまま上空からでも気配は追えるが、視し認にんできた方がいいと考えたからだ。


　濡ぬれた草むらには、蘆笙柱の水とともにやってきた水すい妖ようがうようよしていた。大抵の水妖は化蛇の王の気配に怯おびえて逃にげて行ったが、中には見た目だけで汪李を人間だと判断し、襲おそってくるものもいた。汪李は鱗うろこを変化させた爪つめを伸のばし、それらの妖あやかしを斬きり捨てた。


　鳴蛇の呼気で木々が枯かれてしまった荒あれ地が、梢こずえの間から見え隠かくれするようになった頃ころ、突然黒龍の気配が消えた。


（どこへ行った？）


　終着点なのだろうか。そうであれば、鳴蛇王が近くにいるはずだ。


　汪李は、油断なく辺りを見回す。しかし、鳴蛇王の気配はない。探さぐる範はん囲いを広げてみたが、島の中央でひとかたまりになっている人間たちとチャウの気配しか感じられない。


　一人の男が人間たちの群れから離はなれる気配があった。士烈だ。


　汪李はその場で士烈がやって来るのを待った。彼には一度姿を見られているので、いまさら隠すこともない。


　しばらくすると、木々の間を縫ぬって士烈が現れた。


「そなたはあの時の──」


　彼は汪李の姿を見ると、大して驚おどろいた風もなく声をかけてきた。


『どこへ行くつもりだ？』


「蘆笙柱の水が止まったらしいので、様子を見に行く。そなたこそ、どこへ行く？」


『鳴蛇王を捜さがしている』


「ほう──」


　士烈の片かた眉まゆが上がった。


「捜してどうするつもりなのだ？」


『知れたこと。鳴蛇王と決着をつける』


　汪李は事もなげに言った。


『我は戦いくさは嫌きらいだ。だが、戦わなければ戦が終わらないのなら、戦う』


　黄こ金がね色いろの眼めが士烈を睨にらむ。


『禹に従ったのもそのためだ。そして今も、我が鳴蛇王と戦わねば、この小こ競ぜり合いが治まらぬのであれば、戦うしかあるまい』


「そなた、まるで化蛇の王のようなもの言いだな」


　士烈の表情は変わらなかったが、口調はさも意外そうだった。


『いい加減しらばっくれるのはやめろ、鳴蛇──』


　汪李は言った。


　そこで初めて士烈の表情が変わった。唇くちびるの端はしを吊つり上げ、不敵な笑えみを浮うかべる。


「いつ気がついた？」


『たった今だ。我がお前たちのいる所へ気配を飛ばした途と端たん、やって来たのがお前だ。どこへ行くと問えば、蘆笙柱の様子を見に行くと言う。城主自らが、斥せつ候こうの役を買って出るのはあまりに不自然であろう』


「そうか──。私自身にしか持ち得ない何かを見つけてくれたのかと思った。残念だ」


　笑みを消さず、士烈は言った。


『あまりにも見事に人間のふりをしているからだ。鳴蛇は我等と同じく、変へん化げは苦手だと思っていた。いつ誰だれから人ひと形がたを得たのだ？』


「七百年前、禹王との戦に負けたすぐ後だ。私に人形を与あたえたのは、三苗族の最後の王」


『最後の王か……。なるほどな』


　彼が禹との戦で戦死し、三苗族は戦に負け、国を失った。士烈は七百年の間、三苗族の王の無念を背負ってきたことになる。禹や、彼に従った汪李への怨うらみはその分深いだろう。


『だが、南巣の戦ではその姿を見なかったな』


「そなたの人形が女によ人にんだったからだ。照れくさくてとても顔を合わせられなかった」


　士烈は大おお真ま面じ目めな顔で答えた。


　なぜ、お前が照れるのだと汪李は問いたかったが、墓ぼ穴けつを掘ほりそうなので止やめた。


『それで、お前は、心こころ惹ひかれる人間に出会ってどう思ったのだ？』


　昨日、汪李は彼から、心惹かれる人間に出会ったからといって、同どう胞ほうを裏切れるものだろうかと尋たずねられた。その問いを、そのまま彼に返してみる。


「三苗族の王はもうこの世になく、民たみも長江から姿を消したゆえ、彼のために同胞を裏切るようなことは起こり得ないが──。たとえ、三苗族の王が生きていて、彼に懇こん願がんされても私は同胞を裏切らぬ」


　士烈はそう言って、汪李を見つめた。突つき刺ささるような視線だった。


　わかってはもらえない──。汪李はそう思った。


　汪李は同胞と敵対する人間に惹ひかれたが、鳴蛇と三苗族は最初から盟友だった。そういった置かれた状じよう況きようがまったく異なることを差し引いても、心の有り様が違ちがうのだ。


　汪李は、禹や成湯、晄という個人に惹かれた。彼らがどこに所属していても構わなかった。だから禹が築いた夏王朝を、成湯とともに滅ほろぼすこともできた。


　けれど、士烈はひたすらに共工を盟主と仰あおいで忠義を立てている。三苗族との関係もそのように忠純なものだったのだろう。


　七百年もの間、国を失った三苗族への思いを抱いだき続けているのだから。


　彼のその一いち途ずさが汪李は好きだった。


『では仕方ないな。で、ともに空へ出て本ほん性しようを現すか。それともこのまま人形でよいか』


「最後の王が与えた、この人形で」


　士烈は自分の胸に手を当てた。七百年前の無念を晴らすということなのだろう。本当にどこまでも義ぎ理り堅がたい。


『わかった』


　ザッと汪李は身構えた。士烈も腰こしを落とす。


　二人の足元から闘とう気きが立ち昇り、渦うずを巻いて周囲の木々を揺ゆらした。


　先に仕し掛かけたのは、汪李の方だった。タッと地を蹴けり、一気に間合いへ踏ふみ込むと、喉のどを狙ねらって爪の刃やいばを薙なぐ。


　膂りよ力りよくは彼の方が上だが、敏びん捷しようさにおいては自分の方が勝まさる。負けるつもりはなかった。


　士烈は一歩下がってそれを避よけると、拳こぶしで汪李のこめかみを打とうとした。汪李は頭を沈しずめて拳を避け、彼の腹に爪の刃を突き刺す。


　爪を抜ぬく前に、士烈に手首をつかまれた。彼は腹から汪李の爪を引き抜くと、つかんだ手首を放さずに振ふりかぶって、その凄すさまじい膂力で汪李を地面に叩たたきつける。士烈の指が一いつ瞬しゆん弛ゆるんだ。汪李は手首を引いて士烈から逃のがれると、跳はね起き、ダッと下がって士烈と対峙する。


「相変わらずすばしこい」


　士烈は腹の傷を押さえて、軽く笑う。


『お前も相変わらずの馬ば鹿か力ぢからだ。うちに居い候そうろうしている駮はくなみの膂力だな』


　乱れた髪かみを搔かき上げ、汪李はフンと鼻を鳴らす。


『ところで、お前はいつ盤龍城主に納まったのだ。本物の城主はどうした。殺したのか？』


「人聞きの悪いことを言わないでくれ。そんな無ぶ粋すいな真ま似ねはしない。正月にたまたま病死したのだ。それで章玄がこんな筋書きを思いついたのだろう。城主の顔を知っている者には、やつが呪じゆ詛そをかけた」


『安心した。お前が人間風ふ情ぜいの企たくらみに乗って、人殺しをするほど堕おちていなくてよかった』


　言いながら、汪李は跳ちよう躍やくし、右の爪で彼の目を薙ぐふりをして、彼が仰のけ反ったところで左の爪で喉を突いた。そのまま踏み込んで彼の心臓をえぐろうとした時、突とつ然ぜん、鳩みぞ尾おちに熱い衝しよう撃げきが走った。士烈の右手が背中まで突き抜けていた。汪李は愕がく然ぜんとして後あと退ずさる。ずるっと彼の腕うでが抜けた途端に、大量の血がボトボトと地面に落ちた。


『何だと──』


　自分の身に起こった出来事が信じられず、汪李は痛みも忘れて穴の空いた腹に目を落とす。


「化か蛇だの鱗は傷つかぬと思って油断していたか」


　士烈は汪李の腹を貫つらぬいた右手を掲かかげた。そこには、蘆笙柱から這はっていった黒こく龍りゆうが大きさを縮めて彼の腕に巻きついていた。鋭するどい牙きばを剝むきだし、士烈の手の甲こうで鎌かま首くびを持ち上げる。


「黄帝は炎えん招しよう戈かを作ったが、蚩尤はその上をいく道具を作りたかったらしい」


　士烈の腕に巻きついている黒龍には、馮夷城に現れた蚩尤の生き残りが呪詛をかけたという。


「あの蘆笙柱は、三苗族最後の王の墓標として植えた楓ふう香こう樹じゆだ。黒龍を蘆笙柱に巻いて日にさらしておいたのは、楓香樹の気を吸わせるためだ。蘆笙柱の根元から噴ふき上がっていた水は、南巣の妖を喚よぶためではない。乾かわききったこの黒龍を目覚めさせるためだったのだ」


『……またずいぶんと、手の込んだことを……』


　呼吸もままならず、汪李は喘あえぐ。


「化蛇の王を倒たおすなら、そのくらいのことをしなくてはな」


　士烈は薄うすく笑う。


『光栄だと思っておこう』


　汪李は力の入らない足を踏みしめ、士烈に再び挑いどみかかった。突き出された黒龍の牙が肩かたを嚙かみ砕くだくままにさせ、汪李は士烈の胸に爪つめの刃を突き立てた。


　しかし、腹に力が入らず、刃は僅わずかに心臓には届かなかった。腕を取られ、汪李は反転せざるを得ず、肘ひじで士烈の顔面を打ったところで、彼にぐっと引き寄せられた。


　士烈の右腕が汪李の喉を絞しめる。


「終わりだな。化蛇の王」


　士烈が耳元で囁ささやいた。


　汪李と呼べと言いたかったが、声が出なかった。汪李は士烈の腕から逃のがれようと爪を立てたが、腕はますます喉に食い込むばかりだった。


　化蛇は、陸にいても水中にいても呼吸できるが、長く息を止めていることはできない。保もって数刻だろうかと、ぼんやり考える。


　炎招戈の炎を消せるのは化蛇の王しかいない。自分が死んだ後、小化蛇が王に成長するまでには何十年もかかる。


（まだ死ねぬ……）


　汪李は遠のいていく意識を必死で呼び戻もどそうとした。
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『汪李──！』


　運うん搬ぱん船の船上で、鳳と煒白は同時に島を振り向いた。汪李の気配が薄れていくのを察したからだ。


　島で彼と鳴めい蛇だ王とが戦っていたのは気配でわかっていた。化蛇の鱗うろこは鳴蛇よりも頑がん丈じようにできているのでさして心配もせず、早く鳴蛇王を倒してこの事態を打開してくれと思っていた。


『まさか、汪李が負けるはずは……』


　鳳は愕然と呟つぶやく。


『私が加勢に行く。ここを頼たのむ』


　煒白が神しん妖ようの脚きやく力りよくで、一気に島まで跳とんだ。


　しかし、上空の鳴蛇が一いつ斉せいに煒白を追う。小化蛇がそれを押し止とどめようとするが、彼らは鳴蛇の呼気を浴び続けて、水の気を失い、すでに鳴蛇を止めるだけの力がなかった。


『王の戦いに手出しはならん』


　湖岸に降り立った煒白を鳴蛇が取り囲む。


　煒白は立ちすくんだ。数匹ひきの鳴蛇が、島の中央、舜たちのいる辺りを舞まい始めたからだ。下手へたに動けば、鳴蛇は島にいる人間たちに熱風を吐はくだろう。


　運搬船の上で、その様子を見ていた鳳は青ざめた。


「うわっ」


　すぐ後ろで悲鳴が上がり、鳳は振り返った。魚の妖あやかしが運搬船に飛び込んで来たのだ。手の中に光の槍やりを作り、瞬しゆん時じに仕留める。


『だめだ……、これ以上どうにもならねえ……』


　湖からは間断なく魚が飛び出してくる。四隻せきの運搬船の人間を一人で守るのは無理だ。


　船着き場では、晄と炅が戦っている。蘆ろ笙しよう柱ちゆうの水が止まって、体が渇かわき、河伯の加護の力もかなり蘇よみがえっているようだが、一人では共工の力を得た炅には勝てない。


　杏玲は楼ろう船せんの船せん橋きように避ひ難なんしたが、紫央はまだ人ひと形がたになれるほど力を回復していない。


『嫌いやだ……』


　常に明朗で、度胸のよさが取り柄えだった鳳が、生まれて初めて心底からの恐きよう怖ふを味わっていた。大切な者を失うかもしれない恐怖だ。


　崑崙に住む神々や妖は長命だ。鳳はこれまで、身近な誰だれかの死に立ち会ったことがない。


　黄帝や西せい王おう母ぼ、九きゆう天てん玄げん女じよはそれなりに可愛かわいがってくれたが、二羽わで一羽のできそこないに生まれついた自分に友だちはなく、そこまで大切に思える者はいなかった。


『死ぬな！　汪李!!　晄!!』


　陽に属する鳳が、陰いんの感情に心を塗ぬりつぶされた。その時──。


　まるで夕ゆう闇やみの時刻を迎むかえた時のように、鳳の意識が体の中に沈んでいった。


　同時に鸞の意識が上に昇のぼってくる。


　──助けたい。晄と汪李を。大切なあの二人を。


　鸞とは思えない力強い意志だった。


　体の中で、昼と夜の狭はざ間まの時刻のように、鳳と鸞が同じ位置に並んだ。


　陰も陽も、光も闇やみも、火も水も関係なかった。ただ、汪李と晄を失いたくなかった。


　ふと鳳は、鸞がこれだけ大きな位置を占しめているにもかかわらず、自分が力を失っていないことに気づいた。容姿も衣ころもの色も、鳳のままだ。


　不思議と、陰陽の流れが手に取るようにわかった。


『ああ、そうか……』


　昼だからといって陽の気だけがあるのではない。湖の水には陰の気が満ちているし、自分の心の中の恐怖も陰の気を放つ。


　すべては森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりに則のつとって流れて行く。


　この気の流れに抗あらがわず、身を任せていけばいい。


　鳳は軽く指を曲げ、手を向き合わせた。意識の中では、鸞がともにいて鳳の手に自分の手を重ねていた。


　手の平に淡あわい光を放つ球が現れる。鳳はそれを高く掲げた。手の上の月から淡い光の粒つぶがこぼれ、風に流れる霧きりのように湖を覆おおっていった。
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　運搬船の周囲を跳はねていた魚が鎮しずまった。光の粒が島に届くと、蘆笙柱の根元から出てきた妖が次々と地面に伏ふしていく。上空の鳴蛇も小化蛇も一いつ匹ぴきまた一匹と湖に墜おちていった。たまたま舜たちの上を飛んでいた鳴蛇は地面に落ち、そこにいた兵や奴ぬ婢ひたちを大層驚おどろかせた。


　──できましたね、鳳。きっと今夜から、わたしも光の槍が作れるようになると思います。


　鸞は微笑ほほえんだ。


『次は空を飛ぶ特訓をしなくちゃならねー』


　鳳は手の上の月を消すと、光の槍を作った。汪李の気配はまだ蘇ってこないし、島の船着き場では晄と炅とが戦っていた。
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　汪李の喉のどを絞めていた士烈は、漂ただよってきた光の粒に気づき、空を見上げた。


　鳴蛇が術にかかって次々と湖に墜ちていく。


（昼の間は、鸞らん鳥ちようは出て来られぬと聞いていたが──）


　腕の中の化か蛇だはぐったりとして動かないが、まだ心臓は動いている。


　最後は、黒龍を使わず、おのれの力だけでとどめを刺さしたかったが、もたもたしていれば駮はくが来てしまう。汪李に突つかれた喉からはおびただしい量の血が流れ出ていた。腹にも刺し傷がある。眷けん族ぞくが眠ねむってしまった今、戦うために創つくられた神妖とやりあって勝てるとは思えない。


　士烈は、汪李から腕うでを解き、地面に放ほうり出した。パサリと銀の髪かみが乱れて散る。


　彼は、汪李の青白い横顔に目を落とした。


　最初に人形を見た時に美しいと言ったのは、心からの言葉だった。


　湯王に与あたえられた女によ人にんの姿も美しかったが、あの翼つばさの生えた大だい蛇じやからこの姿を思い浮うかべるとは、彼に関かかわる人間は、真実化蛇の王を好もしく思ったのだろう。


　士烈は、自分に人形を与えた三苗族の王を思い出し、微かすかな胸の痛みを覚える。


「だが、私が仕えるのは共工だ」


　士烈は声に出して言った。


　たとえ、誰に惹ひかれようと、その者を愛いとしく思おうと、自分は共工の臣だ。それは絶対に揺ゆらがない。だから裏切りは許さない。自分自身の思いはどうあれ──。


　士烈は汪李の傍かたわらに膝ひざをついた。衣の袖そでをまくり、黒こく龍りゆうの巻きついた腕を出すと拳こぶしを握にぎる。


　黒龍が首を伸のばして獲え物ものに狙ねらいを定めた。駮の気配が近づいて来たのはその時だった。


（来たか）


　今ならまだ間に合うと士烈は思ったが、汪李にとどめを刺すことを止やめ、彼は立ち上がると拳をその気配の方に向ける。


　やがて、木立の間に真しん珠じゆ色の馬が姿を現した。


　馬は、腹に大穴の空いた化蛇を見て目を剝むいた。瞬時に人形になり、「汪李！」と駆かけ寄る。


　心音を聞いたり呼吸を確かめたりしている彼の背後に忍しのび寄り、士烈は蛇へびが巻きついた腕を一度引いた。首の後ろを狙い澄すまし、一気に突き出す。黒龍がガッと口を開けて首を伸ばした。


　黒龍の牙きばが空くうを嚙かんだ。寸前に煒白は化蛇を抱だきかかえて跳ちよう躍やくしていた。彼は士烈の頭上を越こえて背後に降り立つ。


「さすがは駮だ。とても追いつかない」


　彼に向き直り、士烈は心から感かん嘆たんした。


　女媧との戦いくさにも、禹王、湯王との戦にも、駮が参戦していたが、鳴蛇は空中戦に使われ、駮は陸上戦に使われるため、直接戦ったことはなかった。


「体調が万ばん全ぜんだったら一戦交えたいところだ」


『戦うつもりはない。汪李を治ち療りようしなければならない』


「城での会話を聞いた時にも思ったが、喋しやべり方は一本調子なのだな」


『お前の顔よりは変化があるつもりだ』


　彼は大おお真ま面じ目めに言った。


『その黒龍で汪李の腹を破ったのか』


　煒白は士烈の右みぎ腕うでに視線を注ぐ。


「そうだ」


『こちらに渡わたしてもらいたいが、無理に奪うばいに行けばお前は空へ逃にげるだろうな──』


「もちろん渡す気はない。三苗族の王の形見だし、化蛇を倒たおせる希まれな妖だ」


　士烈は黒龍の背を撫なでる。


『汪李は鳴めい蛇だと本当は戦いたくない』


「何を今さら。我々と敵対することを選んだのは化蛇だ」


『汪李はすぐに情に流される。つんけんしている割には、情が深くて心弱い』


　煒白は、腕の中の汪李に目を落とす。星を散らせた夜空のような瞳ひとみが、穏おだやかに彼を見つめる。


「そんなことはわかっている。何千年のつき合いだと思っているのだ」


　新参者の駮が化蛇についてあれこれいうことが、士烈にはなぜか面おも白しろくなかった。


『わかっているのに、なぜ汪李を憎にくむ？　汪李は、お前たちが憎くて禹王についたのではないのに』


　駮は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。


　士烈が答えずにいると、


『私は創られてすぐに天の裂さけ目から墜ちた。何千年も独りで暮らしていたので、他人の心情を理解することが難しい。気を悪くしたら済まない』


　と、彼は抑よく揚ようのない口調で詫わびた。


『汪李は、お前に憎まれていることが悲しい。敵同士になったのは仕方がない。けれど憎まないでやってほしい』


　駮はそう言うと、士烈に背を向け、湖の西岸へ駆けて行った。


　──わかっているのに、なぜ汪李を憎む？


　士烈の耳に、駮の言葉がいつまでも残っていた。


（わかっているからこそ、腹が立つのだ……）


　なぜあの場で化蛇の王を殺さなかったのか、士烈はふと、憎しみの奥にあるおのれの本音に気づいて自じ嘲ちようした。





　　　　[image: ]





「まったく、どいつもこいつも──」


　炅は、漂う光の粒に視線を走らせて舌打ちした。


　[image: ]そう魚ぎよや[image: 〓]ら魚ぎよが眠ってしまったぐらいならどうということもないが、鳴蛇が使えないのは痛い。おまけに鳴蛇王は化蛇を殺し損そこねたらしい。


　炅は、腹はら立だち紛まぎれに可能な限りの水を手に集めた。


「もう止めよう。これ以上戦って何になるっていうの！」


　炅の手の平に集まった水が、巨きよ大だいな球となって渦を巻く様子を見て晄は叫さけんだ。


「決まってる。お前を殺して共工の気をこっちへもらう」


　直径が一丈じよう近くもある水の球が、螺ら旋せんを描えがいて蛇の形を取り始める。


「死ね！」


　ありったけの力を込めて、炅は水の蛇を放った。竜たつ巻まきのように凄すさまじい勢いで晄に迫せまる。


　河伯の加護の力はかなり戻もどってきたが、晄の右肩はまだ癒いえていない。盾たても持たずにあの水の蛇を受け止めるのは不可能だった。


　晄は、側方に倒れ込むようにして跳とんだ。


　巨大な水の蛇は、晄の足先をかすめると、湖面に沿って水を巻き上げながら進み、盤龍湖を囲む雑木林をなぎ倒すと府河の堤つつみを越え、長江にまで届いた。


「くそっ」


　炅は肩かたで息をしながら、水の蛇の行方ゆくえを目で追った。自分のやったことがあまりにくだらなくて、一層腹が立った。


「もう止めよう」


　起き上がりながら、晄は再び言った。


「杏玲母さんが泣いている」


　共工の力を持つ炅には、楼ろう船せんの船せん橋きようにいる杏玲の声が聞こえているはずだ。


　炅は手を下げ、荒あらい息をつきながらうつむいた。引き際ぎわだとわかっているが、感情が制せい御ぎよできないのだ。


「お願い、共工を復活させるのは諦あきらめて」


　晄は炎えん招しよう戈かを鞘さやに収めた。


「ね、杏玲母さんと一いつ緒しよに、陝邑へおいでよ。もと盗とう賊ぞくとかそんな人ばっかりだから、全然気き兼がねがいらないし」


　似たような境きよう遇ぐうの人もたくさんいるからと言おうとしたが、かえって彼を怒おこらせてしまいそうなので、そこは黙だまっておく。


「みんなで協力、楽しくがんばろうってやつか？　冗じよう談だんじゃない」


　炅は吐はき捨てるように言った。


「そういうの目指したら悪い？　俺は、みんなが笑って幸せに暮らせたらいいって思うよ」


「そんなあり得ない夢見て、馬ば鹿かじゃない？　いつも言ってるけどさ」


「あり得なくないよ。みんながその気になればきっとそういう国になるよ」


「王の子だってわかって、強気だね。みんなをどうやってその気にさせるんだ？」


　炅は、フンと冷れい笑しようする。


「鬼方は暖かい土地がほしい。畑を持ってる中原の連中は分けてやりたくない。羌人は祭さい祀しの犠ぎ牲せいにされるのを怨うらみに思っていて、殷の貴族は祭祀に犠牲がなきゃ納なつ得とくしない。そんなやつらに、みんなが笑って暮らせる国をつくろうとか、どうやって説いてまわるのさ」


「それは……」


「お前は守られすぎたんだよ。だから人間の汚きたないところを知らない。僕らに暗殺を頼たのむ連中が、どんな理由で誰だれを殺してほしいと言って来たか聞かせてやろうか!?」


　炅の語気がだんだん荒くなってくる。


「杏玲母さんと、陝邑へおいでよ、だって!?　それは杏玲がお前の母親だから──、陝邑に土地と城を持っていて、待ってる仲間がいるから言えるんだよ、わかってるのか!?　そうやって自分の幸せをひけらかして、僕がどんな思いで──！」


　そこで炅は声を詰つまらせた。うつむき、手で口を覆おおって、漏もれてくる嗚お咽えつを抑おさえる。


「ごめん……」


　晄もうつむいた。恵めぐまれすぎていることはわかっている。けれど、そのことが炅を傷つけるとは思わなかったのだ。


「俺だって嫌いやな感情、いっぱい持ってるよ。君が父さんと母さんを殺したって知った時は、君が死んじゃえばいいって思った。そしたら、共工の気が俺を支配して、炎招戈に見放されちゃったけどね。今だって……杏玲母さんが、君のこと愛いとおしいっていうのが……かなり悔くやしい。俺を産んだのに、何で他所よその子を愛おしいとか言うんだろうって……」


　晄は顔を上げた。


「そういう嫌なところを直そうって、がんばるのはだめなの？　それすらも許せないの？　一いつ生しよう懸けん命めいやることはいけないことなの!?　ねえ、教えてよ!!」


　なぜか、涙なみだがこみあげてきた。


「……母親が……ほしかった……小さい時からずっと」


　炅は、顔を覆ったまま、涙なみだ声ごえになるまいと押し殺したような声で呟つぶやいた。


「杏玲と暮らしたい……そう思った。でも……無理だ」


「無理なことないよ。今からでも遅おそくない。二人で章玄を倒して、陝邑でやり直して、その間に、舜兄に共工の気を封ふうじる方法を考えてもらって。汪李たちもいるし、累焰や佟韋の力を借りればきっと何とかなるよ」


「僕はもう後あと戻もどりできない」


　炅は顔から手を外した。目の周りが赤かった。


「章玄だけじゃない。鬼方も羌きよう人じんの一派も鳴蛇も、蚩尤や夸こ父ほだって生き残りがいる。僕が寝ね返がえるのをあいつらは許さない。そんなことしたら、陝邑の連中だって、杏玲だって、どんな目に遭あうかわからない」


　それを聞いて晄はハッと瞠どう目もくした。


「お前、嫌な感情を持つと共工に支配されるって言っただろ」


　疲つかれたような表情で、炅はほつれた髪かみを搔かき上げる。


「僕は人を殺すことしか教えられてないからね。最初から嫌な感情しか持ち合わせてない」


　血まみれの死体を見ても何とも思わない。他ほかの人が可愛かわいい、きれいだと賞賛する物を少しもそういうふうには思えない。


「最初から何かが欠けているのか、どこかが壊こわれてるんだろうけど、河伯の加護もないから、簡単に共工に支配される。今みたいに腹が立って自分では抑えられないことがしょっちゅうある。多分もうかなり共工に乗っ取られてると思う」


「俺には助けられないってこと……？」


　晄は尋たずねた。喉のどの奥に熱い塊かたまりがつかえて、声が震ふるえた。


「そう。いくらがんばったって、どうにもならないことがあるんだよ……」


　炅は水の蛇へびでなぎ倒たおした雑木林や壊した堤を見つめた。


　どんなに力のある呪じゆ術じゆつ師しでも、こんな真ま似ねはできない。すでに自分は人間ではなくなってきているのだろう。


　一時は、それも面おも白しろいと思ったが、今はひどく虚むなしい。杏玲と過ごした時間が心ここ地ちよすぎたせいかもしれない。


　炅は楼船の船橋を見上げた。窓から杏玲が心配そうな様子でこちらを見ていた。今にも駆かけ下りてきそうだが、それを人ひと形がたに戻った隻せき眼がんの雍よう和わが押さえている。


（ありがとう……）


　杏玲を見つめ、炅は心の中で呟いた。


（人間でなくなる寸前に、生まれて初めて人間らしい気持ちを持てた……なんてね）


　炅は寂さみしげな笑えみを浮うかべると、楼船に背を向けた。


「杏玲はお前に返してあげるよ。僕のとこにいても使い道ないし、住む所もないし、前王おう妃ひなんていろいろめんどくさそうじゃない？」


　彼は前を向いたまま軽く手を振ふり、ゆっくりと湖こ畔はんに沿って歩き始める。


「炅……」


　どんな気持ちで彼がそう言ったのかと思うと、晄の目に自然と涙が浮かぶ。


　小さい頃ころから、母親がほしかったと言っていた。


　父母のいる晄がうらやましくて、憎にくくて、彼は晄の養父母を殺す呪術を手伝ったという。


　その彼が、初めて得た母親のような存在を晄に譲ゆずったのだ。


　温かい家庭に育った晄でさえ、杏玲を独どく占せんしたくて仕方がなかったのに──。


　何もかも捨てて、すべての気持ちを押し殺して、炅は行かなくてはならない。


　そして、どんな努力を払はらっても、後戻りできないのだ。


「炅さん！」


　杏玲が船橋から駆け下りてきた。


「炅さん、待って──！」


　彼女は船着き場に下りるともう一度呼びかけた。


　炅は一度立ち止まりかけたが、振り返らず、再び歩き始めた。


　彼の行く手に一匹ぴきの鳴めい蛇だが待っていた。幻げん術じゆつで眠ねむらなかったところを見ると、鳴蛇の王なのだろう。


　彼に人並みの暮らしをさせてあげたいと思っていた。救ってやりたいと思っていた。


　それが、どんなに安易で子どもっぽい願いだったのか思い知らされた。


　自分は、彼のために何もしてやれない。


「ごめん……」


　晄は、炅の後ろ姿に小さな声で呼びかけた。




　六　炎えん招しよう戈かを継ぐもの







「汪李!!」


　杏玲を庵いおりへ送り届け、怪我をした兵や奴ぬ婢ひの下船を手伝っていた晄は、煒白に抱だかれ、兵舎へ運び込まれる汪李を見て蒼そう白はくになった。


　ザックリと左肩がえぐれ、腹には大穴が空いている。衣ころもは真っ赤に染まり、ぽたぽたと血を滴したたらせていた。目を固く閉じ、唇くちびるも土気色だ。


「汪李、汪李、しっかりして！」


　晄は慌てて汪李を追い、煒白が彼を床とこに寝ねかせる間もずっと呼びかけた。しかし返事がない。


　養父母が亡なくなった時のことを思い出して、晄は戦せん慄りつした。


　晄は二人が亡くなった場面を憶おぼえていない。衝しよう撃げきが大きすぎて、記き憶おくが飛んでしまったらしい。しかし、そのあとやってきた悲しみはよく憶えている。どこを捜さがしても、どんなに呼んでも答えてはくれない。優やさしい微笑ほほえみも、温かい手も、慈いつくしむような眼まな差ざしも、突とつ然ぜんなくなってしまうのだ。


「死なないで──。お願い、汪李、目を開けて!!」


　彼の耳元で、晄は絶叫した。


『……うるさい。声がでかすぎる』


　汪李が薄うす目めを開けて渋じゆう面めんを作った。


『これくらいで、我が死ぬか……馬ば鹿か者』


「汪李……生きてた」


　余りの安あん堵どで、晄はその場にへちゃっとへたりこんだ。ふと気づくと、舜と莉由が晄の左右で腕うでをつかんでいた。


「こうしておかないと、すがりついて揺ゆすりそうだったんだもの。傷に障さわるでしょ」


「さっきから、汪李さんは大だい丈じよう夫ぶですよって、ずっと言ってたのに、聞こえてなかったんですか？」


「全然気がつかなかった……」


　晄が頭かぶりを振ると、二人は「晄ちゃんらしい」とクスクス笑った。


「まさか、化か蛇だの怪け我がを治ち療りようする日が来るなんて思いませんでしたよ」


　紫央が汪李の傷に手の平をかざした。彼の手から光の粒つぶがぽとぽとと傷に落とされる。晄の肩かたの傷も、紫央のこの力で全快していた。


「どうしてこんなことに──、いったい何があったの」


　紫央の手元を見ながら、晄は尋ねた。化蛇を斬きれるのは炎えん招しよう戈かだけだと思っていた。


『…………鳴蛇王と一対一でやって、我が負けた。それだけだ』


　汪李はぶっきらぼうに答えた。戦いに負けて、重傷を負い、煒白に運び込まれたことで矜きよう持じが傷ついたのだろうか。


『蘆ろ笙しよう柱ちゆうに巻きついていた黒こく龍りゆうは、本物だった。蚩尤が、汪李を斬るために黒龍に呪じゆ詛そをかけていたのだ』


　代わりに答えたのは煒白だった。彼は運うん搬ぱん船に乗っていたはずだが、耳のいい彼は汪李と鳴蛇王の話を聞いていたらしい。気配を察して駆けつけたことなどを彼は語った。


「煒白さんが僕のところへ運んで、取りあえず簡単に血止めして、炅君と鳴蛇王が行ってしまうのを見届けてからここへ帰って来たんです」


　舜がその続きを語る。


『人形でいてくれてよかった。紫央のように弱ると本ほん性しように戻もどってしまうのでは、さすがに私も運べない』


　煒白は言った。


『互たがいに本性を現して、空中で戦わないでいてくれて助かったぜ。化蛇の王と鳴蛇の王が全力でやりあったら嵐あらしに雷かみなりに熱風、洪こう水ずいに旱ひでり、チャウが伸びたり縮んだりで、人の世が滅ほろびるし』


　鳳は膝ひざの上に乗っているチャウの頭を撫なでた。


「お互いに人形だったってこと？　鳴蛇王の人形って誰だれ？」


『士烈将軍だ』


　晄の問いに煒白が答え、その場にいた者全員が『「えーっ！」』と声を上げた。


「噓うそっ！　だって、声だって人間と同じだったよ」


　晄は、人には聞こえない異界の風の音や妖あやかしの声が聴こえるのだが、その力のせいか妖と人間の声が聴きき分けられる。


「まあ、でも紫央の例もあるし。そう言えば、最初に将軍を見た時、なんか肌はだの感じが汪李っぽいとは思ったんだ」


「晄ちゃん、すごいわ。あたし、全然気がつかなかった」


　莉由は驚おどろいて目を瞬またたき、


『莉由の場合は、男の顔をしげしげ眺ながめないからだよな』


　鳳と煒白はひそひそ話す。


「じゃあ、本物の盤龍城主はどこに？　まさか、今までずっと鳴蛇王が盤龍城主を務めてたなんてことはないよね」


「じゃ、代々の城主のお墓には、何が埋うめられてるのかしら」


「鳴蛇が脱だつ皮ぴした抜ぬけ殻がらじゃないですか？」


　舜と莉由が顔を見合わせた。


『正月ごろ病死したと言っていた。本物の盤龍城主の顔を知っている者には、章玄が呪詛をかけたようだ』


　汪李は言った。


『章玄の呪詛は、鸞には解けねーんだよな。この度たび病死しましたってことにして、呪詛は放ほうっておくか？』


「そうもいかないよ。盤龍城は南方の要よう衝しようだもの。いい加減なことして、黄国や南方との関係が悪くなると、この辺りに住んでる人に迷めい惑わくがかかるし、国にも影えい響きようがあるだろうし……」


「何より、中原に銅が来なくなったら大変ですっ！」


　舜は力を込めて断言する。


「鳴蛇王は誰から人ひと形がたを得たの。炅？　章玄とか？」


　晄は、去り際ぎわの炅の姿を思い出す。


『最後の三苗族の王だそうだ』


　そう言う汪李の横顔は、何だか辛つらそうだった。


「最後の……」


　禹王が三苗族を滅ぼした時の王ということだ。


　汪李と三苗族の因いん縁ねんを嵩純から聞いていた者たちは、しんと黙だまり込む。


　鳴蛇王は三苗族と深いつながりがあった。しかし、仲間だと信じていた化蛇の王が、敵の大将についたために三苗族は滅び、鳴蛇王は大切な人間を失ったことになる。


（だから、鳴蛇は汪李を憎にくむんだ……。汪李にはそんなつもりはなかったのに）


　晄は兵舎の窓に目をやり、島に立つ蘆笙柱を眺める。


（蚩尤の血を吸った楓ふう香こう樹じゆ、楓香樹を祀まつる三苗族、そして三苗族を滅ぼした禹王と汪李……。あの蘆笙柱や、汪李を殺すための黒龍には、色んな時代の、色んな人たちの怨うらみや憎しみ、悲しみが詰つまってたんだ）


　黒龍のない蘆笙柱は、何か別の物のような気がした。根元には水が溜たまったままになっているが、もう妖は出てこない。鳳が術を解いたので小化蛇は霍山へ戻り、鳴蛇も湖底へ帰って、湖は今まで通りの穏おだやかさを取り戻している。


（過去の怨みをすべて忘れて、なんて無理かもしれないけど……。いつか、この湖で化蛇と鳴めい蛇だが、一いつ緒しよに泳げるようになったらいい）


　晄は、そう願わずにはいられなかった。








「あの風士烈将軍は偽にせ者ものだった!?」


　嵩純の熊くまのような巨きよ体たいが跳はね上がった。


　盤龍城北堂、城主の居室である。晄は舜と連れだって嵩純をそこに呼び出し、今回の事件のあらましを伝えた。ただし、余計な混乱を招かないように、晄が南庚の御み子こであることや、共工の気に取り憑つかれていることは伏ふせておき、炎招戈の使い手と化蛇の王への復ふく讐しゆうのために、とある一味と鳴蛇とが仕組んだ罠わなだったということにした。


「信じられん。それが本当だという証しよう拠こでもあるのか」


「それで、ここに来てもらったんです。本物の盤龍城主は、正月に亡くなっているとのことですから、どこかに葬そう礼れいの記録でもあるんじゃないかと思って、なんならお墓の方を調べてみます？」


　舜はほんわり笑え顔がおで言った。


「いや、いい……」


　嵩純は、室内に積まれている竹簡や占せん術じゆつに使った亀きつ甲こうなどを調べ始めた。晄や舜も手伝う。


「あった……」


　嵩純は亀甲といくつかの簡や木もく片へんの書きつけなどを選より分けた。


「確かに、風士烈将軍は正月癸き酉ゆうの日に風邪かぜをこじらせて亡なくなっておる。いやまったく記き憶おくにない……」


　嵩純は額から汗あせをだらだらと流す。


　他ほかにもあの士烈は偽者だったという証拠がゴロゴロ出て来た。最初から汪李と決着をつけるために二、三日だけなりすませればいいと考え、簡などは放っておいたのだろう。


「何てことだ、何てことだ」


　嵩純はそれらの簡を持って、部屋の中をうろうろと歩き回る。


「すみません。俺のせいでこんなことに……」


　晄はバッと平身低頭する。


「いやいや。おぬしのせいではない。黄国との関係悪化は昨年からのこと。おぬしは黄国に奪うばわれた銅の運搬船を取り返してくれた。あの化蛇と鳴蛇の戦いの中、水軍の兵や奴ぬ婢ひを守ってくれた。感謝しておる。黄国の兵も見捨てることなく守りきってくれたためか、または、おぬしが化蛇を従える炎招戈の使い手だと知ったせいか、黄国の王から早々に和議の申し入れがあった」


　嵩純はごつい顔に笑みを浮うかべる。取りあえず盤龍城救きゆう援えんの役割は果たせたらしい。


「しばらくの間は盤龍城は安あん泰たいだが、問題はこれからだ。なにせ、まったく憶おぼえがないのだから……そもそも本物の将軍が亡くなった日から、偽者がやってくるまで、いったい誰が城主代理を務めていたのやら」


　嵩純はまたせかせかと簡をあらため、「あった──おお、某それがしであったか」と声を上げる。


「知らせてくれたことに感謝する。何も知らずに、このまま将軍の帰りを待っていたら、黄国との和議も何もかもだいなしになるところであった」


　これから急いで重じゆう鎮ちんを集め、呪詛の件や今後の政務について話し合うという。そこの場で、今回の妖大だい騒そう動どうについてどこまで公おおやけにするかを決めるという。


　嵩純に、晄が炎えん招しよう戈かの使い手であることを知っているのは王都でも陽甲の側近だけだし、戦時下なので、あまり広めないように頼たのんで、晄たちは、南堂の怪け我が人たちが寝ねかされている部屋を見み舞まった。紫央が来ているはずだった。


　たかむしろ一いつ杯ぱいに夜具が敷しかれたその部屋には、運搬船に乗っていた兵が三十名ほど寝かされていた。盤龍城の兵も黄国兵も関係なく枕まくらを並べ、医師や下僕が、泥どろで汚よごれた衣類を取り替かえたり、傷を洗ったりと忙いそがしく立ち働いている。多少なりと医薬の知識がある舜が、彼らを手伝い始めた。


　紫央は、一人の足を負傷した兵の傍かたわらに座し、手をかざして傷の治ち療りようをしていた。


「みんなの様子はどう？」


　晄は、紫央の横に座って小声で言った。一晩中船を漕こがされた兵たちは、怪我をした者もそうでない者も、疲つかれ果ててほとんどが眠ねむっていたからである。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。命にかかわるほど重傷を負った者はいません」


　別室には奴婢たちの部屋もあるが、彼らも含ふくめてみな紫央が治療すれば回復するとのことで、手足を失ったり、身体からだに不自由が残ったりするような怪我をした者はいないとのことだった。


「……巻き込んじゃったね」


　偽者だとも知らずに士烈に「頼まれてくれるか？」と言われ、勢いよく返事をしてしまった。罠であることはわかっていたのだから、もっと慎しん重ちように、あらゆる場面を想定して、細かい作戦を練ってから臨のぞめばよかったのだ。


　それ以前に、盤龍城の救援を命ぜられた時に、断ってしまって、陝邑へ帰るふりをして、こっそり杏玲母さんを助けに来ればよかったのかもしれない。そうすれば、運うん搬ぱん船が奪われることもなかったし、鳴蛇王が盤龍城主になりすますこともなかったのだ。


（っていうか、俺の存在そのものに問題があるかも）


　自分が生まれたから、父王南庚が呪じゆ殺さつされ、杏玲は逃にげなければならず、黄河で共工と河伯が戦うことになり、炅が巻き込まれて共工に取り憑かれた。自分を育てたから養父母は殺され、舜と莉由が苦労することになって、そして今、こうして盤龍城の兵や奴婢たちに怪我をさせてしまった。


（俺が生まれなければ……）


　晄はぼんやりと怪我人たちを眺める。


「我等を案じてくださるのか、陝邑侯こう──」


　声をかけられて振ふり向くと、紫央が治療していた兵が、晄を見上げていた。


「ごめんなさい。起こしちゃった？」


「いやいや、見舞いにきていただいたとは、かたじけない」


　彼は手をついて、上半身を起こそうとした。


「起きなくていいよ、寝てて」


　晄は慌あわてて彼を制した。よく見れば、晄と一緒に先頭の運搬船に乗っていた兵だ。


「迷めい惑わくかけちゃったね……」


「なにを仰おつしやる。私は陝邑侯に命を救われた。有り難がたいと思いこそすれ、迷惑などと」


　蘆ろ笙しよう柱ちゆうから水が噴ふき上がった時に、彼は転んで蛙かえるに喰くわれそうになり、晄に助けられていた。


「化蛇を従え、炎招戈を振るって数多あまたの妖あやかしから人の世を守る──伝説の禹王、湯王の姿を見たような気がいたしましたよ」


　そう言って彼は微笑ほほえんだ。


「そんな……。今回ばかりは、きっと何かの手て違ちがいで、俺みたいな小こ童わつぱが炎招戈の使い手になっちゃったんだよ」


　晄は困って頭かぶりを振ると、「御ご謙けん遜そんを」と彼は笑った。


「王都では鬼方と戦いくさだと聞きました。この南方もかなり危ない。黄国を始めとして南方の諸しよ侯こうも次々と殷に反旗を翻ひるがえしている。こんな乱世を治めるために、黄帝はあなたに炎招戈を授さずけたのでしょう」


（そうじゃないんだけどね……）


　けれど、本当のことを言って不安を煽あおることもないので、晄は黙だまっていた。


「あなたは禹王、湯王の後を継つぐにふさわしいお方だ。暴政を敷く陽甲王の御み代よを終わらせ、どうか新しい世を作っていただきたい」


「ちょ、ちょっとそんな──、誰だれかが聞いていたら」


　謀む反ほんを起こせと言っているようなものである。


「ここの者は、あなたの姿を見てみなそう思っておりますよ、陝邑侯。挙兵の際は、ぜひ我等に声をおかけください。王都でも陝邑でも、はせ参じますゆえ」


　兵は力強い笑みを浮かべてそう言った。


「参ったね。挙兵だって」


　次の怪我人のところへ移動しながら、晄は頭を搔かき搔き紫央に囁ささやいた。


「あなたは南庚王の嫡ちやく子しです。謀反を起こさなくても王になれるじゃないですか。多少、氏族間の摩ま擦さつはあるにしろ」


　紫央は笑う。


「強きよう烈れつな求心力は、王の資質の一つですよ。民たみや臣の心をつかむのが王の役目です。その点、炎招戈の使い手というのは、実にわかりやすい。政まつりごとの実務は有能な側近に任せればいいんです。例えば楓牙王子のような」


「そんな、身も蓋ふたもない」


　晄は紫央を横目で睨にらむ。


（でも、そうかもしれない）


　──みんなが笑って暮らせる国をつくろうとか、どうやって説いてまわるのさ。


　晄の耳に、炅の言葉が蘇よみがえる。


　民を安心させ、諸侯の信しん頼らいを得るには、夢を語っているだけじゃなくて、実際に何かを示さなければならない。


（俺のこと、炎招戈の使い手にふさわしいと、みんなが思ってくれれば、きっと俺の言葉に耳を貸してくれる）


　晄は、先刻の負傷兵を振り返る。謀反の話はともかくも、信頼してくれたことは嬉うれしかった。こうやって、少しずつでも、晄の夢に期待してくれる人を増やしていけばいい。


（まだ、がんばれる。俺は諦あきらめない）


　晄は、拳こぶしを握にぎった。








　紫央が怪我人の治療をすべて終え、晄と舜が城の南堂から兵舎へ戻もどったのは、濃のう紺こんの空に星が瞬またたき始めた頃ころだった。


「お城の方はどうだった？　盤龍城主が偽にせ者ものだって話は、信じてもらえた？」


　夕ゆう餉げを調ととのえながら莉由が尋たずねた。


「嵩純副将が、わりあいすんなりと受け入れてくれたんだ。証しよう拠こもいくつか出てきたし」


　晄は、今日の城でのできごとをみんなに語った。


「まんまと罠わなにはまって、盤龍城の人たちみんなに迷惑かけちゃったけど、誰も怒おこってなかったし、俺を責める人もいなかった。ほっとしたけど、何かそれもかえって申し訳なくってね」


　晄は、首をすくめた。


「僕も何人かの人から聞きましたよ。陝邑侯は気骨があるって。禹王、湯王の再来だと手放しで褒ほめてくれる人もいて、僕としては鼻高々でした」


　舜は自じ慢まんげに微笑んだ。


「陝邑侯が王になればいいという人もたくさんいましたね」


　紫央も満足そうだった。


「黄国の兵も感謝していましたよ。あの時点では、盤龍城の兵が運搬船を制圧していましたからね。黄国兵の立場は捕ほ虜りよだったのに、晄ちゃんが敵味方関係なくみんなを守ったので、黄国での評判も上がりそうですよ。あんまり目立つのは僕としては嬉しくないんですけど」


　嬉しくないと言いながら、舜は嬉しそうだ。


「あの場面では、少なくとも国境も身分もなかったよね……」


　妖から逃げるのが精せい一いつ杯ぱいで、敵味方どころではなかったからだろうが、盤龍城の兵が奴ぬ婢ひや黄国の兵に肩かたを貸して逃げるような場面もいくつか見た。


　あんなふうに、戦いの場面でなくても、いつでもみんなが一いつ致ち団結できるといいと思う。


　ふと晄は、汪李に目を移す。彼は、床とこに仰ぎよう臥がしたままぼんやりとみんなの食事風景を眺ながめている。


（汪李、元気ない……）


　ほとんど無表情で、黄こ金がね色いろの目にも生気がない。


　化か蛇だの鱗うろこを断たてるのは炎えん招しよう戈かしかないと言われているぐらいだから、こんな重傷を負ったのは初めてだろう。けれど、傷を負ったことに衝しよう撃げきを受けただけではなさそうだ。


（鳴めい蛇だ王と戦っている時に、何かあったんだろうな）


　何があっても強がる彼が、こんなにうちひしがれているのを見るのは初めてだった。








「まだ痛む？」


　その晩、汪李の夜具に潜もぐり込み、固く巾きんで巻かれた彼の腹に晄は手を当てた。


『いや』


　汪李は顔だけを晄に向けた。


『お前の床をとってしまったな』


　普ふ段だん汪李は小こ蛇へび姿で晄の腹の上か枕まくら元もとで眠ねむることが多いので、彼用の夜具はなく、晄の夜具に寝ねているのだ。


「べつにいいよ。こうやって一いつ緒しよに寝ればすむことだし。寝にくい？」


『いや』


「ずっと人ひと形がただね。煒白が人形でいてくれてよかったって言ってたけど、何で化蛇は大おお怪け我がしても本ほん性しように戻らないの？」


『知らぬ。今まで、我も眷けん族ぞくも怪我をしたことがないのだ』


「だよね……」


　静かな夜だった。耳を澄すませると湖面を何かが叩たたく小さな音がする。普ふ通つうの魚が跳はねたのか、妖か。鳴蛇の尾おが水面を叩いたのかもしれない。


「昔は、化蛇もこの盤龍湖や長江に棲すんでたんでしょ？」


『ああ』


　晄の問いに、汪李は一言そう言ってうなずいた。


「共工を鎮しずめることができたら、また九州の河か川せんでみんな仲よく暮らせるのかな……？」


　汪李は、黄金色の目を微かすかに見開いた。


「俺、共工を鎮めたい。汪李が鳴蛇と仲直りできるといい」


『晄……』


　汪李の瞳ひとみが揺ゆれた。


「三苗族のこととかあって、鳴蛇の怨うらみはとても深いから、そんな簡単にいかないことはわかってる。でも、こんなの悲しすぎるもの」
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　汪李は身体からだを横に向け、片手を夜具から出して晄の頰ほおにかかる髪かみを指先ですくい上げた。


『我が招いたことだ』


　そう言う汪李の眼めは、ひどく寂さみしげだった。


　長江には、黄河では見たこともない水すい妖ようが大勢いた。盤龍城へ来る時に見た、たくさんの沼しよう沢たくにも、数え切れない種の水妖が棲んでいるのだろう。それらすべてが、汪李の敵なのだ。


「いつか、同じ川で化蛇と鳴蛇が一緒に泳げるような、そんな世の中にしたい……」


　晄は、ともに泳ぐ小化蛇と鳴蛇を思い描えがいた。黄色い黄河の水流の中、青緑色の鳴蛇に交じって、何千もの銀色の小化蛇が泳いでいたら壮そう観かんだろう。


　もっと言いたいことがあるのに、晄の瞼まぶたはだんだん重くなり、次し第だいに夢の世界へ引きずり込まれてしまった。





『晄は、やはり夏の禹王や殷の湯王の後を継ぐにふさわしい者ですね』


　晄の枕元に端たん座ざしている鸞が、彼の寝顔に目を落としたまま、しみじみとした様子で言った。


　汪李は無言で鸞を見上げる。


『昔、黄帝が言っていたのですよ。禹王も湯王も、人の世の平安を願うだけでなく、神々や妖あやかしの和わ睦ぼくを望んでいたと。人の身でありながら、神と同じ視野で世の中を見ていたと……』


　汪李の視線に気づき、鸞は微笑ほほえんだ。


『……そうか』


　汪李は晄の寝顔に視線を戻した。かつての主あるじ、禹や成湯に比べると、ずいぶんと幼い寝顔だ。


（同じことを言われるとはな……）


　思わず苦く笑しようが漏もれる。かつて、禹も成湯も化蛇の孤こ立りつを知り、汪李の戦いを終わらせたいと言っていた。どちらも望みを果たせぬまま、この世を去ったが──。


　正直、黒こく龍りゆうに化蛇の鱗を食い破る呪じゆ詛そをかけ、鳴蛇王がそれを振ふるったことはかなりの衝撃だった。降参させるだけでは飽あき足らないのだ。滅ほろぼさずには済まないほどの憎にくしみを彼は抱いだいている。傷の痛みよりも、そちらの方がこたえた。


　けれど、晄はそれを感じ取ってくれた。それだけで救われた。


　汪李は晄の寝顔を見つめる。


　禹も成湯も共工を鎮めようとして果たせなかった。たとえ鎮めることができたとしても、鳴蛇王の心がほぐれるとは思えない。けれど──。


（我は、お前とともに在れば、それでいい）


　汪李は鳴蛇王との戦い以来、初めて笑えみを浮うかべることができた。








「いいお天気」


　盤龍湖のほとりをそぞろ歩きながら、晄は大分春めいてきた青空を見上げた。


　晄の隣となりには、萌もえ葱ぎ色の袿うちぎの裾すそを片手で持ち、ゆったりと歩く杏玲の姿があった。


「そうですね」


　彼女は微かな笑みを浮かべて相づちを打つ。


「何だか、昨日のことが噓うそみたいだね」


　盤龍湖の湖面は穏おだやかに鎮まり、水底には鳴蛇の気配もあったが、殺気は感じられない。彼らは王の命令なしには動かないのだろう。


　それでも念のため、鳳がひよこ姿で晄の懐ふところの中に潜ひそみ、煒白が脛すねあてになって晄の右みぎ脚あしに巻きついている。チャウは晄たちの後ろをチョコチョコと歩いてついてくる。


　汪李はまだ兵舎で寝ている。腹の穴がふさがるまでは、寝ていなくてはだめだと紫央にきつく言い渡わたされているからだ。


「あなたは、炎招戈の使い手なのだそうですね。昨日、紫央殿どのからうかがいました。共工の気に取り憑つかれているとも……」


　晄と炅とが戦っている間、楼ろう船せんに避ひ難なんしていた杏玲は、このような状じよう況きように至った経けい緯いをおおよそ紫央から聞いていた。


「そして、あなたと同じく共工の気に取り憑かれた炅さんは、わたくしの夫でありあなたの父である南庚王を呪じゆ殺さつした者の仲間で、尭とその奥方の命を奪うばったのだと……」


「正しくは、父さんと母さんを殺すための呪詛を手伝ったんだけどね」


「様々なことを知らされたばかりで、まだわたくしも混乱して……」


　杏玲はうつむいた。彼女の目の周りが赤い。昨夜は泣いたのだろう。晄の胸が痛む。


　昨日、怪我をした兵や奴ぬ婢ひを下船させた後、晄はすぐにでも杏玲のもとを訪おとずれたかったのだが、汪李が重傷を負ったことを知り、また盤龍城主が偽にせ者ものだったことなどがわかり、杏玲のところへ行けないまま夜になってしまったのだ。


「炅さんが、あなたの命を奪って、共工を蘇よみがえらせようとしているなんて……」


　彼女の唇くちびるが震ふるえていた。


　晄の腹の底に、またあの塊かたまりが熱を持ち始めた。


「でも、杏玲母さん、昨日、炅を呼び止めたでしょ……？」


「ええ……」


　杏玲は衣ころもの袖そでで瞼を押さえる。


「あの子のやったことは、決して許されるものではありません。それはわかっています。けれど、やはり不ふ憫びんでならないのです。あの子は、わたくしの前では、本当に穏やかなよい子だったのですよ」


　彼女はしきりに目を拭ふく。


（炅のために泣いてる）


　腹の底の塊が熱くて、痛いほどだった。


「本当に、もう救ってあげられないのですか？」


「え？」


　唐とう突とつに尋たずねられ、晄は問い返した。


「昨日、楼船からあなたと炅さんが話しているのを聞いていました。あなたは炅さんを救いたいと言って……」


　晄は、喉のど元もとに迫せまる塊を無む理り矢や理り呑のみ込んだ。


「がんばってもどうにもならないことがあるって言われたけど、諦あきらめるつもりはないよ」


　辛かろうじて、そう答える。


　杏玲は立ち止まり、衣の袖に顔を伏ふしてむせび泣いた。


（どうしてそんなに泣くの？　炅が可か哀わい想そうだから？）


　晄も立ち止まり、心の中で尋ねた。


　身体の中で熱い塊が膨ふくらんできた。それを表に出すまいと、晄は何度も嚥えん下かする。


「炅を救えるように最大限の努力をするよ」


　杏玲は顔を伏せたまま、何度もうなずいた。


　身体が熱くて、呼吸が苦しかった。


「どうして……炅のために……泣くの？」


　喉元から、熱い塊が漏れた。杏玲が顔を上げ、晄に向いた。涙なみだに濡ぬれた目はひどく悲しげで、晄の方が切なくなった。晄の両眼から涙がこぼれる。


「お願いだから……泣かないで。母さんが炅のために泣いてると……俺が辛つらくなる……」


　こんなことを言うつもりではないのに、唇くちびるから勝手に言葉が紡つむがれる。


「最初に庵いおりへ行った時、俺が本当の子だって言うの我が慢まんして……炅が幸せになれるならって……自分に言い聞かせて……」


　晄に取り憑ついている共工がザワリとうごめいた。


「……がんばらなきゃって思う……けど、こういう時……がんばれなくなる……」


　子どもじみた嫉しつ妬とが、共工の気を刺し激げきしていた。わかってはいるが抑おさえられなかった。


「俺が……生まれてこなければよかったんだ」


「庚!!」


　杏玲の目が愕がく然ぜんと見開かれた。


「俺が生まれたから、実の父さんも、育ててくれた父さんも母さんも殺されて、炅が共工に取り憑かれることになって──」


「庚、何を言うの!?」


「俺さえ……生まれなければ、こんなことには……ならなかっ……！」


　熱い塊かたまりが口から飛び出てくるようだった。共工の気が蠢うごめき、河伯の加護がかすんでくる。


　共工に支配されてはいけないと、晄は口を押さえて、思いを無理矢理呑のみ込んだ。代わりに涙なみだがどっと出てきた。懐ふところの中では、ひよこ姿の鳳がうろたえていたが、晄は気づかなかった。


　その時、杏玲が晄の背に手を回し、固く抱だきしめた。


「そんなこと──、庚、生まれなければなんて、そんなことを言わないで！」


（母さん……？）


「わたくしが、どんなにあなたの誕生を待ち望んだことか……。どんな思いで、黄河へ流したか……。無事に生き、幸せな日々を過ごしていることを、どんな思いで祈いのりつづけたことか」


　杏玲が耳元で囁ささやいた。涙で声が震ふるえていた。


「わたくしが主上に殉じゆんじず、長ちよう江こうまで落ちのびたのは、いつかあなたにもう一度会いたいと、それだけのために……」


「母さん……」


「お産の痛みの中で、赤子さえ無事なら、わたくしの命など惜おしくないと……そう思いながら、あなたを産みました。だからお願い、生まれなければなど……そんなことを言わないで……」


「ごめん……母さん」


　喉のどの奥まで迫せまっていた熱い塊が、ゆっくりと溶とけて流れていくのがわかった。同時に共工の気が鎮しずまっていく。晄も彼女の背に手を回し、肩かたに顔を押しつけた。


「ごめん……、俺、どうかしてた」


「生きていて……よかった。わたくしの庚……。本当に……会いたかった……」


　杏玲は晄を抱きしめたまま、ハラハラと涙をこぼす。


　杏玲に会えたら、本当に伝えたかった言葉に、晄はようやく思い当たる。


「産んでくれて……俺を待っていてくれて……ありがとう」




　終







「晄──！」


　バッと戸口にかけられた布がまくられ、火ひ鉢ばちを囲んで暖をとっていた晄たちは一いつ斉せいに振ふり向いた。


　肩で息をし、甲かつ冑ちゆうを着けたままの楓牙がそこに立っていた。背後には累焰が影かげのようにひっそりと控ひかえている。


「あれ、楓牙。よく俺たちが帰って来たの、わかったね」


「小こ化か蛇だが……知らせてくれて……」


　楓牙はそう言い、晄の隣で火鉢に手をかざしている杏玲を揺ゆれる瞳ひとみで見つめた。


　馮夷城内の小部屋である。


　昨夜、盤龍城を発たった晄たちは、杏玲を連れて夜明け前に馮夷城へ到とう着ちやくした。


　杏玲を戦時下の王都へ連れて行くのは危険だが、直接陝邑へ行くには、伏ふく牛ぎゆう山ざんや崤こう山ざんの山並みを越こえて行かなくてはならない。しかし山越えは風が強い上にひどく寒いので、来た時と同じように平へい坦たんな淮水下流域を通って一いつ旦たん馮夷城に戻もどり、明日の夜、黄河沿いに西進して杏玲を陝邑へ送り届けることにしたのだ。


「楓牙殿どの？」


　杏玲は、突とつ然ぜんやって来た精せい悍かんな若者の姿に瞠どう目もくし、その場に立ち上がる。


「お久しゅうございます……。よく御ご無ぶ事じで……」


　楓牙の声は微かすかに震えていた。


「見み違ちがえてしまいました。御立派になられて……。心配をかけましたね」


　杏玲の目が潤うるむ。夫南庚が健在だった頃ころの思い出が一気に蘇っていた。


　十七年前、自分の懐かい妊にんを知った南庚は、この妾しよう腹ふくの王子に生まれてくる子の後見を命じた。楓牙は大層喜んで、毎日のように杏玲のもとを訪ね、いつ生まれるのか、早く会いたいと、杏玲とともに赤子の誕生を心待ちにしてくれたのである。


　楓牙は冑を取り、脇わきに抱かかえるとその場にひざまずく。


「楓牙殿、そのような……。わたくしはもう王おう妃ひではありません」


　杏玲は楓牙を立たせようとした。


　しかし、楓牙は立たず、臣が行う拝礼の姿勢を取った。


　──王妃様！　御み子こは私がお守りいたします！


　生まれたばかりの御子を前に、幼かった楓牙は杏玲にそう誓ちかった。


「晄は私がお守りいたします。常にそばに在り、支え助け、何があろうとも、今度こそ守り抜ぬいてみせます」


　胸に迫る様々な思いを嚙かみしめながら、十七年前には果たせなかった約束の言葉を、楓牙は再び告げた。








「それで、兵の一人から、挙兵を勧すすめられたよ」


　晄は思い出して困ったように笑った。


　杏玲と茜、莉由を隣りん室しつで休ませると、晄は楓牙や佟韋に盤龍城でのできごとを語った。


「当然でしょうね。僕も共工の件がなければ、晄にそう勧めます」


　佟韋はうなずいた。


『成湯は、夏の諸しよ侯こうの一人だったが、桀王の暴政を憂うれえて炎えん招しよう戈かを得た。成湯は自分が王になろうとしたのではないが、そうやって諸侯に推すい戴たいされたのだ』


　汪李は満足そうだった。


「お前なら、兵を挙げなくても王になれるぞ」


　半ば冗じよう談だんのように楓牙は言い、「もう、楓牙まで紫央と同じこと言わないでよ」と晄は頭を搔かく。


「お願いですから、変なところで口を滑すべらさないでくださいね。王様の側近の方々は、晄ちゃんが南庚王の子だってことは知らなくても、晄ちゃんには汪李さんがついてることを知ってるわけですから、陝邑侯こうに謀む反ほんの気配ありなんてことになったら、大おお騒さわぎになっちゃいます」


　舜は楓牙を睨にらむ。


「舜殿の仰おつしやる通りにございます。そうなれたら、位置的に亳邑公である楓牙様に討とう伐ばつの命が下るでしょう」


　累焰は真しん剣けんだったが、


「そうなったら、兄上たちに晄が南庚王の子であることを打ち明けて、晏仲殿どのや利條殿を説得して、晄を王にしてしまおう」


　楓牙は笑った。


「だが、冗談抜ぬきで、王都の重臣にとって、化蛇が晄に従っているというのは脅きよう威いだろうな」


「そういうもの？」


　晄は目を瞬またたく。


「お前だって、炅に鳴めい蛇だがついているのは恐おそろしいだろう？」


「恐ろしいっていうのとは違ちがうけど……。炅が後あと戻もどりできない理由の一つには、鳴蛇がついてるからなんだ。炅を解放してくれればいいと思うよ」


『炅と鳴蛇王の関係はそれほど深くない。炅から共工を祓はらうことができれば、鳴蛇はあっさり手を引くだろう』


　汪李は言った。


「何かそれも寂さびしいね……」


　鳴蛇が忠誠を誓っているのは共工なのであって、彼らにとって、炅は共工の器うつわに過ぎない。


　鳴蛇王が心を許した人間は、唯ゆい一いつ三苗族の最後の王だけなのだろう。


「そっか、だから、禹王は三苗族を長江から追放したんだ」


　晄はハッとして呟つぶやき、楓牙や汪李たちの視線が晄に集まる。


「俺、三苗族の伝説を聞いた時、何で三苗族は神々の戦いくさに加わったのか、何で禹王は三苗族の国を滅ほろぼしたのか、不思議だった」


「三苗族は戦神蚩尤の末まつ裔えいだけあって、好戦的でとても強かったと聞きます。神々の戦にも望んで加わったのではないですか？」


　佟韋は言った。


「三苗族と鳴蛇の関係って、俺や禹王湯王と汪李の関係と同じだったんじゃないかな。どちらも共工を盟主と仰いでいたわけだし、もちろん、処しよ刑けいされた蚩尤の復ふく讐しゆうを果たすとか、蚩尤の末裔っていう誇ほこりもあったと思うけど、三苗族は鳴蛇のために、鳴蛇は三苗族のために戦ったんだと思う。俺も汪李が戦に行くって言ったら、やっぱじっとしてられないもの」


『我は望んで戦になど赴おもむかぬ』


　心外だと言わんばかりの汪李に、


「うん。俺も参戦しないで、止めに入ると思うけど」


　晄は笑った。


『だが、晄が出しゆつ陣じんすれば、汪李はついて行くだろう？』


　煒白が言うと、『当然だ』と、汪李は胸を張る。


「禹王は鳴蛇と三苗族との結びつきの深さを知っていたんだと思う。三苗族はその時、長江に大きな国を構えていたんでしょ。神々の覇は権けん争いとは別に、地上では、領土の奪うばい合いや民族問題もあって、いろいろ複雑だっただろうし、禹王は、鳴蛇と三苗族を引き離はなさなくちゃ、戦は終わらないって考えたんじゃないかな」


　苦く渋じゆうの決けつ断だんだっただろうと、禹王の心情を推おし量り、晄はうつむく。


『思い出した。太古、蚩尤の領土は黄河下流域にあったのだ。鳴蛇がついている限り三苗族は祖先神の仇討ちも、土地を取り返すことも諦あきらめぬと言って、禹は三苗族の追放を命じたのだ』


　汪李はやるせない表情で呟いた。


「禹王は、三苗族の国を滅ぼしたいわけじゃなかった。戦を終わらせたかったんだ」


　黄帝が蚩尤の一族を処刑したのも、蚩尤が戦を好み、次々に兵器を生み出したからだ。


　汪李が禹王に従ったのも、共工を鎮しずめたかったからだ。


　戦わなくては終わらない戦もある。


「俺も、この戦いを終わらせなくちゃ……」


　晄は、鞘さやに収めたまま炎招戈の柄つかを握にぎり締しめた。


　炅を倒たおしたいのではない。救うことを諦めたわけでもない。けれど、自分と炅と、そして神々の戦を終わらせるために、今は戦わなくてはならない。


　炎招戈の使い手に選ばれたのは、そのためなのだから──。
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　深夜、その女によ官かんは、燭しよくを手に後宮を見回っていた。


　陽甲の寝しん所じよの戸が少し開いていることに気づき、閉めようとして顔をしかめる。


　戸の隙すき間まから、むっとするほどの酒の臭においが漏もれていたからだ。


　部屋の奥の燭が点ともったままになっていて、陽甲が寵ちよう姫き梓し羅ら々らの肩かたを抱だいたまま眠ねむっている姿が見える。寝ね間ま着きは乱れ、枕まくら元もとには觥さかずきが転がっていた。


　黄河の最前線では、激しい戦せん闘とうが行われ、毎日のように将の訃ふ報ほうが届いているというのに、王のこの体ていたらくは何としたことだろうと、女官は腹立たしく思う。それでも、室内の燭を消しておかなければ火事になってしまうと、女官は、そっと部屋に足を踏ふみ入れた。


　燭に歩み寄り、ふと妙みような気配がして、女官は振ふり返った。陽甲が目を開けていた。


「申し訳ございません」


　起こしてしまったかと、女官は慌あわてて拝礼しようとして、「ひっ」と後あと退ずさった。


　ギロリとこちらを向いた眼球が、血のような赤い色をしていた。


「なあに、騒そう々ぞうしいわね」


　梓羅々が半身を起こした。陽甲の顔は彼女に遮さえぎられて見えなくなる。


「目が……主上の目が、真っ赤に……」


　女官の言葉に、「目が？」と、梓羅々は振り返る。


「よく眠っておいでですわよ。夢でも御ご覧らんになったのでは？　さ、もうお行きなさい。燭はあたくしが消しておくわ」


「夢……？」


　そんなはずはないと女官は思ったが、逆らってはどんな罰ばつを受けるかわからない。女官はそそくさと退出した。


　女官の足音が遠のくと、梓羅々は急いで、着物の乱れを直して座り直した。


「お目覚めにございましたか」


　梓羅々は、仰ぎよう臥がしたままの陽甲の顔をのぞき込む。彼の赤い眼球が梓羅々をとらえた。


　──また、あの人間を殺し損ねたようだな。


　陽甲の身体からだから、梓羅々だけに聞こえる声が届いた。


「申し訳ございませぬ。崑こん崙ろんの鳳皇と鸞鳥が思わぬところで力を発揮し……」


　──この器にいることにも、少々倦うんでおる。早う我が肉体を取り戻もどせ。


「焦あせってはなりませぬ。まだ共工様は御本復なさっておられません。まずは、人の精気を存分に取り込み、共工様御自身が十分な活力を得てからでなければ──」


　梓羅々は、幼子をなだめるように陽甲の頰ほおを撫なでる。本来の共工はこのような稚ち拙せつな要求はしない。まだ共工は十分に成熟していないのだ。


「さあ、今こ宵よいはもうお休みくださいませ。共工様の目覚めに誰だれぞが気づかぬとも限りませぬ」


　梓羅々は陽甲に顔を近づけ、呼気を吹ふきかけた。陽甲の赤い目がゆっくりと閉じていく。


「もうすぐ、晄に憑いた共工様の気が河伯の加護を喰らいまする。その時こそ──」


　梓羅々は陽甲の枕まくら元もとに端たん座ざし、愛し子を寝ねかしつけるように、その胸元をゆっくりと叩たたいた。




　あとがき




　天高く馬肥ゆる季節ですが、いかがお過ごしでしょうか？


　今回、晄こうが向かったのは長ちよう江こう。現在の武ぶ漢かん市にある盤ばん龍りゆう城が舞ぶ台たいです。実際に殷いんの時代に城じよう郭かくが設けられていたそうですが、あくまでも物語は東方妖遊記の世界での出来事なので、どうか深く突つっこまないでください。例えば、当時は楼ろう船せんはなかったんじゃない？　とか（汗）。


　先ほど、伊藤先生から新キャラの下絵が届きました。士し烈れつ将軍、かっこいいです！　熊さんもイメージ以上の熊っぷり！　この物語を書いてよかった～と思った次し第だいです。絵を見ていて、紀元前一三〇〇年にタイムスリップしてしまうのは、きっと私だけではないはず。


　毎回のことですが、担当様や校正者様、印刷所の方々には多大な御ご迷めい惑わくをかけてしまいました。この場を借りてお詫わびいたします。いつもよりページ数が少ないのに、何てことでしょう。


　物語を書いていた当時、酷こく暑しよで溶とけかかった心と体を支えてくださったのは、担当様と読者の皆みな様さまの励はげましでした。本当にありがとうございます。「東方……」も、ゴールに向かってスパートがかかりました。晄が王として目覚めるまであと少しです。どうかそれまで、温かく見守ってください。それでは、次巻でもまたお目にかかれますように。







村田　栞　　
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　東方妖遊紀行　めぐる縁えにしと第七の挑戦編









楓牙　　とにかく無事に帰ってきてよかった。鬼き方ほうと戦いくさの最中だったが、気が気ではなかった。晄こう、あらためてお帰り。


晄　　　ただいまー。心配かけちゃったね。


楓牙　　盤ばん龍りゆう城では手て柄がらを立てたそうだな。晏あん仲ちゆう殿どのも喜んでおられた。そしてその、り莉り由ゆうはあちらで誰だれぞに言い寄られたりしなかったろうな……？


舜　　　心配はそこですか。今回莉由ちゃんは、兵舎でお留守番でしたから、危ないことも、誰かに見み初そめられることもありませんでしたよ。


楓牙　　そそそれはよかった……。


莉由　　でも、晄ちゃんが戦ってる時、兵舎でじっと待ってるのは辛つらかったわ。ホント、晄ちゃんもお兄ちゃんも、怪け我ががなくてよかった。


[image: ]白　鳳　汪おう李りは敵の本ほん拠きよ地ちでの戦いで、しかも重傷を負ったのに……（ボソボソ）。


汪李　　我のことは、心配ではなかったのだな……。


莉由　　あら、心配したわよ。あんたに万一のことがあったら、屋根に引っかかったお洗せん濯たく物もの、誰に取りに行ってもらおうかって。


汪李　[image: ]白　鳳　（（（心配はそこか……）））


累焰　　盤龍城に、章しよう玄げんは現れなかったとのことでございますが？


晄　　　うん。何だかかえって心配。彼、もしや王都で何か企たくらんでいるんじゃ……。俺が盤龍城へ行ってる間、鬼方との戦や王様の様子はどうだった？


楓牙　　戦は、鬼方の上陸をどうにか阻そ止ししているという状態だ。也や真しんの用兵のうまさには三師の将軍たちも舌を巻いている。だが、王都が危ないというのに、主上は相変わらず後宮にこもって、朝から酒をきこし召めしているらしい。


累焰　　佟とう韋い殿も、主上の病を祓はらう手立てを探さぐってくださっているのですが……。


晄　　　こんな時に章玄や炅けいが、長ちよう江こうの水すい妖ようを引き連れて攻せめて来たら、王都はひとたまりもないね。急いで炅たちと決着をつけなくちゃ。


舜　　　その前に、共きよう工こうの気を祓って、それを封ふうじる呪じゆ具ぐを開発しなければ……。炅君を倒たおしたら、彼の共工の気が晄ちゃんに移ってしまうのでは、かえって危険ですからね。


楓牙　　問題が山積しているな……。


晄　　　あれ、チャウ。何でひよこに変化して羽ばたいてるの？　鳳ほうの真ま似ね？


チャウ　だいもんだいのかいけつー。


一同　　大問題の解決!?


晄　　　もしかして、チャウ。王様の病を治す方法を考えついたとか!?


舜　　　晄ちゃんや炅君に憑ついてる共工の気を、うまく封じる方法を思いついたのですか？


チャウ　ううん。こんどおせんたくものがやねにひっかかったら、ぼくが、とってあげるー。




東とう方ほう妖よう遊ゆう記き


めぐる縁えにしと第だい七ななの挑ちよう戦せん





村むら田た　栞しおり
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